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俺は彼女の犬になる！３

淺沼広太
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プロローグ

１．童貞も守れない男が他に何を守ろうというんですか？

２．夏休みはキケンなイベント満載ですか？

３．初めてのデートに監視はつきものですか？

４．会いに行けないなら他に方法はありませんか？

５．貴方を呼ぶ声はきちんと心に届きましたか？

エピローグ



    

  
    
      
プロローグ



　瑠る璃りに異変が起こったのは、影の悪魔――ルシエを撃退した数日後の事だった。

　最初は藤とう紫し郎ろうの言葉に、急に頬ほおを赤らめたりするくらいだったのだが、次第にぼーっとしたり、ご飯を食べている時に箸はしを落としてしまったり、藤紫郎と二人きりになると、急に呼吸が荒くなりだしたり……と、見ている藤紫郎の方がはらはらさせられっぱなしだ。

　ある時には藤紫郎の背中から急に抱きついてきて、耳元に息を吹きかけたりなんてこともあった。

「なにするんですか先輩！　気持ちいいじゃないですか！」

　と、藤紫郎が喜ぶと、瑠璃は急に素に戻って「え？　いま私、何かしたかしら？」なんていうリアクションをしてくる。

　藤紫郎は困惑した。わざと瑠璃がとぼけているのか、本人に自覚がないのか微妙なところだ。

　瑠璃の奇行は徐々にエスカレートしていった。

　まだ瑠璃と知り合って数ヶ月もたたない藤紫郎だが、瑠璃の変化ははっきりと肌で感じている。そして、そのきっかけにも少年は気づいていた。

　藤とう紫し郎ろうは瑠る璃りに「ちゅっ♪」とされてしまったのだ。ルシエ撃退のために、瑠璃は彼女自身で決めた禁きんを破ってしまった。

　肉食獣が肉の味を覚えたように、瑠璃も藤紫郎のリビドーの味を知ってしまった。それが瑠璃を不安定にさせているのだと、少年は推測した。

　まだ、第三者の視線があるような人前では、瑠璃の自制心が働くのは救いだった。

　とはいえ、これ以上の病状の進行を止めなければ、瑠璃がどうなってしまうかもわからない。

（――瑠璃先輩が人前で淫いん語ご連発なんてことになったら……なんとかしないと……俺おれがなんとかしないと！）

　藤紫郎は決意を胸に、放課後の生徒会室へと乗り込んだ。

　瑠璃は部屋に一人きりだ。

　それを確認して生徒会室の鍵を内側からかけると、少年はそっと瑠璃に近づく。

「富ふ士じ岡おか君……だ、大事な話って何かしら？」

「瑠璃先輩。これだけは、ほかの誰だれにも聞かれたくないんです」

「だからって鍵までする必要は無いと思うのだけど」

「二人っきりで話したいって言ったじゃないですか。どんな邪魔も入れさせたくないんです」

「いれる……はぅ……いれるって、な、なにをいれるつもりなの……」

　藤紫郎の肩がびくついた。早くも瑠璃のスイッチが入りかけている。

「入れるんじゃなくて、入れさせないですから！」

　執務机を挟んで二人は視線を合わせた。瑠璃の頬ほおがかすかに紅潮する。藤紫郎は続けた。

「大切なことだから、俺と先輩の未来のためにも」

　瑠璃はコクリとうなずく。

「そ、そうね。私もずっと、どうにかしないとって思ってたの。富士岡君とのこと」

　少年は両手を執務机にばんっと押しつけるようにした。

「瑠璃先輩。行きましょう！」

「い、イク？」

「そうです。決着をつけるんです」

「け、けっちゃく……着床……あん♪」

「どうしたんですか？　顔が真っ赤ですよ！」

「熱っぽいだけよ」

「だ、大丈夫ですか瑠璃先輩？」

　瑠璃は席に座り直すと、手で軽く胸元を扇あおいだ。

「ちょっと暑いわね」

「冷房効いてますけど……って、言ってるそばから脱がないでください！」

　しゅるりと瑠る璃りはタイをほどいて、シャツのボタンを上から順に開け始める。柔らかさと弾力を兼ね備えた胸の谷間がこぼれた。

　白い肌は吸い付くような感触を藤とう紫し郎ろうに連想させる。

「なんだかじめじめするし」

「もう梅つ雨ゆはとっくに終わりましたよ！」

「つゆがしたたって……あふん♪」

「しっかりしてください。俺おれが言いたいのはその……正義は勝つってことです」

「せいぎ……せ、せせせ……いぇ……き」

「それ以上はいけません先輩！」

「私はらいじょううよ」

「ちゃんと言えてませんってば。全然大丈夫じゃないですよ」

　藤紫郎の方が困ったように眉まゆを八の字にしてしまう。いつもとは正反対だ。

「らいじょううらいじょうう。らって、悪魔の尻尾しつぽも出てないし、翼も出てないでしょう？」

「背中側がおもいっきり盛り上がってますってば。椅い子すの背もたれでつぶしてごまかさないでください」

「え、えええええ!?」



    

  
    
      



    

  
    
      「自覚がなかったんですか!?」

　藤とう紫し郎ろうはそっと自分の首のあたりに指を添えた。

「しょうがない……変身ッ!!」

　瞬時に藤紫郎の身体からだは縮まり、チワワの姿になる。チワワはちょこんと執務机の上にお座りした。

　一瞬で瑠る璃りの背中の盛り上がりが引っ込む。

「ハァ……ふぅ……そ、それで、どうしたのかしら富ふ士じ岡おか君？」

　顔を赤らめ呼吸も荒かった黒髪の美少女は、一呼吸置いたとたんにいつもの凛りんとした表情に戻っていた。急いで瑠璃はシャツのボタンを留め直す。

「二人っきりで話す時は、俺おれ……犬の方がいいみたいですね？」

「そんなことないわよ。富士岡君と二人きりでも私は普通だし……ちょ、ちょっとだけ淫いん魔まっぽくなっちゃうかもしれないけど、ちゃんと受け答えだってできてるし」

「それがぜんっぜんできてませんでしたよ」

「そ、そうかしら？」

　ごまかすように笑みを浮かべる瑠璃に、藤紫郎はチワワ姿でため息をついた。

　ほかに誰だれかがいれば、瑠璃は素敵な生徒会長でいられる……のだが、藤紫郎と二人きりになると、瑠璃の中の悪魔が時折顔を出すようになってしまった。

　本人は抑えようとがんばっているものの、藤紫郎から見れば抑え切るどころか、さらけ出しっぱなしだ。ほかの人間には見せない姿を見せてくれているということは、瑠璃が藤紫郎に心を許してくれているのに他ならない。

　それは藤紫郎にはうれしい。けれど、このままにもしておけなかった。

「そ、そうだわ！　二人きりで会うときは施せ錠じようしなかったらいいんじゃないかしら？　いつ、胡桃くるみさんが乱入してくるかもしれないという緊張感があれば、きっと私も無意識のうちに、自分の中の淫魔な部分を抑制できると思うの」

「それじゃあ俺が困ります！　胡桃が絡んでくると話が余計にややこしくなりますから。それにチワワモードの時に静しず流るさんに見つかっても危険だし、黒くろ川かわ先輩と犬モードで鉢合わせたりでもしたら……」

「それはそれで大変ね」

　女の子たちとお近づきになれることはうれしいのだが、その誰もが変態なのは藤紫郎にとって頭痛の種だ。

「というわけで本題です。この前、俺たちを監視していた悪魔を瑠璃先輩が追い払ったけど、ずっとこのまま守りの姿勢でいても、正直なところじり貧です！」

「確かに送り込まれ続けたら辛つらいところね。誰かの命令で彼女も動いてたみたいだし」

　影の悪魔――ルシエは瑠璃との戦いの最後に、そんな匂においを残していった。

「先輩に心当たりはありませんか？　ほかの領地からの侵略とか、ライバル悪魔がいるとか……」

「あ、あるわ。一つだけ」

「ならこっちから攻め込んで、話をつけましょう！　そのためなら俺おれ、淫いん魔まな先輩にちゅっちゅされるのもやぶさかではありません。むしろご褒ほう美びですから！」

　藤とう紫し郎ろうはじっと瑠る璃りの瞳を見つめた。瑠璃は桜色の唇から吐息を漏らす。

「確かに富ふ士じ岡おか君の協力があれば、ある程度の悪魔ならやっつけられるんだけど……今回ばかりは相手が悪すぎるのよ」

「その悪魔って先輩よりも強いんですか？」

「ええ。たぶん……いいえ、確実にね」

　瑠璃は一呼吸置くとため息混じりにつぶやいた。

「お母さんだから」

　チワワの潤んだ瞳が見開かれる。

「お母さんって、大淫魔の!?」

「そうよ。それに悪魔界にいるから、こちらから攻め込むのはリスクが大きいの」

「リスク……ですか？」

　チワワがこきゅっと首をかしげる。その愛らしい姿に、一瞬だけ瑠璃は表情を緩ませた。

「悪魔界ではルールが変わるのよ。普通の人間が悪魔界に行ったら、五分ともたずに悪魔の餌え食じきね。欲望の世界だから、強いリビドーがないと正気を保っていられないのよ」

　藤紫郎は首をかしげたままだった。リビドーに関してだけは自信があるのだ。

「俺でもだめですか？」

「それは……だめってことはない……かな。富士岡君のリビドーならあっちでも通用すると思うわ。むしろこっちにいるよりもパワーアップするかも」

「じゃあ悪魔界に乗り込んで一暴れしてやりましょう先輩！」

「そうしようにもね……私が足を引っ張っちゃうのよ」

　藤紫郎は半分口をあけたまま、ぽかーんとしてしまった。

「どうしてですか？　先輩、あんなに強いのに」

　瑠璃はもじもじと膝ひざをすりあわせるようにしながら、小声で呟つぶやいた。

「富士岡君の力を借りられたから、強くなれたの」

　チワワはぴんっと耳と尻尾しつぽをたてる。

（――そっか。俺が先輩のエネルギー源になってたってことか！）

　瑠璃にとっては、それは最終手段に他ならない。

「で、でも瑠璃先輩、足を引っ張るなんて言い過ぎじゃないですか？」

　黒髪を左右にさらさらと瑠璃は振った。

「私はリビドーが弱いから、悪魔界でパワーアップが期待できなくて……他の悪魔がパワーアップするのに、私だけそれがないっていうことは、相対的にみてパワーダウンになってしまうし」

（――先輩ってリビドーが弱いのか？　うーん、純粋な淫いん魔まと比べると淑女っていうことなのかな？）

　それでも、スイッチが入った時の瑠る璃りは藤とう紫し郎ろうの手に負えない。

　瑠璃は吐息混じりに続けた。

「人間界にやってくる悪魔って、ほとんどがぬいぐるみの姿でやってくる……のは、何度も撃退してきたから富ふ士じ岡おか君もわかってるわよね」

「そうですね。影の悪魔の女の子だけ例外でしたけど」

「それなりに力のある悪魔でないと、こっちの世界で人の形を維い持じできないのよ。私が人間の姿を維持できるのは、たぶんハーフだからね」

「じゃあ、他のぬいぐるみ悪魔は、悪魔界ではもっと違う姿をしてるんですね？」

「ええ。そっちが彼らの本来の姿であり、その力も人間界で仮の姿をとるよりも、強力になるのよ」

　チワワの姿のまま藤紫郎はコクリとうなずく。

「だから連中は、こっちで力を得るために人間と契約するんですね」

「そういうこと。一方、私の場合は今が本来の姿だから、悪魔界に行ってもパワーアップすることはないの。けど、人間界で彼らを迎撃するには十分ね。人間界という地の利と……富士岡君が力を貸してくれるかぎり、わたしは絶対に負けない。負けないんだから！」

　瑠璃はえへんと胸を張った。瞬間、シャツのボタンがきちんと留まっていなかったのか、勢い余ってぷるんと胸元があらわになる。

「先輩！　あいてます！　その空間に小柄な俺おれがダイブイン！」

　思わずチワワモードの藤紫郎は、瑠璃の胸元に飛び込んだ……のだが、寸前のところで瑠璃に抱きかかえられてしまった。

「チワワになると遠慮もなくなるのね？」

「もふられる代わりに女の子に密着親好効果を発揮できるのは、小動物の特権ですから！」

　瑠璃の視線がチワワのおなかのあたりにふと落ちた。藤紫郎は悲鳴をあげる。

「きゃあああああああ！　見ないで先輩！　俺は今、猛烈にむき出しですから！」

「ち、違うわよ。たまたま目に入っただけで」

「たまたまなんて言わないで！」

「ば、ばかぁ！」

　瑠璃は藤紫郎をぽいっと投げ捨てた。しゅたッ！　と、機敏に着地すると、藤紫郎は吠ほえる。

「ひどいですよ先輩！　なにも投げることないでしょ！」

「だ、だって……富ふ士じ岡おか君が変態なんだもの」

（――俺おれが人間モードだと、先輩の方が重症になりがちなのに……）

　瑠る璃りはもう一度シャツのボタンをきっちり留め直して、腕組みした。下からおっぱいを持ち上げるような組み方なので、胸の膨らみが自然と強調される。

「ともかく、悪魔界は危険だし、富士岡君をそんなところに連れて行くわけにはいかないの」

「わかりました。今後も迎撃をがんばります」

「よろしくね。富士岡君」

　瑠璃もどことなくもどかしげだ。

　藤とう紫し郎ろうは思った。

（――俺はもう、人間の姿で先輩と二人きりにはならん方がいいのかな？　先輩の犬としての責務を全まつとうすべきなんだろうか）

　二人の時に瑠璃がハァハァしてしまうのは、藤紫郎にとって複雑だ。お互いの理性を抑えきれなくなったその瞬間、これまで培ってきた主従関係が崩壊してしまうかもしれない。

（――瑠璃先輩とそんなことになれば、俺は先輩に吸われ尽くされちまうかもしれん。瑠璃先輩が冷静さを取り戻した時に、俺がぽっくり死んでたら……瑠璃先輩のことだから、自分が悪いんだって自分のことを責めるかも……そんなことになったらやりきれないな）

　好きだけど、好きだから触れられない。飼い主と犬という距離よりも、近づくのは危険なのだ。

（――瑠璃先輩が本気を出して俺が死んだら先輩がやばい！）

　チワワ姿でお座りしつつ尻尾しつぽを振り振りさせながらも、藤紫郎は真剣に瑠璃との将来について悩むのだった。



    

  
    
      

１．童貞も守れない男が他に何を守ろうというんですか？



　藤とう紫し郎ろうは「変態」である。

　これはクラスでアンケートを採った場合に予測される、最も有力な回答だ。

　藤紫郎の身から出たさび……とばかりは言えない。むしろ藤紫郎は被害者だ。

　一年六組の教室で、藤紫郎は何度か胡桃くるみの襲撃を受けていた。マウントポジションや顔面騎乗。それを周囲の人間に白昼堂々目撃された。

　女子たちを中心に、藤紫郎の評判はがた落ちもよいところだ。

　とはいえ、悪い噂うわさばかりでもない。

　藤紫郎は生徒会長に「お手伝い」をお願いされている姿も散見されるのだ。

　まとめると、藤紫郎は変態でありながら生徒会長の信頼が厚いという、謎の評価をクラスメートたちから受けていた。

　朝の教室でホームルームを前に、藤紫郎は自分の席に着く。

（――今朝も胡桃の襲撃はなしか）

　ほっと一息ついて周囲を見渡した。クラスメートたちからあからさまに疎うとまれるようなことはないのだが、常に一定の距離を置かれており、未いまだになかなかなじめずにいる。

　時間が解決してくれることだけを、藤紫郎は願っていた。

　とはいえ、胡桃に暴れられては元の木もく阿あ弥みだ。

（――最近はおとなしくしてくれて助かるな）

　狩る者と狩られる者。藤紫郎は狩られる立場なのだが、胡桃自身も狩る者でありながら、同時に獲物でもあった。胡桃が藤紫郎を付け狙ねらい、変態的な攻撃を仕掛けようとするその瞬間、胡桃自身が大きな隙すきを晒さらすことになる。

　そこを、小動物偏愛少女の静しず流るに確保される危険性があった。王手飛車取り。胡桃は自身の貞操という王を守るために、藤紫郎という飛車をあきらめねばならない。

（――何がなんだかわからんたとえだが、実際そんな感じなんだよな）

　少年がぼんやりと窓の外に視線を移すと、急に教室内がざわつき始めた。

　教卓の方をクラスの全員が見つめている。艶なまめかしい女の声に藤紫郎の背筋がぞわりとした。

「はぁい♪　おはようみんな。前任の先生……えっと、名前なんだったかしら。ともかく、一身上の都合により転任されてしまったので、今日からこのクラスはあたしが受け持ちます♪」

（――橘たちばな先生が転任？　っつうか、こんな先生いたか!?）

　髪をアップにしてまとめているのだが、その黒髪はつやつやと輝いていて美しい。教員らしくスーツ姿だが、やや短めのスカートで、そこから伸びる足のラインはモデルのようなきれいな流線型をしていた。

　ぎゅっとつまって窮屈そうな、はちきれんばかりの胸元から深い谷間が垣かい間ま見みえる。腰のくびれはコルセットで整えているようにきゅっとしていて、どこからも大人の女性の色気が香ってきそうだった。

　なによりその顔、その瞳の色に藤とう紫し郎ろうはどきっとさせられる。

（――まるで瑠る璃り先輩みたいだ）

　瑠璃が大人になったら、こんな素敵なお姉様になるんじゃないか？　と、少年は妄想の翼をはためかせた。

　新任教師は教壇に立つと自己紹介を始める。

「はぁい注目。リリスちゃんよ。よろしくね。リリスちゃん先生って呼んでくれてもいいわよぉん♪」

　リリス先生。その名前に藤紫郎は首をかしげた。

（――外国人？　確かにプロポーションとか日本人離れ……いや、ある意味人間離れしてるけど）

　完璧すぎて傷の無いエメラルドのような美しさだ。

　リリスは挨拶代わりにウィンクをしてみせた。瞬間、一年六組の男子全員が座ったまま、べたんと机につっぷし脱力する。目尻がとろんと落ちて、口からよだれを垂らしていた。

（――な、なななななななんだいったい!?）

　藤紫郎だけがけろっとしている。ただ事ではない。男子たちの異変に女子はというと、男子には目もくれずリリスに熱いまなざしを向けていた。

　女子の瞳までハートマークになっている。

（――女子までメロメロ？　たしかに超美人だけど……解げせぬ）

　リリスの視線が藤紫郎をロックオンした。

「あらあら、あなたはたしか富ふ士じ岡おか藤紫郎クンね？」

「は、はい」

「問題児らしいわねぇ」

「俺おれがですか？　俺はただ、ちょっとだけ自分に正直すぎるきらいがある雰囲気を醸かもし出しているに過ぎない存在感ですよ！」

「口答えだなんて……先生に反抗的な態度はいけないわぁ。ほんと、いけない子。個人的に生活指導が必要そうね？」

「な、何もしてないのにですか？　口答えのジャッジ厳しすぎですってば！」

「生意気な態度ねぇ。何か問題を起こす前に、ちゃぁんと教えてあげないと……ね？」

　ほかの生徒たちは夢見心地のような表情になっている。誰だれもリリス先生の存在に疑問を抱いだいておらず、藤とう紫し郎ろうだけが異議を唱えていた。

「はぁい♪　それじゃあ出席をとります。えっと……全員いるっぽいし適当でいいわね。じゃあ放課後ね。藤紫郎クン♪」

　言い残すとリリスは教室から出ていった。数秒で教室内の空気が元に戻る。

　クラスメートたちは新しい先生が来たということは理解しているようだが、どことなく会話がおぼつかなくなっていた。

（――なんだったんだ今のは……でも、この感じって……）

　瑠る璃りにどことなく似た雰囲気のお姉様。藤紫郎の頭の中にある一つの仮説が浮かぶ。

（――瑠璃先輩と同じ淫いん魔まなのか!?　しかも、ぬいぐるみじゃなくて、人間の姿だし……黒髪も瞳の色もそっくりすぎる。胸のボリュームはアップしてるけど！　まるで瑠璃先輩の強化版だ……ま、まさか……）

　藤紫郎は鼻をひくつかせた。人間モードでもある程度、悪魔の匂においを感知できるようになったのだが、残り香は感じられない。

（――ど、どどどどどどうしよう!?　鼻が利かんから確証はもてないけど……もしかしてあれが、大淫魔!?）

　なんとも言えない不安を覚えつつ……自分の勘違いかもしれない。そうであってほしいという気持ちも働いて、藤紫郎は金縛りにあったように動くことができなかった。



　一時間目の授業が終わったところで、藤紫郎はすぐに二年生の教室に向かう……つもりだった。

　意識ははっきりしているのに、藤紫郎の足は勝手に動き、吸い寄せられるように保健室にたどり着く。

「確か瑠璃先輩のいる教室はこっちのはず……あれ？」

　ノックもせずに保健室の扉を開けると、そこには先ほどの新任教師が女医風の白衣に袖そでを通して、背もたれのない丸まる椅い子すにかけていた。足を組み直すと彼女は微笑ほほえむ。

「あらん♪　放課後って言ったのに、もう来るなんてがっつきすぎよ」

「す、すいません」

　なぜか藤紫郎は謝ってしまった。藤紫郎の背後でひとりでに保健室の扉が閉まる。保健室の中の空気がむわっと濃厚になった。

（――なんだか……頭が……ぼーっとしてくるぞ）

　思考が鈍り、まどろむような感覚が藤紫郎を包み込む。まるでゼリーのプールに浮かんでいるような、不思議な感触だ。濃密な空気がまとわりついて少年の心をからめとる。

「それにしても可愛かわいいわね。あなたってとっても素敵♪」

「きょ、恐縮です」

「今日はねぇ。リリスちゃん、お願いがあって来たの」

「お願いですか？」

「そう。ちょっとだけ試食させてほしいのよ」

「し、試食？」

　藤とう紫し郎ろうは後ずさった。だが、出入り口は閉め切られている。後ろ手で開けようとするのだが、扉はぴくりとも動かない。

　リリスは椅い子すからスッと立ち上がった。

「んふ♪　キスはしないでおいてあげるわ。あの子のものだものね」

「は、はいぃ？」

「そんなに緊張しなくてもいいのよ。普通、リリスちゃんの空間に入ったら人間なんて、一瞬でメロメロになっちゃうんだけど、こうやって正気を保ってお話できる人間は超久しぶりだわ」

　少年は悲鳴を必死で飲み込んだ。パニックに陥らないよう意識を集中する。

（――や、やっぱり……大だい淫いん魔まだったのか!?）

　驚きもあるのだが、ほんの少しだけ納得もしていた。全身の汗かん腺せんから冷や汗が吹き出す。緊張で指先が震えた。

（――しっかりしろ俺おれ！　相手は大淫魔だけど瑠る璃り先輩のお母さんなわけだし。いや、好きな人の母親に会うのってそれはそれで緊張する！　冷静になれ。こんな時こそ普段通りを心がけるんだ。相手は悪魔だ。悪魔を相手にする時、まずすることといったら……）

　少年は鼻をひくつかせた。感覚が麻ま痺ひしたのか、匂においがわからない。

「あなたって鼻が利くらしいけど、その鼻はとっくにバカになってるのよん？」

「ど、どういうことですか？」

「悪魔の匂いが濃すぎてセンサーが壊れかけてるの♪」

　リリスは白衣の隙すき間まから胸をはだけさせた。黒いセクシーなブラに包まれた、柔らかそうな二つの白い果実がこぼれ落ちる。

　そんな谷間を腕で寄せつつリリスが迫る。藤紫郎は扉を背負ったまま動けない。

「逃げられないように足の感覚をなくすわね」

　リリスがぱちくりとウィンクをした瞬間、藤紫郎は腰砕けになった。扉にもたれかかるようにして、ずるずると床にへたりこむ。白い胸の谷間が藤紫郎の顔面を押しつぶそうと近づいてきた。

「う、うわああああああ！」

「あらん♪　おっぱい嫌いなのかしら？」

　今にもブラからこぼれ落ちそうな巨乳だった。藤紫郎は首を左右に振る。

「やっぱり好きなんじゃない？」

「ち、違う！　好きだけどそういうんじゃなくて！」

「うふふ♪　ウブな反応。たまらないわぁ。すぐにはさんでぐにぐにして、すーはーすーはーさせてあげる。そうしたらあなたの鼻は完全に壊れちゃうわね。鼻だけじゃなくて、理性も飛んじゃうかもしれないけど……そうしたらあとは楽しみましょ？　味見のつもりだけだったけど、しゃぶりつくしたい気分かも。盛り上がってきちゃったわ♪」

　谷間に藤とう紫し郎ろうの鼻先が触れた……瞬間、藤紫郎は両目をつぶって瑠る璃りの顔を思い浮かべた。

（――瑠璃先輩。助けて！）

　男の自分が助けを求めるなんて情けない。そんな気持ちはあるものの、藤紫郎にはほかにすがるものがなかった。

　普段から胡桃くるみにセクハラされ続けているのだが、その誘惑とは比較にならない。リリスは瑠璃の強化版だ。それが瑠璃と違って、本心から積極的にエロエロなのである。

（――女の人がエロエロなのは逆に引く！　お、俺おれは恥じらう瑠璃先輩に萌もえるんだ。こんな風にせまられると、どん引きなんだ！）

　心の中で叫ぶ藤紫郎だが、身体からだの方は素直だった。

（――なのに下半身のテント設営してんじゃねえええええええええ！）

　少年は自分の身体の反応にクレームの叫びを上げる。



    

  
    
      



    

  
    
      「はさんじゃうわよん♪」

　もちっとした肌の感触が藤とう紫し郎ろうの頬ほおに触れた。すべすべしていて柔らかい。藤紫郎は息を止めた。

「何秒もつかしら？　逆に息が苦しくなって、一気に吸い込んだら大変よ。一瞬で脳までリリスちゃんの匂においが回って、飛んじゃうかもしれないわ。だから無理しないで、少しずつハスハスなさい」

　藤紫郎の耳元で悪魔がささやく。

（――だめだ。言うことをきいたら相手の思うつぼだ）

　息を止めて少しでも直接匂いを吸わないようにしながら、藤紫郎はなんとか首輪に指を添わせた。

　息止めが限界にきた瞬間、変身して悪魔の胸元から逃れる算段だ。

「ほらほら、リリスちゃんの好きなところをペろぺろさせてあげるわん♪」

「……ハァッ！　変身ッ！」

　肺の酸素を使い切る前に藤紫郎は変身しようとした。だが、犬になれない。

「ざぁんねん♪　リリスちゃんが変身させてあげるとおもったかしら？」

　力を封じられた。そんなことができるとも思っていなかった藤紫郎には、まさに寝耳に水だ。そして待ち受ける、白い二つの果実の挟きよう撃げき。

　藤紫郎の顔面をおっぱいが包み込んだ。

「存分に吸っていいわよん」

　藤紫郎は息を吐ききったまま耐えた。苦しい。だが、吸う動作をした瞬間、敗北が決定する。

（――もう……限界……だ）

　新鮮な空気を求めて藤紫郎の肺が膨らみかけた……そのとき、少年の背後の扉が開いた。もたれていた藤紫郎は、どさっとひっくり返るように廊下側に倒れ込む。

　視線の先には純白のパンツがあった。

「あれ？　富ふ士じ岡おか君の声が……きゃああああああああああああああああ！」

　瑠る璃りだった。下からのぞかれていると認識するや、瑠璃は一歩下がってスカートの前を押さえるようにする。

「ぷっはー！　瑠璃先輩！　助けに来てくれたんですね！」

　授業中で廊下にほかの生徒の姿は無い。瑠璃は困ったように眉まゆを八の字にさせつつも、コクリとうなずいた。

「あらん♪　久しぶりね瑠璃ちゃん」

　白衣の胸元をはだけさせたまま、藤紫郎にのしかかりつつリリスが微笑ほほえんだ。その瞬間、瑠璃の表情が厳しくなる。

「な、なんでお母さんがここにいるのよ！」

　瑠る璃りのシャウトに藤とう紫し郎ろうの疑問が一つ、完全に払ふつ拭しよくされた。

（――やっぱり瑠璃先輩のお母さんだったんだ……）

　二人はにらみ合いを続ける。というか、瑠璃が一方的に敵意ある視線を注いでいた。

「いいじゃない♪　瑠璃ちゃんの顔を見に来るくらい」

「よくないわよ！　ともかく、富ふ士じ岡おか君から離れて」

　真剣な……敵意すら感じさせる瑠璃の視線と、リリスの視線が空中で火花を散らした。藤紫郎の下半身はリリスにのしかかられた状態だ。

（――まさか戦闘になったりは……いや、するかもしれん）

　瑠璃は母親――リリスのことを苦手にしていた。早く自立したい。そんな思いが、瑠璃を生徒会長という仕事に就かせたんじゃないかと、藤紫郎は少なからず感じている。

「る、瑠璃先輩。俺おれは大丈夫です！　おかげで助かりました！」

「あらあら♪　本当に大丈夫なのかしら？　ズボンの中がとっても苦しそうだけど」

　リリスがぺろりんと舌なめずりをする。藤紫郎の背筋がぞくっと震えた。

　瑠璃は藤紫郎の手をとって保健室から廊下側にずりずりと引っ張り出す。

「やぁん♪　冗談よジョーダン！　瑠璃ちゃんってば焼やき餅もち膨らませてるの？　可愛かわいいんだから」

　小さく肩をすくめると、リリスは立ち上がった。はだけた胸元をただし始める。それに合わせて藤紫郎の足腰にも力が入るようになった。なんとか少年は立ち上がる。

「た、助かった……」

　不意に藤紫郎と瑠璃の視線が合った。

「本当に大丈夫？　怪け我がしてない？　吸われたりしてない？」

「危ないところでした。先輩が来てくれなかったら俺……ど、どうなってたんでしょう？」

　リリスが目を細める。

「童貞卒業してたわよん」

「う、うわあああああああああああああああああああああああああ！」

　ストレートすぎるリリスの発言に藤紫郎はその場で頭を抱えた。

　瑠璃がリリスを見据える。

「な、なななな何考えてるのよ！」

「様子見がてらちょっぴり味見しようと思っただけよん。いいじゃない減るものじゃあるまいし」

（――命が目減りしそうだ。しかし……これが瑠璃先輩のお母さんか。見た目は年の離れたお姉さんにしか見えないな）

　中身は藤紫郎がイメージしていた淫いん魔まそのものだった。

「ふ、富ふ士じ岡おか君は……私のい、いいいい、犬なんだから！　領地じゃないけど、勝手に手をつけられたらこ、困るのよ！」

　顔を真っ赤にさせて、つっかえつっかえになりつつも瑠る璃りは声を上げた。

「うふふ♪　自分のモノって主張するなんて、よっぽどお気に入りみたいね。安心なさい。リリスちゃんは藤とう紫し郎ろうクンをとったりしないわよん♪　こんなに高いリビドーの塊かたまりみたいな男の子、なかなかいないけど」

　リリスの妖よう艶えんなまなざしが藤紫郎に注がれた。それだけで藤紫郎の全身の血液が下半身に集まり始める。

（――し、静まれ俺おれの！　俺のなにかよ！）

　瑠璃は藤紫郎の手を取った。

「とりあえず教室に戻りましょう」

「え、で、でも……いいんですか？」

　瑠璃は一方的にリリスを嫌っているようだが、リリスは会いに来たという。久しぶりの親子の対面なのに、こんな調子でいいのだろうか？　と、藤紫郎はつい言葉をこぼしてしまった。

「もしかして、お母さんに吸われたいの？」

「ち違います俺は先輩一筋です！」

「ば、ばかぁ……」

　正直な藤紫郎に瑠璃の顔が再び真っ赤になった。

「仲良しなのねぇ。瑠璃ちゃんがそんなに気に入ってるなら、いつでもリリスちゃんはいいわよん♪」

　顔を赤らめていた瑠璃がムッと口をとがらせる。

「な、なにがいいのよ？」

「もちろんお母さんも参加して、三人仲良く子作りエッチを……」

「帰って！　早く帰って！」

「本当は瑠璃ちゃんと一緒に暮らしたいんだけどぉ」

「嫌よ！」

「そう言うと思ってたわぁん。だからしばらくはホテル暮らしね」

「しばらくって、いつまでこっちにいるつもりなの？」

「特に期限は決めてないわよん。もうすぐ夏休みでしょう？　リリスちゃんも大人の休日をこっちですごそうと思ったの♪」

　瑠璃は藤紫郎の手をぎゅっと握った。

「い、行くわよ富士岡君」

　くるんと回れ右をして歩き出す。藤紫郎は瑠璃に手を引っ張られて、それについていく格かつ好こうだ。

　そんな藤とう紫し郎ろうの背中にリリスが声をかけた。

「藤紫郎クン！　童貞をこじらせそうになったらいつでも捨てにいらっしゃい♪　リリスちゃんは瑠る璃りちゃんと違って、テクニシャンだから死なない程度にチュッチュできるわよん♪」

「か、勘弁してください！」

「うう……我が親ながら存在そのものが恥ずかしすぎる」

　瑠璃ががっくりとうなだれるようにうつむいた。二人は保健室から昇降口方面に向けて歩く。まだ二限目の授業中だ。

　瑠璃がぽつりと呟つぶやいた。

「富ふ士じ岡おか君。ごめんね」

「な、なにがですか先輩？」

「お母さんが……あ、あんな感じで」

「先輩が謝ることじゃないですよ！　それに、ちょっとだけど想像してたっていうか、大だい淫いん魔まっていうくらいだから覚悟もしてたし。ただ、いきなり襲われたんで正直……驚きましたけど」

「目的がわからないのよね」

「瑠璃先輩の顔を見に来たんじゃないですか？」

「それだけならいいのだけれど……」

　不意に瑠璃が藤紫郎の顔をのぞき込んだ。

「どうしたんですか先輩？」

「は、早く富士岡君とき、ききキスしないと、とられちゃう……」

「もしかして……悪魔の本能に火がついたッ!?」

　悪魔には領地を守ろうとする強い欲求がある。瑠璃にとって藤紫郎はすでに彼女の内側の存在。領地内なのだ。それをリリスが侵犯しようとしている。

「だ、だだだ大丈夫ですよ瑠璃先輩。俺おれは先輩の犬ですから！」

「でも、お母さんは大淫魔だし……」

　瑠璃は心細そうに呟いた。ただでさえ、最近の瑠璃は藤紫郎と二人きりになると淫魔の力がはみ出まくり気味だ。リリスがやってきたことで、それに拍車がかかったのかもしれない。

　藤紫郎は他に誰だれも居ない昇降口で、瑠璃をそっと抱き寄せた。

「ふ、富士岡君？」

「今はこれが俺の精一杯の気持ちです。態度にあらわすと、こうなります」

　ぎゅっと瑠璃を抱き寄せる。人間モードで瑠璃の粘ねん膜まくに触れることはできなかった。もしそんなことをすれば、藤とう紫し郎ろうは瑠る璃りに吸い尽くされてしまう。

　瑠璃は藤紫郎の首に腕を回して、そっともたれかかるように体重を預けた。

「ありがとう……富ふ士じ岡おか君」

「そうだ。これから二人で学校をさぼって、どこかに遊びにいきませんか？」

「だめよ。生徒会長がそんなことしちゃいけないわ」

「ですよねぇ」

　そんな二人のそばに、制服姿の女子がそっと忍び寄る。藤紫郎は隣に立たれるまで気づかなかった。

「えっ!?　い、いつの間に！」

　いきなり襲撃されるのには慣れっこな藤紫郎だが、改めて驚きよう愕がくした。瑠璃も第三者の存在に気づいて、藤紫郎からささっ！　と離れる。

「貴方あなたはこの前の……」

　瑠璃はすぐに警戒した。臨戦態勢一歩手前といった雰囲気だ。藤紫郎も即座に首輪に指を添える。

　少女は無表情のまま首を左右させた。

「待って欲しいのです」

　影の悪魔――ルシエだ。藤紫郎と瑠璃を襲撃した彼女が、何事もなかったかのように二人の前に姿を現すや、第一声がこれである。

「危害を加えるつもりはないのです」

　瑠璃がじっとルシエを見据えながら口を開く。

「じゃあ、何かしら？」

「リリスちゃんについてなのです」

「リリスちゃん……って」

「だ、大だい淫いん魔まリリスのことなのです。ちゃん付けで呼ばないとお仕置きがひどいのですよ」

　藤紫郎が息を吐く。

「今さっき、会ったばかりなんだが」

「会って当然なのです。目的はずばり、貴方なのですから」

　ルシエはすっと藤紫郎の顔を指さした。

「俺おれが？　迫られたけど……冗談だって言ってたし」

「冗談ではないのです。貴方は自分のことをわかっていないのです」

「まるで『人生は終わるまで自分探し』みたいな言い方だな。そういうの嫌いじゃないぜ！」

「そんなことは言ってないのです。淫魔にあれだけあらがえるリビドーの持ち主は、希少な存在なのです」

　藤紫郎は腕組みしながら首をひねった。

「いまいちよくわからんのだが」

「貴方あなたはそもそもリビドーの塊かたまりのような人間なのです」

「それに関しては異存なしだ！」

「にもかかわらず、大だい淫いん魔まと対たい峙じしても理性を保っていられた。それはすごいことなのです」

　藤とう紫し郎ろうの視線が瑠る璃りに向き直る。

「本当ですか瑠璃先輩？　俺おれってすごかったんですか？」

「それは……そう、かもしれないわね」

　いまいち瑠璃の返事ははっきりしなかった。ルシエがため息混じりに続ける。

「男女問わず、大淫魔の影響を受けた人間は魅了されて、彼女のいいなりになってしまうのです」

「言われてみれば……俺も、先輩を探そうとしたのにいつの間にか保健室に行っちまったんだけど、それってもしかして……」

「ずばり！　リリスちゃんが魔力を使って誘導したのです」

　瑠璃が目を丸くさせた。

「いきなり強力な魔力反応を感知して、さっきは教室で羽と尻尾しつぽが出そうになって大変だったんだから。保健室で休ませてもらおうと思ったら……」

「俺のピンチに出くわしたんですね」

　瑠璃はコクリとうなずいた。自分の心の叫びが届いたわけではなく、結果オーライだったことに藤紫郎はほんの少しだけ落胆する。

（――いや、がっかりするな俺！　ここはラッキーだったと思っておこう）

　ふと、藤紫郎の中に疑問符が浮かんだ。

「ちょっと待て！　なんでそんな話を俺たちにするんだ？　そもそもお前は敵なんだよな？」

　ルシエは肩をすくめた。

「味方ではないですが、もう敵でもないのです」

「どういうことだ？」

「私は影の悪魔なのです。諜ちよう報ほう活動から暗殺までこなすのです。雇い主はリリスちゃんでした」

　影の悪魔の告白に瑠璃が「やっぱりね」と呟つぶやいた。

「なんで俺と先輩を襲ったんだ？」

「私は命令されただけなのでわからないのです。が、想像はつきます。リリスちゃんは貴方が瑠璃様にふさわしいか調べていたのです」

「俺がッ!?」

　藤とう紫し郎ろうはきょとんとなる。

「そして、今度は直じき々じきに貴方あなたを調べるために、人間界にやってきたのです。どうやら大だい淫いん魔まから見て、貴方はとても美お味いしそうな存在のようなのです」

　瑠る璃りの視線が厳しくなった。

「なんでお母さんの目的を私たちにばらしたの？」

「リリスちゃんのやり方にはうんざりなのです。悪魔使いが荒いし、ほとんど無む報ほう酬しゆうだし、その上、私の調査では満足できないとまで言われては……影の悪魔としてのプライドが傷つけられたのです」

　藤紫郎はふむふむと相づちを打つ。

「じゃあ、お前は……えっと、名前なんだっけ？」

「影の悪魔ルシエなのです」

「ルシエはもう、俺おれと瑠璃先輩に危害は加えないんだな」

「その必要は認められないのです」

　藤紫郎は満足げに笑った。

「そっか。忠告ありがとうな」

　瞬間、ルシエの頬ほおが赤らむ。

「か、勘違いしないでほしいのです。あくまで私はリリスちゃんに嫌がらせをしたいだけなのです。最終的に貴方たちがどうなろうと、知ったことではないのです」

　瑠璃がじとっとした視線をルシエに浴びせたまま呟つぶやく。

「どうでもいいのに、お母さんのことはちゃん付けで呼ぶし、私のことも……様とかつけられるのは、すごく恥ずかしいのだけど？」

「そ、それは職業病なのです。元依頼主とそのご息そく女じよであらせられるわけなのですし」

「簡単には信じられないわね」

「信じる信じないはそちらの自由なのです。それでは失礼するのです」

　ルシエは身を引くと下げ駄た箱ばこの角を曲がった。慌てて藤紫郎が追いかけると、角の先に彼女の姿は無く、忽こつ然ぜんとその姿は消えてしまう。

「先輩、変身して探しますか？」

「彼女のことを信じたわけじゃないけど……さしあたりお母さんの方が要注意ね」

　瑠璃がため息混じりに呟いたところで、二限目終了のチャイムが鳴り響くのだった。



    

  
    
      

２．夏休みはキケンなイベント満載ですか？



　放課後、藤とう紫し郎ろうは学校の屋上にいた。フェンスに背中を預けながら空を見上げる。

　グラウンドでは野球部が金属バットで快音を響かせている。校舎内の音楽室からはブラスバンドの練習する音色が流れて来た。

　日が傾き少しだけ涼しくはなったが、それでも夏の空気に満ちている。期末考査が終われば夏休みはすぐそこだ。

　瑠る璃りは生徒会の会議中だった。藤紫郎のそばにいて藤紫郎を守りたいと申し出てきた瑠璃だが、藤紫郎の方から「その心配はいりません！　先輩は普段通り、平常心かつ平常運転でお願いします！」と、説得したのだ。

　無む理り矢や理り納得させられた瑠璃から、藤紫郎への要望が一つだけあった。

　学校内に居ること。それが瑠璃の出した要望だ。

　ちなみに、今日の生徒会の議題は、夏休み明けの文化祭に関する打ち合わせ……なのだとか。生徒会長不在では始まらなさそうな重要案件だ。

（――うーん、強がってはみたものの、やっぱり先輩のそばに居る方が安全なのかな？）

　藤紫郎は犬になって大だい淫いん魔まの気配を探ってみたりもしたのだが、居場所を特定することはできなかった。リリスは魔力を隠す力にも長たけているらしい。

　相手がいつ、どこから現れるかわからないというのは、藤紫郎の経験上とても恐ろしいことである。

（――俺おれが独りになったところを襲われたら……）

　相手は悪魔界でも恐れられる大淫魔。藤紫郎のような人間が太た刀ち打うちできるわけもない。戦う以外の選択肢を藤紫郎は頭の中で探し続けていた。

（――そうだ！　瑠璃先輩はお母さんのことが苦手みたいだけど、もし二人が仲直りできれば……）

　瑠璃とリリスの関係が修復されれば、いろいろと平和的に解決するんじゃないだろうか？　と、少年は思ったとたんに疑問にぶち当たった。

（――で、どうすりゃいいんだ？）

　思考が手詰まりになった藤紫郎が、屋上から校舎内に戻ろうとしたところで……少女が校舎の出入り口から、重い扉を開いて姿を現した。

　眼鏡にウサギのヘアピンがトレードマークの巨乳美少女――黒くろ川かわ真ま森もりだ。

「あれ？　黒川先輩こんなところで会うなんて奇遇ですね？」

「奇遇じゃありません。探してたんです。今日は瑠璃も生徒会ですし、わたしは生徒会で瑠璃のピンチヒッターはするけれど、それは瑠璃がいない時だけで今は暇をもてあましてるし、誰だれかさんも瑠る璃りが生徒会だと暇だろうし……」

「探す前にケータイでメールしてくれたらよかったのに」

「本当に見つからなかったらメールでも電話でもします」

　真ま森もりは少し呼吸を荒くして肩を上下させていた。

「黒くろ川かわ先輩、俺おれを探すってことはぺろぺろですか？」

「ち、違います！　どうしてそうなるんですか？」

「じゃあいったい……俺にできることなんてそれくらいだし……」

　真森は伏し目がちになった。

「今日はわたしが藤とう紫し郎ろうくんにしてあげようと思って……」

「なんだって!?　俺が黒川先輩にしてることっていったら……そう、ペロペロだ。つまり黒川先輩が俺をぺろぺろしてくれるんですか!?　僥ぎよう倖こう！　なんという僥倖！」

「なんでわたしがペロペロしなきゃいけないんですか？　されるならまだし……な、なんでもないです。今のわたしの発言を記憶から削除してください」

「黒川先輩はペロペロされたいエッチな女の子という内容を削除すればいいんですね！」

「口に出さないで！　ほ、他に、もっと大切なことを藤紫郎くんはわたしにしてくれたじゃないですか？」

　藤紫郎は首をひねった。

「特に思い当たる節がありません！　どうか教えてください！」

　びしっと敬礼する藤紫郎に、真森の眼鏡が軽くずり落ちる。

　眼鏡の位置を直しながら少女はほっぺたを膨らませた。

「相談に乗ってくれたじゃないですか。だから……今度はわたしが藤紫郎くんの悩みの相談にのってあげます。こんなところで独り黄昏たそがれてるなんて、お悩みがあるに決まってます！」

「決めつけですか黒川先輩！　俺ってそんなに黄昏れてましたかッ!?」

　真森はうなずきながら眼鏡をかけ直した。

「それで、どうなんですか？　悩みの無い人間なんていませんけど」

「確かに重大な悩みがあります」

「ならちょうどいいですね。藤紫郎くんには借りがありますから。返しておかないと、いつ、どんな形で請求されるか怖くてしかたありませんし」

「うーん……俺って黒川先輩に何か貸し付けましたっけ？」

　とぼけているつもりはなく、藤紫郎は本当にわからなかった。

「体育祭の特訓とか、瑠璃とのこととか。ともかく、わたしは先輩で藤紫郎くんよりもお姉さんなんだし、なんでも相談してください」

　真森が胸を張ると夏服の薄手のシャツが透けてブラが浮かび上がった。清涼感のあるライムグリーン系だ。

「じゃあまずはスリーサイズから教えてください」

「今すぐガスホースをくわえて元栓全開で死んでください」

「じょ、冗談ですってば！」

「目が本気でした」

「そういう黒くろ川かわ先輩も目が本気なのですがッ!?」

「呼吸するようにセクハラする誰だれかさんが悪いんです」

　真ま森もりは再びほっぺたを膨らませると、藤とう紫し郎ろうの手をとった。

「とりあえずお散歩しましょう」

「散歩？」

「校内をぶらつきながらお話するんです」

「あっ……で、でもそれって」

　藤紫郎の足は杭くいで地面に打ち付けられたように動かない。

（――俺おれのそばに誰かがいたら、巻き込むかもしれない！）

　大だい淫いん魔まの力は男女関係なく人間に影響を及ぼしてしまう。真森と一緒にいるところに、リリスが鉢合わせになったりでもしたら……真森まで危険だった。

「ひ、人ひと気けの無いところに行きましょう黒川先輩！　誰にも会わないような二人きりになれる場所がいいです！」

「わ、わたしを監禁してひどいことをするという犯行予告ですか？」

「そうじゃなくて、黒川先輩を守るためにはそうしないといけないんです」

「守る？　藤紫郎くんの変態毒牙以外に、わたしに危害を加えるような存在がいるんですか？」

　藤紫郎は思わず口を覆おおったが手遅れだ。真森はじっと藤紫郎を見据えた。

「藤紫郎くん……なんだか変です。またトラブルを抱えてるんですね。正直に話してください。言わないと、藤紫郎くんがわたしにしてきたセクハラの数々をカラフルに脚色して瑠る璃りに言いふらしますよ？」

「わかりました言いますから！　白状しますから脚色しないでください！」

　すっかりペースを握られて、藤紫郎は真森にいきさつを話すのだった。



　真森はうんと小さくうなずいた。その表情は真剣だ。

「そういえば、昔から瑠璃は家族のことを話さなかったです」

　顔も知らない父親は行方知れず。母親は大淫魔。瑠璃の家族構成は複雑だった。

「何かうまい解決方法はないですかね？　俺としては大淫魔にあんなことやこんなことをされるのは、精神的に困るんです」

「肉体的にはどうなんですか？」

「悔しい！　でも男の子だもん！　反応しちゃう！」

「……ハァ」

　普段は「死んでください」という真ま森もりだが、今回はあきれたようなため息だ。

「俺おれはこれでも真剣に悩んでるんですよ！　瑠る璃り先輩とお母さんを仲直りさせれば、お母さんだって俺を襲ったりしなくなるんじゃなかろうかと思うわけです」

「確かに、戦うよりは味方にする方が良さそうですけど……それって結局、瑠璃の問題だし」

「瑠璃先輩の……問題？」

「親子の関係に他人が口出しするのって、必ずしも良いこととは思えないです。それに、藤とう紫し郎ろう君は瑠璃のお母さん……リリスと一対一で話すわけにはいかないんですよね？」

「そんなシチュエーションになったら、俺が危険ですよ！」

「瑠璃が藤紫郎くんの意図に感づかない程度に、お母さんと話し合うよう促す……くらいしか思いつかないです」

「促す……か。わかりました黒くろ川かわ先輩！　俺、瑠璃先輩を説得してみます」

　藤紫郎は意気込むと屋上から校舎内に向かって走り出す。

「説得っていうのも違うんだけど……」

　真森はがっくりと肩を落とす。導火線に火がついたように、少女の前から藤紫郎の姿はあっという間に消えてしまうのだった。



　会議が終わり、生徒会室はがらんとしていた。冷房が効いた室内に瑠璃が独り残って、後片付けをしている。

「瑠璃先輩！　お疲れ様です！」

　藤紫郎は生徒会室に飛び込んだ。

「富ふ士じ岡おか君!?　わざわざ来てくれたの？　こっちから迎えに行こうと思ってたのに」

「先輩にお手間は取らせません。それより、俺と二人で密室という状況は危険じゃないですか？」

「それはそうだけど……」

「ここはまず、俺が犬になって先輩をペロペロし、魔力を下げるというのはどうでしょう!?」

　瑠璃の顔が真っ赤になった。

「だめよ富士岡君！　学校でそんなことしたら、い、いいいいけないんだから！」

　瑠璃は机につっぷしてしまった。藤紫郎と顔を合わせるのも恥ずかしいという雰囲気だ。

「学校じゃなかったらいいんですね先輩？」

「そういうつもりで言ったんじゃないの！　それに、お母さんが近くにいる以上……魔力を低下させるわけにはいかないわ」

「どうしてですか先輩？」

「いつ戦いになるかもしれないでしょう。富ふ士じ岡おか君を守るためにも、力は温存しておかないと」

　むくっと机から顔をあげながら、瑠る璃りは藤とう紫し郎ろうの目を見て告げた。瞬間、瑠璃の表情が緩む。

「富士岡君、最近なんだか……その……なんていうか、ちょっとだけたくましく見えるっていうか……あの……あのね」

　瑠璃の瞳がおぼろげになって、ぽやーっとし始めていた。

「先輩しっかりしてください！」

「ハッ……そ、そうよね。また変なスイッチが入るところだったわ」

　藤紫郎はそっと首輪に指で触れる。

「先輩と二人きりで話す時は、チワワモードの方がよさそうですね」

　瑠璃は軽く首を横に振った。

「今のままでいいわよ富士岡君」

「え？　でも」

「私の集中が足りてなかったのよ。それに、いざというときにリビドー切れで富士岡君が変身できなくても困るもの」

「やっぱりそれも、先輩のお母さん対策ですか？」

「それもあるけど、ルシエも気になるの。彼女のこと……やっぱり信用できないわ。だって……富士岡君を傷つけたんだもの」

　先日、瑠璃が魔力の暴走で熱を出した時に、藤紫郎は瑠璃の屋敷にお見舞いに行ったのだが……その時、ルシエに襲撃されて二人は協力してそれを撃退した。少なからず、藤紫郎も危険な目に遭っている。

　ルシエの攻撃もそうだが、彼女に対抗するために、瑠璃が藤紫郎のリビドーを吸い……それによって藤紫郎が危険になるという見方もあった。

　瑠璃が藤紫郎から力を借りるという行為そのものが、瑠璃には心苦しいらしい。

「富士岡君を守ってあげたいのに、富士岡君から力をもらわないといけないなんて……」

「先輩は何も悪くないですってば。俺おれは先輩の味方です。なんだってします」

「なんでそこまでしてくれるの？」

「もちろん、先輩のことが好きだからです」

　藤紫郎の気持ちはますます強くなっていた。瑠璃は身震いしながら席から立ち上がる。

「は、恥ずかしいわよ！」

「ほかに誰だれもいないんだからいいじゃないですか」

「そうだよ瑠る璃りお姉ちゃん。もっともっと恥ずかしがって！」

　藤とう紫し郎ろうと瑠璃は室内を見回した。前年度の文化祭の資料が入っている段ボール箱。その一つがゆさりと揺れている。

「ハァ……ハァ……お兄ちゃんの恥ずかしい台詞せりふ……たまらない！　胡桃くるみのおかずコレクションがふえちゃったよ！」

　段ボールをつきやぶって、ピンクのツインテールが頭を出した。その手には小型のＩＣレコーダーが握られている。

（――中に入ってやがったのか!?　しかも盗聴録音だとッ!?）

　藤紫郎は愕がく然ぜんとなる。瑠璃もてっきり二人きりだと思い込んでいて、完全な不意打ちだった。

「お兄ちゃん早く瑠璃お姉ちゃんを抱き寄せて！　抱きしめて！　そっと脱がして！　衣類は胡桃がきちんとたたんでおくから！　瑠璃お姉ちゃんは靴下だけ着用して！　裸に靴下って萌もえ萌もえでキュンキュンだよ？」

「くくくく胡桃さんいつの間にッ!?」

「胡桃はいつでもお兄ちゃんと瑠璃お姉ちゃんのストーカーだよ。もちろん、瑠璃お姉ちゃんのお母さんのことも知ってるし♪」



    

  
    
      



    

  
    
      　藤とう紫し郎ろうは吠ほえた。

「し、静しず流るさんはどうしたんだ!?」

「僕に何か用かな？」

　生徒会室の掃除用具ロッカーから、長身の少女が姿を現した。胡桃くるみの顔が青ざめる。

「なんで静流がそんなとこに入ってるの!?」

「僕はいつでも胡桃さんのストーカーさ」

　胡桃は段ボール箱から飛び出した。びしっと静流を指さす。

「ストーカーは犯罪だよ！　変態巨女！　おまわりさんこいつです。即座に射殺してください！」

（――ストーカーがストーカーを糾弾すんな！）

　藤紫郎はひっそりと頭を抱えた。静流がゆらゆらと幽鬼のような足取りで胡桃との間合いを詰めていく。

「胡桃さんは箱に収まるくらいにコンパクトで可愛かわいい」

「く、来るな！　それ以上近づくと……ミルク飲むよ！　お兄ちゃんのミルクじゃなくて、ガチ牛乳の方だよ！」

　静流の足がぴたりと止まった。

「やめて。僕のためにも大きくならないで胡桃さん」

（――身長を人質にした!?）

「ふふん♪　濃厚なミルクをごっくんしまくって、おっきおっきなんだからね！」

「いやああああああああああああああ！　そんなの残酷すぎるあんまりだ！」

　静流が床に突っ伏した。藤紫郎は瑠る璃りに視線で合図を送る。逃げるタイミングを計るのだが……。

「み、ミルク……富ふ士じ岡おか君の……濃厚な……ごっくして……おっきくなって」

（――やばい。先輩まで変な方向に突っ走りかけてる）

　藤紫郎は返事も待たずに瑠璃の手を取った。

「行きましょう先輩！」

「ど、どこに？」

「ここではないどこかです！」

　瑠璃をつれて藤紫郎は生徒会室を飛び出した。手をつないで走りながら、瑠璃が頬ほおを上気させて呟つぶやく。

「富士岡君がちょっと強引で……このままだと私……おかしくなっちゃうかも」

「先輩はおかしくなんかならないです。とりあえず、運転手の嶋しま木きさんに迎えに来てもらいましょう。鞄とかは明日回収すればいいんです！」

「富士岡君はどうするの？　いっしょに来てくれるの？」

「それは……」

　瑠る璃りは大きなお屋敷に独り暮らしだ。今までなら遊びに行くくらい、どうということもなかった藤とう紫し郎ろうだが、最近の瑠璃は不安定で二人きりになったら何が起こるかわからない。そして、起こってしまうことが瑠璃の本意とも限らない。

（――先輩が淫いん魔まの力の影響で、何かの拍子にエッチな精神状態に陥るからって……それを利用するのは卑ひ怯きようだ！）

　変態たるもの紳士たれ。己の性癖に誇りを持て。

（――いや、俺おれはごく普通の高校生だ！　変態じゃない！　ちょっとだけ好奇心が旺おう盛せいな紳士なんだ！）

「今夜はうちに……泊まっていってもいいのよ？　お母さんから富ふ士じ岡おか君を守るには、それがいいと思うの。ね？　そうしましょう？」

「できません！」

「私のこと……嫌いになっちゃったの？」

「好きだからです。だから、先輩の意識がもうろうとしているのをいいことに、俺の中の悪戯いたずらっ子が暴走するのが怖いんです」

　瑠璃の顔つきが、だんだんと普段の凛り々りしい彼女に戻っていった。

「ハァ……ハァ……ご、ごめんね富士岡君。私、どうかしてたみたい。どうしてこんな風になっちゃうんだろう。今まで、ちゃんと自分を制御できていたのに」

　ルシエのような瑠璃一人では勝てない悪魔や、瑠璃と藤紫郎が力を合わせてもどうなるかわからない大淫魔のことを藤紫郎は思い浮かべた。

「先輩。やっぱり先輩のお母さんのことが不安なんですよ」

　先ほどまで藤紫郎が引っ張っていたのだが、いつの間にか二人は廊下を併走していた。

「わ、私は富士岡君が心配なのよ」

「俺なら大丈夫です！」

「今朝だって私が保健室に行かなかったら危なかったのに……」

「それはそうでしたけど……聞いてください！　これは俺の勝手な希望的観測ですけど、根拠がゼロってわけでもないんです」

「希望的？」

「先輩のお母さんなら、先輩に気づかれないように俺をどうにでもできるんじゃないかな……なんて思うんですよ。なのにわざわざ先輩に気づかれるようなことをしたのが、気になるんです。俺をどうにかしようと本気で思っているのなら、そもそも学校の先生になる必要って、ありませんよね？」

　瑠璃は立ち止まった。

「そう……かも」

「ね？　本当に先輩の顔が見たくて来たのかもしれないし」

「お母さんが？」

「そうです。親子なんだし。先輩はお母さんのことを苦手にしてるっぽいけど。正直に俺おれの意見を言います。先輩は普通の人間よりも複雑かつ、重たい運命を背負ってるから……普通の家庭環境の俺には先輩のつらさを、ちゃんと共感したり理解してあげられないかもしれない。けど、家族が家族に会いたいと思うのは、普通のことだとも思うんです」

　瑠る璃りは困ったように眉まゆを八の字にさせた。

「お母さんと仲直りしろっていうの？」

　藤とう紫し郎ろうは真剣なまなざしで瑠璃を見つめながらうなずいた。

　瑠璃が小さく息を吐く。

「確かに、富ふ士じ岡おか君の言う通りよ。お母さんが本気ならもっとやり方はあったと思う。けど、だからといって富士岡君を一人にしても大丈夫なわけないじゃない！」

「先輩のお母さんの誘惑には負けません！」

「でも富士岡君は普通の男の子以上に……エッチだし」

「俺はこれまでに何度か胡桃くるみの手で貞操の危機に陥ったけど、鋼はがねの自制心で乗り越えてきたという実績があります！」

「でも……でも……」

「胡桃の猛攻に耐えきったんですよ!?　スカートの中に頭を突っ込む姿勢なんて、もはや日常茶飯事です。それでも変身や軽快なトークを駆使してサバイバルに成功してきたんですから！」

　藤紫郎は引かなかった。比べる相手が人間の変態と大だい淫いん魔まとでは、そもそも前提として間違っているのはわかっている。それでも、少年は瑠璃の意見をあえて突っぱねた。

（――先輩と一緒にいる方が……俺、絶対やばいと思う）

　瑠璃に対して藤紫郎は好意を抱いだいている。だから瑠璃と二人きりになって迫られると、どうなってしまうかわからない。そんな自分が藤紫郎には怖かった。

「うう……わかった。信じる」

　時々、瑠璃は子供っぽい口調になる。それが藤紫郎には無性に可愛かわいく思えてしまう。

　そのままぎゅーっと抱きしめたくなる衝動を、藤紫郎は抑え込んだ。

（――静まれ俺の両腕！　暴れるな！　瑠璃先輩が本当に望んでくれるまで、俺を抑えられるのは俺だけなんだ！）

　瑠璃が淫魔と人間のハーフだからこそ、藤紫郎は彼女と仲良くなることができた。契約するという名目で、そばにいられた。

　だが、今はそれが辛つらい。瑠璃が普通の女の子だったなら……と、少年は思ってしまう。

「そ、それじゃあ先輩！　また明日！」

　その場にいられず藤とう紫し郎ろうは靴を履くと、昇降口から飛び出すのだった。



　リリスが藤紫郎たちの前に姿を現してから、しばらくの間は彼女は何もしてはこなかった。せいぜい、ホームルームの最中に藤紫郎にウィンクしたりするくらいだ。

　瑠る璃りの方からリリスに接触することもないまま、期末考査も無事終了し、一学期の終業式を迎えた。

　式もおおむね普段通り。事件未満の出来事として、校長先生のスピーチの途中で「魔力に敏感」な生徒が数人、教職員席にいたリリスの魔力にあてられて、退席を余儀なくされてしまったくらいだ。

　瑠璃曰いわく「大だい淫いん魔まくらいになると力を使っていなくても、にじみ出る魔力を感知する人間はどうしてもでてきちゃう」のだとか。リリスが意図的に隠いん蔽ぺいしなければ、こういう事は起こってしまうらしい。

　終業式のあとのホームルームで、藤紫郎は新担任――リリスから通知表を受け取った。少し警戒気味な藤紫郎にリリスは微笑ほほえむ。

「あはん♪　保健体育は実習が足りてないわねん？」

「いきなり何を言い出すんですか」

「びっくりするようなことないでしょ？　夏休みが楽しみ♪　はい、じゃあ次の人ね」

　藤紫郎を軽くいなして、リリスは担任の教師らしく通知表を生徒たちに渡していく。意外に手際がよくて藤紫郎は少しだけ驚かされた。

　ちゃっちゃと通知表を配り終えたリリスが「それじゃあみんな、夏休みだからって羽目を外しすぎないでねぇん♪」と、艶つやっぽく生徒たちに告げる。全員、その一言で視線がうつろになった。藤紫郎だけは、淫魔の力に耐性があるため魅了されることはないのだが、リリスが立ち去った後の教室も、しばらくピンクのお花畑な空気が充満していた。

　耐えきれず藤紫郎が鞄を手に教室から廊下に出ると、そこで瑠璃が待っていた。

「富ふ士じ岡おか君！　一緒に来てちょうだい」

　瑠璃が手をとって藤紫郎を昇降口に引っ張っていく。

「ちょっと先輩、いきなりどちらへ？」

「ともかく、二人っきりにならない程度に二人だけで話せるところに行きましょう！」

「へ？」

「二人っきりだと、は、恥ずかしいし……私、おかしくなっちゃうから」

（――確かに、二人だけになると瑠璃先輩のスイッチが入りやすいんだよな）

　藤紫郎は小さくうなずいた。

「じゃあ、駅前のファミレスかファーストフードのお店にでも行きましょう」

「うん。それなら安心ね。知らない人がたくさん見てるわけだし」

「ところで……胡桃くるみはともかく、静しず流るさんや黒くろ川かわ先輩は一緒じゃなくていいんですか？」

「二人がいいの！　けど、胡桃さんって、いつの間にかついてきてそうよね」

　瑠る璃りが昇降口前できょろきょろした。

「持ち物にＧＰＳ発信器でも仕込まれて無い限り大丈夫ですってば」

　くるりと振り返って瑠璃が藤とう紫し郎ろうを頭の上から足先までなめるように観察した。

「どこかに仕込まれてるんじゃない？」

「お、おおお俺おれにですか？　いやだなぁ先輩。今日は鞄だって空っぽだし、通知表だけですってば」

「じゃあ行きましょう」

　二人並んで昇降口を出ると校門に向かった。普段は運転手の嶋しま木きさんが待っているのだが、瑠璃が事前に連絡したのか黒塗りの高級車の姿はない。

「そういえば、瑠璃先輩って、ずっと送迎してもらってたんですか？」

「うん。基本的には同世代の男子との接触を避けなきゃいけなかったし」

　校門を出て駅方面に向かって歩く。下校する生徒たちの群れに二人は合流した。

　大好きな先輩と手をつないで、放課後にデートという事実に藤紫郎は気づく。

（――いや、まてまて！　手を握るのはどうなんだ？　大丈夫なのか？）

　瑠璃が藤紫郎から力を吸う時は、握手よりもより密接な方法をとるわけだが、触れるだけでも何かのトリガーになってしまいそうで、藤紫郎はつないだ手にじっと視線を落とした。藤紫郎の不自然な視線に気づいて瑠璃が首をかしげる。

「どうかしたの富ふ士じ岡おか君？」

「なんでもないです先輩。それにしても新鮮な感じですね」

　雲も無くむせかえりそうな青空が、二人の頭上に広がっている。

「新鮮？」

　不思議そうに瑠璃は藤紫郎を見つめてきた。

「こうして放課後、一緒に出歩くのって、なかなか珍しいとおもって」

「言われてみれば……デートみたいね！」

　瑠璃の頬ほおが赤らんだ。

「先輩、顔が真っ赤ですけど……」

「暑いのよ！　日陰を選んで歩いててもこんなに暑いなんて……クーラーに頼り切りで基礎代謝が落ちてるのかしら」

（――ハーフ悪魔の口から基礎代謝なんて言葉が出るとは……変な感じだな）

　悪魔なら自分の周囲の気温を過ごしやすいように変化させたりもできそうなのに、瑠璃はそれをしなかった。

（――魔力の無駄遣いはしないんだろうな。いや、そもそも余裕があっても、悪魔の力に頼ることはしないか。瑠る璃り先輩ってまじめッ子だし）

　額に汗を浮かべながら、二人は肩を並べて歩き続けた。十分ほどで住宅地が繁華街の雰囲気になり、駅前へと風景が変わる。

　バスロータリーにやってきて、藤とう紫し郎ろうは腕組みした。

「さてと、じゃあどこにしましょう？」

「は、ハンバーガー……」

　珍しく瑠璃の方からリクエストがあった。

　いくつかあるファーストフードのお店の中で、ハワイアンな雰囲気の、ちょっぴり高級なハンバーガーショップが目にとまる。

　藤紫郎はお財布の中身と相談しつつ、ここは思い切って奮発することにした。

「よし！　じゃあハンバーガーにしましょう！　もしかして瑠璃先輩、初めてですか？」

　コクコクと小さくうなずきながら、瑠璃の方から藤紫郎にそっと手を伸ばした。

　再び手を握り合う。

（――先輩の方から手を握ってくれるなんて……幸せだ）

　そんな気持ちの裏側で、藤紫郎は少しだけ瑠璃のことが心配になった。

「さっきから手をつなぎまくりなんですけど、大丈夫なんですか先輩？」

「うん。普段から練習よ」

「練習？」

「人目があるから、自制心も強くなるし……人間の姿のままの富ふ士じ岡おか君と、こうしてちゃんとお話ししたいし……二人の時も……だから練習なの！」

「はい！　練習がんばりましょう！」

　手をつないだまま、藤紫郎と瑠璃はハワイアンなハンバーガーショップのカウンターに並ぶのだった。



　二人は窓際の席に落ち着いた。店内はお昼ご飯時ということもあって賑にぎわっている。ちょうどのタイミングであいた席が、窓際の特等席だったのは幸運だ。

　瑠璃はパイナップルの挟まったハンバーガーのセットを注文し、藤紫郎はアボカドバーガーのセットを選んだ。

　同じモノを頼まなかったのには理由がある。

（――こういう時って、そっちのも味見してみたい！　みたいな展開になって、か、かかか間接キスしちゃったりとかあるかもしれないし！）

　直接的なキスはＮＧだが、だからこそ間接的なハプニングを藤紫郎は期待してしまった。

　瑠璃は不思議そうに藤紫郎を見つめている。

「どうしたの富士岡君？　お腹なかもすいたしさっそくいただきましょう？」

　お皿の上には大きくて分厚いハンバーガーと、揚げたてのポテトが湯気を上げている。飲み物は二人ともコーラだった。

「そうですね。いただきます！」

　瑠る璃りがじっと藤とう紫し郎ろうの口元に視線を向けている。ハンバーガーを手にしたまま藤紫郎は固まっていた。

「そうやって食べるんだ」

「イエスッ!!　手づかみで豪快に！」

　瑠璃の視線の意味を理解して、藤紫郎はハンバーガーにかぶりついた。お手本をみせると、瑠璃も意を決してパイナップルバーガーを手にとる。

「サンドイッチと比べてすごい厚み……ずっしり重たいし……こんなに大きいの、口に入るかしら」

　手にして戸惑いながら、吐息混じりな瑠璃に藤紫郎は……見入ってゴクリと生唾を呑のむ。

（――先輩なんだかエロい感じになってますから！）

　瑠璃は小さな口をいっぱいにひらいて、肉汁したたる塊かたまりにむしゃぶりついた。

　少女がかみしめると、瑞みず々みずしいパイナップルの果汁がビュッとあふれてしまう。

　もぐもぐしながら瑠璃の目尻がトロンととろけた。

「すごく……美お味いしいかも。お肉のしつこさが果物のフルーティーなさわやかさで中和されてるわ」

　瑠璃はご満悦だ。

「瑠璃先輩って、酢豚にパイナップルがいけちゃう人なんですね」

「甘さがしょっぱさと組み合わさって、お互いの悪いところを消し合って、良さを引き出してると思うわ」

（――まるで俺おれたちみたいな関係ですよね！）

　思いながら藤紫郎はハンバーガーにかぶりつく。

「いやー、でもアボカドも美味しいですよ。森のバターっていうくらいで濃厚な味わいになって」

「そうなの？」

「ど、どどどどどうですか先輩？　一口食べてみますか？」

　藤紫郎は自分が口をつけていない、ハンバーガーのお尻しりの方を差し出した。だが、瑠璃はくるんとひっくりかえすと、藤紫郎の食べたところにかぶりつく。

「せ、先輩それはか、かかかか」

「え？　なに？」

　瑠璃はぽかんとしていた。

「だいたいお尻の方じゃ端っこすぎて、アボカドが……あっ」

　気づいたとたん、瑠る璃りの顔が真っ赤になった。

（――本当に、ハンバーガーの美お味いしさに感動して冷静さを失ってたのか!?）

　瑠璃はどうしていいのかわからず、首を小さく左右させている。見事なまでに挙動不審だ。

「先輩、ハンバーガーは返してもらいますね！」

　藤とう紫し郎ろうは瑠璃からアボカドバーガーを取り返すや、むしゃむしゃもぐもぐと、あっという間に食べきってしまった。

「無し！　何もありませんでした！」

「そ、そそそそそそうよね！　何も無かったのよね！　あはははは……はぅう」

　しゅんと肩を落として、瑠璃はぶつぶつと呟つぶやく。

「富ふ士じ岡おか君が食べたハンバーガーを私が食べて、そのあと富士岡君が食べたから……あうううう」

「おあいこです先輩……あの、もしかして間接キスもやばかったんですか？」

　淫いん魔ま的な意味で。と、藤紫郎が付け加えなくても、瑠璃は意図を察して首を左右させた。

「そういう意味では大丈夫よ。一人の女の子として、すごく恥ずかしいの！　い、嫌っていうんじゃないのよ。富士岡君の事は信頼してるし……してるから……かな」

　先輩と後輩。飼い主と犬。恋人未満で、でも友達とも違う。

「瑠璃先輩……？」

　瑠璃はコーラをストローでチューッと飲むと、一度小さく咳せき払ばらいした。

「コホンッ！　きょ、今日はその二人で話したいことがあって、実は……三日後の事なんだけど」

「三日後？　何かありましたっけ？」

「学校も夏休みに入ったでしょ？　お母さんに動きがないのは不気味だけど、前に富士岡君が言った通り、気にしすぎてしまうのも良くないと思うのよ」

「そうですね。ところで仲直りの件はどうなったんでしょう？」

「私だって気になるから、時間がある時はこっちから探したりしてるのよ。だけど、見つからなくて……」

　瑠璃が嘘うそをついているようには見えなかった。藤紫郎は軽く腕組みをする。

「ますます謎ですね。先輩に会いに来たわけでもないのか」

「疑わないの？」

「何をですか？」

「私がお母さんに、自分から会いに行こうとしてるって嘘かもしれないでしょ？」

「疑いませんよ。たとえ嘘だったとしても俺おれは信じます。それが俺にできるすべてですから」

「……ば、ばかぁ」

　瑠る璃りに嘘うそをつかれて傷つくことなど、藤とう紫し郎ろうは恐れない。

　ただ、瑠璃とリリスの関係を見ていることしかできない自分が、少年には歯がゆかった。

　家族のことなのだから深入りしすぎてはいけないという、真ま森もりの言葉を思い出しながらも、ついつい、藤紫郎は気にしてしまう。

「ともかく、先輩はまだお母さんときちんと話をしていないんですね」

　パイナップルバーガーを口にしながら、瑠璃はコクコク頷うなずいた。

「それと三日後の事って、なにか関係があるんですか？」

　ごっくんと口の中の美お味いしさを呑のみ込んで、瑠璃はコーラをチューっとしてから続けた。

「直接は関係ないけど……夏休み全般についてね。お母さんが市内にいると……たぶん、他の悪魔は攻められないのよ」

「そんなに怖い人……もとい、悪魔なんですか？」

「どんな悪魔も、お母さんの手にかかれば魅了されて味方になっちゃうの」

「うわぁ……ある意味、最強かもしれないですね」

　どんなに強い悪魔でも……むしろ強ければ強いほど、魅了されればその力を大だい淫いん魔まに利用されてしまう。誰だれとでも仲良くなれるという、ある意味チート級の能力だ。

「それに、普通に戦ってもお母さんは強いのよね。だから、お母さんがいる間は、悪魔契約者を探さなくてもよさそうなの」

「それじゃあ、こうして一緒にご飯たべたりするのも……これが最後ですか!?　悪魔探しミーティング無しじゃ、俺おれ……瑠璃先輩と会う口実がなくなっちゃいますよ！」

「そんなこと、ないんだから」

　瑠璃が恥ずかしそうに伏し目がちになった。そのまま小声で続ける。

「ミーティングとか、そういうのじゃなくて……二人で一緒に過ごすのって……いいんじゃないかなって思うの」

「じゃあ逆に毎日デートできるんですか？」

　瑠璃はコクリとうなずいた。

「富ふ士じ岡おか君がそうしたいなら、いいわよ。夏休みの課題も一緒にやりましょう。もちろんふたりきりになるのは怖いから、図書館とかでだけど」

「行きます行きます！　行かせてください！」

　夏休みの間も瑠璃のそばにいられる。それは藤紫郎にとって紛れもないご褒ほう美びだった。

「それに、富士岡君が近くにいてくれると、私もホッとするし」

　今度は藤紫郎の顔が赤くなった。すぐに瑠璃が訂正する。

「ち、違うの今のはほら、お母さんの事よ！　富士岡君を二十四時間警護はできないけど、一緒にいる間だけでも守ってあげたいの」

　瑠る璃りの声は裏返っていた。他のお客さんたちが何事かと視線を藤とう紫し郎ろうたちに集める。

　瑠璃は困ったように眉まゆを八の字にさせて愛想笑いだ。

「富ふ士じ岡おか君、か、勘違いしないでちょうだいね」

「なんだか妙な心境なんですけど。一緒にいられることを喜んでいいのか、瑠璃先輩に身の安全を心配されてしまう情けない現状を悲しむべきなのか」

「と、ともかく話を戻すわね」

（――無む理り矢や理り話を変えてきたッ!?）

「み、三日後なんだけど、清きよ川かわ神社で大きなお祭りがあるでしょ？」

「あー！　四年に一度のやつですね」

　清川神社は市内の北側にある縁結びの神様だ。パワースポットとしてネットで紹介されたのがきっかけで、雑誌の取材があったり、映画のロケ地に選ばれたりと、最近注目を浴びがちな神社だった。

「いいいいいい一緒にどうかしら？」

「もちろんご一緒させてください！」

　藤紫郎の快諾に瑠璃の表情がほころぶ。そして、藤紫郎のベルトのバックルに仕込まれた盗聴器越しに、二人の会話を傍受した少女もまた、ハンバーガーショップのトイレの個室の中で、うきうきとウォーミングアップを始めるのだった。



　――三日後。

　藤紫郎はＴシャツにジーンズというラフな格かつ好こうで、神社近くを流れる川沿いの堤防に立っていた。待ち合わせの時間よりも早く到着したので、ぼんやりと沈みゆく夕日を眺めている。川面が夕日を反射して黄金こがね色いろに輝いていた。

　神社までは徒歩五分ほどだ。境内から賑にぎやかで陽気な祭まつり囃ばや子しが響いてくる。神社に続く道沿いを、見物客が埋め尽くしていた。

（――瑠璃先輩と縁日デート！　犬としてがんばってきた甲か斐いがあったなぁ。しかも瑠璃先輩の方から誘ってくれたし。今度は俺おれの方からデートプランを考えて、誘うべきだよな！）

　幸せな気分に浸りきった藤紫郎の背中が、ちょんちょんとつつかれた。

「うわ！　誰だれだッ!?」

　慌てて振り返ると……少年の目の前には浴衣ゆかた姿の美少女たちがずらっと並んでいた。

「お兄ちゃん♪　瑠璃お姉ちゃんと二人で抜け駆けなんてずっるいなぁ♪」

　一番小柄なツインテール少女が口元を緩ませる。

「ななななんでお前がいるんだ胡桃くるみ！」

「もちろん瑠璃お姉ちゃんのためだよ？　せっかくのお祭りなのに浴衣の着付けができないって困ってるだろうなぁって思って」

　瑠る璃りは半分困りつつ、もう半分は恥ずかしそうにうつむき気味になっていた。

　見事な浴衣ゆかた姿だ。着付けもばっちり決まっていた。

「先輩……きれいだ」

「恥ずかしいこと言わないで！」

「俺おれはお世辞は言いません」

「ごめんね富ふ士じ岡おか君。胡桃くるみさんからの申し出を断り切れなくて」

　そんな瑠璃の両隣には、静しず流ると真ま森もりが控えていた。二人もばっちり浴衣姿だ。胡桃以外の全員が軒並みおっぱい力が高いため、胸元が三人そろって窮屈そうだった。

　真森がフンッ！　と、鼻を鳴らす。

「お邪魔でしたか富士岡君？」

「そそそそんなことないですハイ」

「ところで、この浴衣どうです？」

「に、似合ってると思いますよ」

　真森は口をとがらせた。

「瑠璃の時と反応が違います」

「可愛かわいいです！　きれいです！　マーベラスです！」

「よろしい。許してあげます」

　にっこり真森は微笑ほほえんだ。おそるおそる藤とう紫し郎ろうは静流に視線を向ける。

「僕に何か？」

　背が高く、ある意味日本人離れしたスタイルの良さの静流は、普段から武術の稽けい古こ着ぎになれているためか、一番浴衣を着こなしている感じだ。

「もしかして、着付けは静流さんがしたんじゃないかな……なんて思ったんだけど」

「そうだよ。パンツはいてないよ」

（――聞く前に言われたッ!?）

　藤紫郎が唖あ然ぜんとしていると、胡桃が諸もろ手てを挙げて静流に抗議した。

「こらー！　その台詞せりふは胡桃がお兄ちゃんを誘惑するためにとっておいたんだぞ！」

「ごめん」

（――静流さんが素直に謝った!?）

　自然と藤紫郎の視線が下がってしまった。瞬間、瑠璃が真森の後ろに隠れる。

「なんでわたしの後ろに隠れるの？」

「だ、だって……は、恥ずかしいし。富士岡君のえっち」

「うわああああああ！　見ません。上しか見ませんから！」

　慌てて藤紫郎は空を見上げた。夕日が落ちて夜のとばりが降りてくる。

　そんな藤とう紫し郎ろうの手を両手で包むようにしながら、胡桃くるみが微笑ほほえんだ。

「胡桃は上もつけてないよ。お兄ちゃんが望むならこの帯をしゅるしゅるってするだけで、おやつかんかくで食べられるんだからね！」

「するかッ！」

「じゃあ瑠る璃りお姉ちゃんならするの？」

「……うっ」

　即答できない藤紫郎の額に、真ま森もりのデコピンが炸さく裂れつした。

「死んでください♪」

「痛ッたあぁいんですけど！　しません！　神に誓ってそんなことは！」

　真森の後ろから瑠璃がおそるおそる頭を出した。

「本当に？」

「心細そうな子犬みたいな目で俺おれを見つめないでください！　一瞬だけど妄想した俺が悪人みたいじゃないですか!?」

　瑠璃の浴衣ゆかたの帯をしゅるしゅるとほどいていく。あらわになった白い胸元を藤紫郎は思い浮かべてしまった。

（――静まれ俺の中の紳士……じゃない変態の方！）

　真森が瑠璃をかばうようにしながら、藤紫郎の視線を警戒している。

　少し前まで二人の関係はぎくしゃくしていたのだが、真森が瑠璃のサポートをするようになってからは、真森が瑠璃のお姉ちゃんのような感じだ。

　藤紫郎が話を強制的に戻した。

「ともかくお祭りに行きましょう！　いやぁ楽しみだなぁ。たしか打ち上げ花火もあるんですよね？」

　愛想笑いを浮かべる藤紫郎に、真森がフンッと鼻を鳴らす。

「わたしたちがいっしょで残念そうですけど？」

「そんなことないですってば黒くろ川かわ先輩。両手に抱えきれないほどの花って感じです」

　胡桃が藤紫郎の腕に抱きついた。そのひらべったい胸板が少年の二の腕に押しつけられる。

「胡桃は毒の花だよぉ。バラのとげと曼まん陀だ羅ら華げの催淫成分を合わせ持った青いつぼみちゃんなんだから？」

　藤紫郎の腕につんと小さなつぼみが添えられた。それを前後左右、円を描くように動かしながら胡桃は押しつけてくる。だんだんと胡桃の表情が赤らみ、呼吸が荒くなりだした。

「あ……ん……つぼみが、か、開花しちゃうよぉ」

「静しず流るさんパス！」

「僕に任せて！」

　静しず流るが胡桃くるみの背後に回り、脇腹をくすぐった。

「ひゃん！　いつもより敏感なのぉ！」

　すかさず藤とう紫し郎ろうは胡桃の拘こう束そくから抜け出すと、瑠る璃りと真ま森もりの手をとった。

「行きましょう！」

　瑠璃がおどおどしてしまう。

「で、でも胡桃さんと静流さんを置いていくのは……」

「いいんです先輩。時にはそっとしておくことが、優しさだったりするときもあったりなかったりするんです！」

　真森もうなずいた。

「変態は放置した方がいいに決まってます」

　静流のくすぐり地獄は続いていた。先に行こうとする三人の背中に胡桃が手を伸ばしながら吠ほえる。

「ひゃひゃひゃ！　お兄ちゃん行っちゃらめ！　瑠璃お姉ちゃんらすけてぇ！　雌めす豚ぶたは縁日の食べ物でぶひぶひぃ！」

　真森は足を止めると振り返った。

「静流さんと仲良くしていればいいんです。すぐそこに川もあるし、使ってもらうといいんじゃないですか？　その自前の洗濯板。あ、もしかしてビート板ですか？　プールの季節にぴったりですね」

　冷淡に告げると真森はすぐに藤紫郎たちの元に戻ってきた。

　藤紫郎が思い出したように呟つぶやく。

「そういえばビート板って、Ｕの字をひっくり返したような形してますよね？　黒くろ川かわ先輩」

「いきなり何を言い出すんですか藤紫郎くん？」

　真森の冷たいまなざしに負けず、藤紫郎は続ける。

「あれって、手で持ってバタ足するために、掴つかむところが出っ張ってるじゃないですか」

「そうですけど、それがなんだっていうんですか？」

「後ろ側がきれいなアーチを描いてるんですけど、あれを股こ間かんにフィットさせる形でまたにはさみこんで、太ももできっちり締め付けて固定すると、バタ足ができなくなる代わりに足の方が浮かぶんですよ。その状態でクロールとかの腕の振りを練習するんです」

「それがなにか？」

「あれって実はすごく危険なんです。やろうとしてビート板をプールの水の中に無む理り矢や理り沈めて、股またの下でリリースしたら……瞬間、浮力で飛び上がったビート板が……股間にぐさり！」

「死んでください」

「なんでですか！　俺おれは日常で起こりうる危険な可能性を示唆しただけです。二人にはビート板が凶器になるから気をつけてほしいんですよ！」

　瑠る璃りが困ったように眉まゆ尻じりを下げた。

「富ふ士じ岡おか君の変態！」

　瑠璃と二人きりの時は抑え気味な藤とう紫し郎ろうだが、止めてくれる誰だれかがいるとその封印が解けてしまうらしい。

　真ま森もりがふと思い出したように呟つぶやいた。

「そういえば、ビート板ってなんだか不思議と噛かみたくなりませんか？」

「真森ちゃん、噛む派なんですか？」

「もしかして瑠璃も？」

「子供の頃はよく……」

　見つめ合ってもじもじし始める美少女二人に藤紫郎は思う。

（――俺おれに負けず劣らず、話題の振り方がいきなりすぎるぞ黒くろ川かわ先輩。しかも瑠璃先輩がそれに乗ってくるなんて……意外だ。俺は瑠璃先輩のことをまだまだ知らないんだな）

　後方で胡桃くるみの本気の悲鳴が聞こえているのだが、聞かなかったことにして川沿いの土手を降りると、三人は祭りの見物客の列に紛れ込むのだった。



　境内周辺の路上にまで露店が並んでいた。普段の神社の静けさが一転、人いきれで熱気と活気にあふれている。

「ちょっと歩きにくいかも」

「はぐれないように手をつなぎましょう。瑠璃先輩！」

「わたしとははぐれたいんですか？」

　真森がほっぺたを膨らませると、瑠璃がその手をそっととった。

「二人とも私が手を握っててあげるから」

　いつの間にやら藤紫郎と真森で瑠璃をはさむ格かつ好こうだ。もちろん、横一列になるスペースはないため、手をつないだまま縦長になっていた。

　沿道の一部が歩行者天国になっている。各町内会ごとの御お神輿みこしが、ライトアップされてパレードを始めていた。どの御神輿も金ぴかで、自分が一番だとでも言いたげに飾り付けられている。

　パレードの見物客で余計に混雑して、沿道を抜けるまでが大変だった。

「俺が道を切り開きます！」

「うん。真森ちゃんもしっかりついてきてね」

「子供扱いしないでよ」

　瑠璃に対して真森の口調はですますっぽさが抜けている。二人の距離感がだんだんと近づいているようで、藤紫郎はうれしくなった。

　人ひと混ごみを抜けて神社の敷地内までやってくると、視界がひらけた。まっすぐ続く広い参道の両脇を挟み込むようにして、夜店がずらっと並んでいる。御お神輿みこしパレードにお客さんをとられたのか、ぎゅうぎゅうということもなく、参道は適度な混雑具合だ。

　瑠る璃りの顔がぱあっと明るくなった。

「富ふ士じ岡おか君！　真ま森もりちゃん！　どうしよう」

　真森が肩をすくめる。

「どうしようって言われても、困るんだけど」

　子供のように無邪気に瞳を輝かせる瑠璃に、藤とう紫し郎ろうは微笑ほほえんだ。

「ここは本能に身をゆだねるといいんじゃないですか？」

「え？　で、でも欲望の赴くままに行動したら……」

「普通の人間なら、きっとテンションあがりっぱなしですよ。こういう時は楽しんだもの勝ちですってば」

　瑠璃は屋台をざっと見渡した。だが、お店が多すぎてどうしていいのかわからなくなっている。

　藤紫郎が口を開いた。

「このままじゃ決められなさそうですね。えーと、たしかこのお祭りには名物があるので、それから行ってみませんか先輩方？」

　藤紫郎も詳しくは知らないのだが、恋愛成就の神様にちなんだチョコバナナがあるという噂うわさを、少年は耳にしたことがあった。

「黒くろ川かわ先輩もいいですよね？」

「このまま立っていても時間がもったいないです」

　藤紫郎が先導して、三人はチョコバナナの屋台の前までやってきた。

　瞬間、瑠璃と真森が目を丸くさせる。

「こ、これって……」

「なんの冗談ですか富士岡君？」

　巨大な氷の塊かたまりの上に、いくつも串に刺さったチョコバナナがディスプレイされていた。その形が……かなり危ないのだ。

　バナナをコーティングしているチョコレートをわざわざ二種類も使っていた。

　下地に薄うす橙だいだい色いろを使い、さらにホワイトチョコレートで先端部分をコーティングしてある。

　とどめにナッツやカラフルなチョコスプレーで飾り立てられていた。

「いや、お、俺おれが悪いんじゃないし！　パワースポットのせいです！」

　追い打ちをかけるように、お店の番をしているのは女の子だった。ぱっと見たところ、藤紫郎たちと同年代な感じだ。

「いらっしゃいましー。何本になさいますか？　一本だけじゃものたりなくて、一人で二本も三本も買っていくお客さんもいるんですよー。さっきなんてすごい美人のお姉さんが、一人で持ちきれないくらい買っていきましてー。おすすめですよー」

　抑揚の無い、落ち着いているというよりも気の抜けたトーンの接客をする彼女に、瑠る璃りはおそるおそる確認した。

「あ、あのこ、ここここれって……」

「チョコバナナですよー。美お味いしいですよー」

「そ、そうですよね。チョコバナナですよね。一本……ください」

「買うの瑠璃？」

「だって、富ふ士じ岡おか君が名物っていうから……」

　真ま森もりの視線が藤とう紫し郎ろうに突き刺さる。

「いや、本当に知らなかったんですってば！」

　店番の少女がぼんやりとした口調で割り込んできた。

「この神社のお祭りのチョコバナナは、どのお店でもみんなこんな感じですけどー。一本でいいんですかー？」

　瑠璃がそわそわしているのをみて、真森が息を吐いた。

「わたしにも一本ください」

「まいどありー」

　二人の少女はそれぞれ一本ずつ、チョコバナナをゲットした。

「えーと、食べ方なんですけどー。まず先端のチョコを舌でペロペロして溶かしてから、ゆっくりと口の中でバナナの甘みを堪たん能のうしてくださいー」

　チョコバナナを手に瑠璃と真森の顔が真っ赤になった。

（――俺おれなんか足下にも及ばない羞しゆう恥ちプレイ強要!?　何者なんだ店番少女!?）

　二人は藤紫郎をじっと見つめた。

「富士岡君の術中にはまったわ」

「ひどいですね。こんな方法を強しいるなんて」

　同時に二人がチョコバナナの先端に……がぶり！　と、かぶりついた。舌で転がすなんていう生半可なことはせず、先っぽを噛かみちぎる。

「痛ッ！」

　思わず藤紫郎は股こ間かんを押さえてしゃがみ込んでしまった。

「大丈夫？　富士岡君しっかりして！」

「でもこのチョコバナナ、見た目は悪いけど味はおいしいです」

「チョコがパリッパリで、バナナのおいしさを邪魔しない適度な甘さかも」

「それにバナナそのものが、ねっとりと舌に絡みついてきて……ハァ……ハァ」

「しっかりして真森ちゃん」

「……ハッ！　危うく騙だまされるところでした。藤とう紫し郎ろうくんこっち向いてください」

「は、はいぃ？」

　股こ間かんを押さえ気味に内うち股またになっていた藤紫郎が顔をあげると、真ま森もりがチョコバナナの側面に歯をくいこませた。

「うわああああああああああああああああ！」

「なんで藤紫郎くんがそんなに苦しむんですか？　これはただのチョコバナナですよ」

「いや、なんででしょう！　ともかく心が痛むんです！」

「富ふ士じ岡おか君がかわいそうかも」

　かぶりつくのは悪いと思ったのか、瑠る璃りはペロペロと側面をなめはじめた。

「瑠璃先輩！　は、はううううううう！　俺おれ、直視できません！」

　藤紫郎は二人にくるんと背を向けると「とっとと食ってください！」と悲鳴をあげるのだった。



　チョコバナナの試練を乗り越えると、今度は真森が提案した。

「甘い物の次はしょっぱいものが食べたいですね。たとえば……フランクフルトとか」

「やめてください！　なんか黒くろ川かわ先輩……変態っぽいですよ」

「何を言ってるんですか。フランクフルトくらい普通に食べます。バキバキにへし折ってかみ砕いてあげます」



    

  
    
      



    

  
    
      　藤とう紫し郎ろうの股こ間かんがキュンとなる。

「二人ともけんかしないで」

　瑠る璃りはどことなく寂しそうだ。藤紫郎が咳せき払ばらいをしてから仕切り直した。

「じゃあ、次こそは瑠璃先輩のリクエストでいきましょう！」

「えっと、えっと……た、たこ焼き！」

「いいですね！　俺おれもたこ焼き大好きです！」

　チョコバナナを食べ損なった藤紫郎は、すっかりお預けモードで小腹も空すきっぱなしである。たこ焼きは大歓迎だった。

　真ま森もりの眼鏡のレンズがキランと光を反射する。

「知ってる？　たこ焼きって押しつぶしてから食べるの」

「え？　そうなの真森ちゃん」

「ぶしゃってつぶして中身を……白くてとろとろの中身を……」

「ストップ！　黒くろ川かわ先輩。なんか胡桃くるみみたいなキャラになってますよ」

「そうですか？　でも、藤紫郎くんに精神的ダメージを与えられるなら、少しくらいの恥ずかしさはがんばって我慢します」

（――黒川先輩。そこはがんばらんでくださいよ！）

　藤紫郎はつくづく思う。瑠璃が一番常識的で良識があって、模範的で優等生なのだと。

　胡桃はオープンな変態だが、真森は普通を装っているむっつりだ。静しず流るに至っては、変態を食らう者という謎の貫かん禄ろくすら漂ただよう超越者だった。

　淫いん魔まの瑠璃が一番、普通の女の子なのだ。ほかのメンバーが濃いせいで、瑠璃が普通の人間ではない特別な存在だということを、藤紫郎は忘れそうになる。

　少年はざっくりと周囲を見渡した。たこ焼き屋さんも複数点在しているが、どこが美お味いしいのか見分けるすべは無い。どのお店もそこそこ混こんでいる。

「じゃあ、一番手前側のお店にしましょう」

　今度は「名物」ではなく、ごく普通のたこ焼きだ。藤紫郎が代表で列に並んでたこ焼きをゲットした。

　参道を少し外れて、手頃なベンチを見つけると三人はそこに落ち着いた。藤紫郎と真森で瑠璃をはさむように座る。

　ほかほか熱々のたこ焼きに、瑠璃は瞳を輝かせた。藤紫郎が瑠璃にたこ焼きのパックを献上する。

「青のりは抜きにしておきました」

「なんでなの？」

「歯につくと女の子は気にすると思ったんです」

　これには真ま森もりの方が感心して、腕組みしながらぼそりと呟つぶやく。

「意外とマメなんですね藤とう紫し郎ろうくんは」

「いやぁ、それほどでも。あ！　やっぱり青のりがあった方がいいですか先輩？」

「せっかく気を利かせてくれたんだし、そのままいただくわ」

「いただきます」

　二人の美少女がたこやきをほおばった。藤紫郎も一つ、自分の口に放ほうり込む。

　瞬間、瑠る璃りの目尻がとろんと落ちた。

「ほふ……ほふひい！」

　藤紫郎が熱々のたこ焼きを自分の喉のどに押し込んでから確認する。

「美お味いしいですか瑠璃先輩？」

　瑠璃はコクコクとうなずいた。ごくんと飲み込んで感動を言葉にする。

「外はサクッカリッとしているのに、中はとろりとしていて……今まで食べたことがない味ね。ソースも濃厚で美味しい」

　うっとり気味の瑠璃の口元は、ソースで少しだけ汚れていた。

　藤紫郎の中で妄想が膨らむ。



「瑠璃先輩、ソースが口についてますよ？」

「え？　ど、どのあたりかしら。恥ずかしい……」

「ここです。右のほっぺのあたり」

「ねぇ富ふ士じ岡おか君。とって」

「と、とるんですか？　すいません、俺おれ、今日に限ってハンカチもティッシュももってなくって」

「じゃあ、ここでお、ね、が、い♪」

　ぺろりと瑠璃は舌を出してみせる。

「それってつまり、ぺ、ペロペロですか！」

　藤紫郎は瑠璃の両肩を正面から軽く掴つかんで抱き寄せると、紅潮した彼女の頬ほおに口元を近づけていった。期待に瑠璃の顔はさらに紅あかくなり、吐息が藤紫郎の耳にかかる。

　潤む瞳。しめった唇。少しだけ汗ばんだ瑠璃の匂においに藤紫郎は我慢できずに、その舌を……。



　そんな妄想にとらわれている間に、真森が手持ちの巾きん着ちやく袋からポケットティッシュを取り出して、瑠璃の口を拭ふき拭ふきしていた。

「ありがとう真森ちゃん」

「瑠璃はこういうところが抜けてるんだから」

　笑顔を見せる瑠る璃りと、やれやれと困りながらも、頼られてそこはかとなくうれしそうな真ま森もり。瑠璃はたこ焼きを爪つま楊よう枝じでさすと、真森の口元にもっていった。

「お礼に……はい、あーんして」

「や、やだ。恥ずかしい」

　中身が柔らかいたこ焼きは、爪楊枝で持ち上げているだけで重力に従ってとろーんとし始めていた。

「早く早く！　落ちちゃうから」

「もう、しょうがないですね」

　真森が瑠璃のたこ焼きをぱくついた。勢い余って瑠璃の指先を真森の唇がちゅっとかすめていく。瞬間、二人の頬ほおが赤らんだ。

　藤とう紫し郎ろうはようやく妄想から現実に戻ってきて、二人の距離感に絶望した。

（――ハッ!?　なんか二人の方が熱々でラブラブに見える!?　つうかうらやましい！　黒くろ川かわ先輩がうらやましすぎる！）

　藤紫郎が口をあんぐりと開いて、親鳥からえさを待つように瑠璃にアピールした。

「もう、しょうがないわね。はい、あーんして」

　お祭りということで瑠璃もテンションが高いのか、ノリノリだ。

（――瑠璃先輩がのってきた！　大丈夫……だよな？）

　淫いん魔まのスイッチがいつオンになるかわからない。一瞬だけ藤紫郎に緊張が走ったが、自分からあーんと要求しておいて、拒否するわけにもいかない。

（――きっと大丈夫だ。瑠璃先輩も、大丈夫だと思うから俺おれのリクエストに応こたえてくれたに違いない！）

　藤紫郎がたこ焼きに食いつく寸前で、目の前からたこ焼きが消失した。

　何者かが瑠璃のたこ焼きを奪い去ったのだ。

「もぐもぐ……あっつくてとろとろの白い粘液が、お口の中いっぱいに広がってクリーミー♪　ぐつぐつ煮えたぎる欲望のエキスの味がするよぉ」

　いきなり現れて、たこ焼きを奪い去ったのは胡桃くるみだった。藤紫郎が悲鳴をあげる。

「うおおおおおおい！　なんてことしやがるんだ！　俺のたこ焼きがぁ」

「お兄ちゃんのものは胡桃のもの。胡桃の処女はお兄ちゃんのもの……だよ♪」

「だよ♪　じゃねえ!!　なにを不吉なことをいいやがりますかお前というやつは！」

　どうやら静しず流るをうまくまいたらしく、胡桃の額にはうっすらと汗が浮かんでいた。

「でましたね変態立て板に水」

　真森が急に不機嫌になった。

「今夜はいっぱい食べて、ぶくぶく太っていってね雌めす豚ぶた眼鏡」

　二人の視線が火花を散らす。

　瑠る璃りが困ったように眉まゆを八の字にさせた。

「二人とも落ち着いて」

　真ま森もりが口をとがらせる。

「前々から思っていたんですけど、この妖怪ぺったんこはどうにかすべきです。自称兄なら、藤とう紫し郎ろうくんがまともになるよう説得してください」

「自称じゃなくてこいつが勝手に言ってるんですってば！」

　藤紫郎の悲鳴に胡桃くるみがのっかってきた。

「おかしなことを鳴く豚だねお兄ちゃん♪　胡桃とお兄ちゃんはリアル兄妹きようだいなのにね」

「ちっがーう！」

「違わないよぉ。だって同じくらい変態だし、ペロペロとかハスハスとかクンカクンカするのが大好きなのは、きっとＤＮＡが近いからだよ？」

　真森が顔を真っ赤にさせた。

「ペロペロとか不謹慎です。不潔です」

　胡桃の口元がにんまり緩む。

「おんやぁ……本当はお兄ちゃんにペロペロしてほしくて仕方ないくせに、外面はまじめぶってるなんて、本当に豚は卑いやしい！　自分だけいい子ちゃんでいようとするのは卑ひ怯きようだよねぇ」

「なななな何言ってるんですか？　し、死んでください藤紫郎くん！」

「なんで俺おれに飛び火するんですか！」

「だって藤紫郎くんがいけないんです」

　胡桃は余裕の表情だが、真森はすっかり真っ赤にゆであがってしまった。

「あ、あれは不可抗力ですってば！　悪魔との契約を破棄させるために仕方なく……そうですよね瑠璃先輩？」

　つい、すがりつくように瑠璃に同意を求めてしまった藤紫郎は、瑠璃の変化に気づいた。

　少女のおしりのあたりがもぞもぞしている。着付けられた浴衣ゆかたが崩れつつあった。

「……ハァ……ハァ……富ふ士じ岡おか君が真森ちゃんを……ペロペロ……うっ！」

（――淫いん魔まの独占欲でスイッチ入った!?）

　藤紫郎は瑠璃の手をとった。

「行きましょう先輩！」

「ふえぇ……どこに？」

　暴発しそうな力を押さえ込むのに必死で、瑠璃は受け答えもおぼろげだ。藤紫郎はその手を握ると、屋台などが出ていない人ひと気けのない方へと駆け出した。

「ちょっとどこいく気ですか？」

「お兄ちゃん逃げて！　ここは胡桃が食い止めるから！」

　追いかけようとした真ま森もりの背後に回りこむと、胡桃くるみがその胸に腕を回してわしづかみにした。

「きゃあああああああああああああああああああ！」

「ぐっへっへ！　良いではないか減るものではなし！」

　真森の後ろに子泣きじじいのように張り付いた胡桃。その指が怪しくうごめく。

「僕も混ぜてくれないかな？」

　藤とう紫し郎ろうと瑠る璃りと入れ違いで、静しず流るがどこからか姿を現した。真森の後ろにくっついたままの胡桃を抱きしめて、その後頭部に胸を押し当てる。胡桃は前門の虎後門の狼ならぬ、前門の巨乳後門も巨乳状態だ。

「負けない！　おっぱいになんて負けないんだから！」

　加害者兼被害者の胡桃は、藤紫郎と瑠璃が神社の敷地の人ひと気けの無い暗がりに消えるまで、ひたすらもみもみしながら、後方からの圧迫感に耐え続けるのだった。



　瑠璃をつれて藤紫郎は石段を駆け上がった。門前町のような屋台の群れが見渡せる高台の上に、小さなお堂がある。本殿から離れたところに建っていて、周囲の見晴らしは良いのだが、出店もなくひっそり静かな場所だった。

　呼吸を整えて藤紫郎が確認する。



    

  
    
      



    

  
    
      「瑠る璃り先輩……大丈夫ですか？」

　瑠璃はコクリとうなずいた。

「ありがとう富ふ士じ岡おか君。おかげで助かったわ」

　瑠璃も暴発しかけた理由に察しがついているらしい。少し落ち込んでいた。

「やっぱり、ほかに誰だれかが見ていても……だめなのかな」

「そんなことないですってば！　今だって、ぎりぎりセーフだったし。先輩は俺おれが守ります。だから悲観しないでください」

　藤とう紫し郎ろうは瑠璃をじっと見つめた。あたりは薄暗い。すっかり日も落ちて頭上には星空が広がっていた。

「富士岡君……」

　瑠璃の瞳は星よりも美しく瞬またたいて、藤紫郎はいつまでも見つめ合っていたいと思った。たとえそれが瑠璃の持つ、淫いん魔まの力の影響だったとしても少年は構わない。

　ぴとり。

　少しはだけた浴衣ゆかた姿のまま、瑠璃は藤紫郎の胸にそっと寄り添った。

「せ、先輩……？」

　シャンプーのフローラルな香りに藤紫郎はドキドキしてくる。

「しばらく……このままがいいな」

　余計なことは言わず、藤紫郎は小さくうなずいた。本当は腕を回して抱きしめてしまいたいのだが、その衝動を少年は抑え込む。

　瑠璃は「このまま」がいいと言ったのだ。これ以上近づくのが藤紫郎には怖い。

　不意に夜空に甲高い音が響いた。

　直後……ぱあああああああッ！　と、空一面に光の輪が広がる。遅れて、ボンッ！　ボボンッ！　と、大気を揺るがす轟ごう音おんが鳴り響いた。

「瑠璃先輩、花火ですよ！」

「遠い空の上のはずなのに近くに感じるわね。手を伸ばしたら届いちゃいそう」

　無邪気に瑠璃は夜空に手を伸ばした。藤紫郎も思わずそれに倣ならってしまう。

「富士岡君。また、来られるといいわね」

「明後日までお祭りはやるみたいですけど……」

「四年後も……それから先もってことよ」

「は、はい！　もちろん！　今度は俺が先輩を誘います！」

「四年後にはどうなってるのかな」

「同じ大学に通っていれば、先輩は先輩のままですね」

「大丈夫なの？」

　瑠璃は手を下ろすと首をかしげた。

「うッ！　そりゃあ俺おれは先輩みたいに勉強はできないけど……これからがんばればいいんです！」

「そうじゃなくて……勉強ならいくらでも教えてあげる……けど」

「けど？」

「わ、私は真ま森もりちゃんとも胡桃くるみさんとも、静しず流るさんとも違うのよ？」

　真剣な瑠る璃りの訴えに藤とう紫し郎ろうは息をのんだ。

「そんなの当たり前じゃないですか。先輩は先輩だけです。この世界で瑠璃先輩と同じ人なんて二人といません」

「富ふ士じ岡おか君……」

　瑠璃がそっと目を閉じた。瞬間、藤紫郎はシチュエーションに焦る。

（――これって、き、ききききききききキスチャンス!?）

　唇に触れることで、淫いん魔まの瑠璃は藤紫郎のリビドーを吸い取ってしまう。藤紫郎は瑠璃の肩に腕を回した。

「せ、せせせ先輩！　ゆ、夢じゃないんですね！」

　死の接せつ吻ぷんになるかもしれない。それでも藤紫郎は止まらない。

「富士岡藤紫郎……いっきまーあああああ！」

　藤紫郎の鼻息が瑠璃の頬ほおに触れた瞬間、瑠璃が動いた。

「やっぱりだめ！」

　藤紫郎の身体からだを突き放すように瑠璃はつっぱった。いきなり押されて藤紫郎はよたよたと後ろに下がると、べたんと地面に尻しり餅もちをつく。

「ごめんね富士岡君！」

「お預けですか先輩!?」

　打ち上げ花火が終わって、かすかに大気に火薬の匂においを感じながら藤紫郎は立ち上がる。

「そ、そうよ！　富士岡君は、わ、わわわわ私の……犬なんだから！　一緒にいてくれればいいのよ！」

　瑠璃はくるんと藤紫郎に背を向けると、石段をぴょんぴょんと逃げるように下っていく。

　取り残されて少年は思う。

（――ずっと先輩の犬のままでいいのかな……俺。ああ、なんでキスしようなんて思っちまったんだ！）

　そばにいられるけど、近づきすぎれば藤紫郎は死んでしまうかもしれない。瑠璃は触れたくなるほど魅力的で、抱きしめたくていとおしくて、その唇を前にしたら正気を保っていられなくなる。

　夏祭りの夜、藤紫郎は痛いくらいにその事をわかってしまった。



　市内唯一の高層ホテルの最上階スイートルームには、天窓付きで一面ガラス張りのジャグジーが備え付けられていた。

　市内の全景をお風呂につかりながら見渡すことができる。リリスは泡風呂の中から花火をぼんやり眺め、呟つぶやく。

「あぁん♪　こんなロマンチックな夜に独り身なんて辛つらいわぁ」

　花火が終わってしばらくすると、窓にぺたりと女の子が張り付いていた。彼女は夜空を飛んでここまでやってきたのだ。

「あいてるわよん♪」

　ジャグジーのあるバスルームは、そのまま屋上テラスに通じていた。テラス側に影の悪魔は降り立つと、バスルームに上がり込んでくる。

「それで、どんな感じだったのかしらん？」

　気持ちよさそうに目を細めるリリスにルシエは跪ひざまずいた。

「キス未遂に終わったのです」

「気づかれてないわよねぇん？」

「もちろんなのです。瑠る璃り様に気づかれぬよう細心の注意を払い、花火の火薬の匂においに紛れ、風下から観察したのです。二人きりだったのも確認済みなのです」

「お祭り、花火、二人きり……なのにキスもできないなんて、リリスちゃんの娘なのに情けないわぁん」

　けだるそうにリリスは呟くと、泡風呂から足をスッと出して組み直した。

「しょうがないわねぇ。リリスちゃんが出てくれば瑠璃ちゃんだっておしりに火がつくと思ったのに。こうなったらリリスちゃん、一肌脱いじゃおうかしら」

「干渉するのですか？」

「あら？　ルシエちゃんは反対？」

「そっとしておいても良いのではないですか？　監視していて思ったのですが、少しずつ距離は近づいてきているように見受けられます」

「うちの教育方針に口出しするなんて、ルシエちゃんってば超生意気ね。のぞき見してハァハァしちゃう性癖……悪魔界に広めてもいいのよん？」

　ざっぱー！　と水音を立ててリリスが立ち上がった。バスルーム内がもわっとした湯気に包まれる。

「そ、そのようなことはありません！」

「顔を真っ赤にして、説得力皆無だわぁ。もしかして、今のあの二人のくっつきそうでくっつけない距離感を、のぞき見てハァハァしちゃってるのかしら？　それとも藤とう紫し郎ろうクンが童貞をこじらせるのが楽しいの？　もしかして両方？」

「う、うう……」

　ルシエは口ごもってしまった。

「大だい淫いん魔まの目はごまかせないわよぉん♪　あの二人に肩入れするのも、二人をオカズに妄想してるからでしょ？」

「し、してません！」

「あらあら強がっちゃって。影の悪魔というだけあって、欲望もどこか裏返ってるっていうかねぇ……屈折してるのねルシエちゃんってば！」

「監視任務に戻ります！」

「うふふ♪　がんばってちょうだいねぇ。リリスちゃんをがっかりさせたら……ひどい辱はずかしめを受けることになるわよぉ」

　バスルームから退室しようとするルシエの背中に、リリスの冷たい視線が突き刺さった。一瞬、リリスが本気で殺気をみなぎらせただけで、影の悪魔は本能的に身震いする。

　自分が恐怖を感じたことを悟られないよう、ルシエはあえてゆっくりとリリスの前から姿を消すのだが、それすらもリリスにはお見通しだった。



    

  
    
      

３．初めてのデートに監視はつきものですか？



　一人で住むには大きすぎるお屋敷の、自室に少女は閉じこもっていた。

　広い広いベッドの上で、瑠る璃りは夏掛けの布団を頭からかぶったまま、枕に抱きついて猫のように背を丸める。

　カーテンは閉め切られていて、今がもう朝なのか、まだ夜なのかもわからない。

　あまり眠れていなかった。ついつい、瑠璃は思い出してしまう。

　藤とう紫し郎ろうを突き放してしまった。キスする寸前で、怖くなって逃げてしまった。

　少女の頭の中は後悔ばかりだ。

「なんで逃げちゃったんだろう……私。あんなことをしたら、富ふ士じ岡おか君の心が傷ついちゃうじゃない」

　瑠璃は自分でも自分の気持ちがわからなくなっていた。

「……あれ？」

　どこからか香ばしい、パンの焼ける匂においがしてきた。瑠璃は跳ねるように飛び起きて、パジャマ姿のまま一階のダイニングキッチンに駆け下りる。

　匂いはそこからしていた。すぐに藤紫郎の顔が思い浮かぶ。

「富ふ士じ岡おか君どうやって……え？」

　藤とう紫し郎ろうがこっそり忍び込んで、朝食の準備をしている。そう思い込んでいた瑠る璃りの前に立っていたのは、エプロン姿のリリスだった。

「おはよぅ♪　瑠璃ちゃん。久しぶりに親子水入らずね」

「なんでお母さんがここにいるのよ！」

「ここはリリスちゃんの家だもの。当然でしょ？　それにしても瑠璃ちゃんってば、冷蔵庫の中身がぜーんぶ冷凍食品じゃない？　女の子が手料理苦手なんて減点対象よん？」

　ちょうど焼き上がったクロワッサンをオーブンから取り出して、リリスが微笑ほほえんだ。

　グリーンサラダにヨーグルト。林りん檎ごジュースにミニオムレツ。それにソーセージがお皿に添えられている。

「これ……お母さん一人で？　ず、ずるしてないわよね？」

「ちゃんと材料も買ってきたわよ。大好きな人に手料理を食べてもらいたいって思ったことがあって、向こうで料理にはまってたのよん。花嫁修業のやり直し？　みたいな。ほらほら、ぼーっとしてないでこっちの席に座って」

　促されて瑠璃はテーブルについてしまった。

　母親には言いたいことがいくつもあるのだが、冷たいジャガイモのスープを出されて、瑠璃はとりあえず「いただきます」と呟つぶやいた。

「召し上がれ。それにしてもこっちの夏は暑いわね。朝なのに外はじめじめしてて空気がまとわりついてきて、ほーんとやな感じよ」

　瑠璃は銀のスプーンでスープを口に運んだ。裏ごしされたジャガイモと生クリームがハーモニーを奏で、ひんやりしていてのどごしが心地よく、舌触りもなめらかで、まるで淡雪のような口溶けだ。

「どうかしら？　夏にぴったりのレシピでしょ？」

「おいしい……わ」

「ほら、パンも食べてみてちょうだい」

　プロの職人が作ったような、幾重にも層があるクロワッサンだった。焼きたてでこんがりきつね色な部分がサクサクしている。バターの風味豊かなのに、軽い食感でついつい食べ過ぎてしまいそうなクロワッサンだ。

「こうして一緒にご飯なんて、何年ぶりかしらねぇ」

「おいしいけど……騙だまされないわよ」

「騙すつもりなんてリリスちゃんないんだけどぉ」

　相手が優しいほど瑠璃は疑ってしまう。相手がリリスならばなおさらだ。だが、瑠璃は自分の立場もわきまえているつもりだった。

「私は……こうやって大きな家に住まわせてもらってるし、車で送迎までしてもらってるし、学校にも通わせてもらってる……けど」

「けど……どうしたの？　リリスちゃんがいなくて寂しくなっちゃったのかしら？」

「こんなことしても、お母さんがいない間の時間は埋め合わせできたなんて、思ってほしくない」

　瑠る璃りは小さく肩を震わせた。何の目的もなくリリスが帰ってくるはずがないのだ。これまでずっと、瑠璃はほとんど放置されてきた。

「そうねぇ。瑠璃ちゃんには領地を任せっきりだったし、ひとりぼっちで人間界の暮らしは大変だったわよねぇ」

「答えて。何が目的なの？　いきなり戻ってくるなんて……怪しすぎるわ」

「うーん、なかなか言い出すきっかけがなかったんだけどぉ」

　一瞬、リリスの瞳に冷たいものが宿った。

「な、なによ？」

「リリスちゃん、お料理がんばったでしょ？　これからは毎日だって作ってあげるわん♪　今までお母さんらしいこと、ぜんぜんしてあげられなかったものねぇ」

「ちゃんと答えて！」

「お料理がんばったのも、理由があるのよ」

　瑠璃は黙ってリリスを見据えた。

「えっとねぇ……落ち着いて聞いてほしいんだけどぉ」

「もったいつけないで！」

「あぁん♪　瑠璃ちゃんってばせっかちさんね！　じゃあ、結論を言うわ」

　瑠璃はつばを飲み込んだ。リリスがとびっきりの笑顔になる。

「あのね……行方不明だったお父さんが見つかったのよん♪」

「お父さん……うそ……でしょ？」

　父親の顔を瑠璃は知らなかった。写真すら残っていないため、いきなりお父さんと会っても、自分の家族だと瑠璃は認識できそうにない。

　心のどこかで常にそんな思いを抱いだいていた瑠璃にとって、父親が見つかるというニュースは衝撃と同時に、期待もともなってのしかかってきた。

　瑠璃にとってはこれほど重たい現実もない。

「嘘うそじゃないわよ本当よん♪　そもそも、リリスちゃんが瑠璃ちゃんにこっちの領地を任せて、悪魔界で何してたか教えてなかったわよね？」

　瑠璃はただ、コクリとうなずくことしかできなかった。

「お父さんを探してたのよん♪　あの人って変身能力があって、普通の手段じゃ見つけられないのよねぇん。大だい淫いん魔ますら騙だましちゃうんだから」

「お父さんが見つかると……どうなるの？」

「まあ、まだ居場所の見当が付いたっていうくらいで、ちゃんと見つけた訳じゃあないんだけど……この前から瑠る璃りちゃんを監視させてる影の悪魔の女の子、わかるわよねぇ？　あの子に見つけさせたのよん」

「ルシエの雇い主って、やっぱりお母さんだったのね」

「ええそうよ」

「私にけしかけてきたのはどういうつもりなの？」

「たまにはピンチにならないと、瑠璃ちゃんもいつまでも半人前でしょう？」

　瑠璃はムッとした表情でリリスをにらみつけた。悪魔として一人前にしようという心遣いなど、瑠璃にとっては余計なお世話だ。

　不機嫌な瑠璃にも動じることなくリリスは続けた。

「で、ルシエちゃんってばストーカーで暗殺者で諜ちよう報ほう員でしょう？　お父さんの捕獲……もとい、保護する準備も進めてるのよん。もちろん、リリスちゃんもお父さんのことを独自に悪魔界で探してたんだけどねぇ。やっぱり専門家は優秀だわ♪　だからね、お父さんを……ダーリンを探すのとお料理修業が大変すぎて、その間、こっちの領地を瑠璃ちゃんにお願いしたっていうわけなの」

　瑠璃は一瞬、言葉を失った。

「じゃあ、お父さんに……会えるの？」

「もちろんよ♪」

「こ、殺したりしないわよね!?」

「大切なダーリンだもの。そんなことするわけないでしょう？　瑠璃ちゃんと違って、ちゃーんと死ぬぎりぎりがわかるのよん♪　それにダーリンってばタフだし」

　リリスはうれしそうに目を細める。

「じゃあ、どうなるの？　ここにお父さんが来るの？」

「これからは親子三人水入らず。一緒に暮らせるわねぇ」

　瑠璃は複雑な心境だ。混乱していた。顔も知らない男の人をお父さんと呼ばなければならないのは、もしかしたら苦痛かもしれない。それに父親がリリスから逃げていた理由も、なんとなく瑠璃には想像がつく。

　リリスに激しく求められたら、普通の人間では心身がもたないからだ。

　変身能力については、きっと瑠璃と藤とう紫し郎ろうの関係と同じなのだろう。

「わかんない。いきなりそんなこと言われても、わかんないわよ」

「ダーリンはシャイなのよぉ。すぐにはお父さんって思えないかもしれないけど、そこは時間をかけてゆっくり行きましょう」

　優しいリリスのまなざしに、一瞬だが瑠璃は魅了されかけていた。すぐに頭を振って瑠璃は自分に活をいれる。

　ここまでは姫ひめ宮みや家の問題だが、それが若干飛び火しているのだ。

　藤とう紫し郎ろうの事だった。

「なんで富ふ士じ岡おか君を誘惑したのよ？」

「娘の恋人がどんな子か、興味持つのは当然でしょ？」

「こ、こここ恋人なんかじゃないわよ！」

「あらそうなの？　じゃあ、彼ってば瑠る璃りちゃんにとって、なんなのかしら？」

「富士岡君は……パートナーよ。この領地を守るために力を貸してくれた恩人だわ」

「そうなのぉ。じゃあもう必要ないわねぇ」

「それって……どういう意味？　もしかして、お母さんに領地の所有権が戻るってことなの？」

　そうなれば瑠璃はこの領地に縛られることがなくなる。淫いん魔まと人間とのハーフという鎖はそのままだが、領地防衛のために淫魔の力が暴走しなくなることは、瑠璃にとって喜ばしいことだった。

「違うわよん♪　残念だけど瑠璃ちゃんが期待してることとはちょっとずれてるかも」

「……え？」

　瑠璃は思わず聞き返してしまった。

「領地を放棄しようと思うの」

「それって……どういうことなの？　どうなっちゃうの？」

「えっとねぇ……お引っ越しするのよ。この屋敷も引き払って、活動拠点を悪魔界に移すわけ。まあ、綺き麗れいでそこそこ賑にぎやかで、ほどほどに都会なわりに緑も多くて、結構優良な街だし嫌いじゃないんだけど、瑠璃ちゃんが淫魔の力を重荷に感じるような環境なんだし、いっそのこと、きれいさっぱりほかの悪魔にとらせちゃってもいいかなぁ……なんてね？」

　悪戯いたずらっぽくリリスは微笑ほほえんだ。瑠璃の手からスプーンがこぼれ落ちる。

「引っ越し……」

「二学期からは学校なんか通わなくていいのよん。悪魔界にはリリスちゃんの城付きの領地があるんだし、瑠璃ちゃんってば、あっちじゃ立場的にはお姫様なのよん？　あ、でもリリスちゃんは女王様だけど、家事とかばりばりこなしちゃうんだから。瑠璃ちゃんのお母さんとしてがんばるわよ。だからいっぱい甘えてちょうだいねぇ」

　瑠璃は席から立ち上がった。

「そんなの……いきなり言われても……想像できないわよ！」

「心配しなくても大丈夫よん♪　藤紫郎クンなら一緒に悪魔界に連れて行ってあげてもいいんだから。向こうの親御さんの記憶は、ちょいちょいっと書き換えさせてもらうけど」

　瞬間、瑠璃の背中側が盛り上がった。尻尾しつぽがはみ出し悪魔の姿をさらけ出す。

「富士岡君を連れて行くなんて許さない！」

「あぁん♪　怒っちゃやーよ。でも瑠る璃りちゃんが悪魔界に戻るってことは、人間界のお友達とはもう会えないってことなのよん？」

「ま、まだ帰るなんて……」

「せっかくだから藤とう紫し郎ろうクンだけ悪魔界にテイクアウトしちゃいましょ？　番犬にしてもいいんだし♪　ルシエから聞いてるわよぉ。彼って瑠璃ちゃんの犬なんだって」

「違う！　そんなつもりじゃなくて……私は……富ふ士じ岡おか君を……」

「別にいいのよん。瑠璃ちゃんが藤紫郎クンを巻き込みたくないっていうなら、リリスちゃんは何もしないわ」

　瑠璃の尻尾しつぽと悪魔の羽が、しなびたようにうなだれた。

　藤紫郎を巻き込みたくない。かといって、ハーフ淫いん魔まの瑠璃が人間世界に溶け込んで生活し、学校に行けるのはリリスの援助があってのことだ。

　家出も一瞬考えた。学費はアルバイトでなんとかして、住む場所は……。

　考えるほど、瑠璃は憂ゆう鬱うつになった。誰だれかの家のお世話になることができたとしても、そんな恩人をほかの悪魔との戦いに巻き込みかねない。

　リリスが口元を緩めた。

「頭のいい瑠璃ちゃんのことだから、わかっちゃったでしょ？　誰かを頼ればその人を、悪魔界の争いに巻き込んでしまうかもしれないわねぇ。あ！　藤紫郎クンなら全部素直に話したら、瑠璃ちゃんのことを受け入れてくれちゃうかもしれないけど……」

「そんなこと、できないわよ」

「そうよねぇ。じゃあ、これでお話はおしまい。撤収決定ね！　引っ越しの日程なんだけど……」

　瑠璃の胸が締め付けられるように痛んだ。二学期から学校に通わなくてもいい。その言葉が示す意味は、人間界にいられるのが長くても夏休みいっぱいまで……ということだ。

「八月一日よん♪　じゃあ、リリスちゃん引っ越しの準備があるから、ちょっと向こうに戻るわねぇ」

　エプロンを外すとリリスはダイニングキッチンから出ていった。瑠璃が慌てて追いかけると、廊下には誰もおらず、大淫魔の気配は忽こつ然ぜんと消えてしまった。

「富士岡君と……お別れしなきゃいけないなんて……」

　茫ぼう然ぜん自じ失しつになって瑠璃は廊下で膝ひざを折る。どうしていいのかわからずに、瑠璃は今にも泣き出してしまいそうだった。



　夏祭りの夜……あと少しというところで瑠璃とのキスが未遂に終わった藤紫郎はというと、すっかり意気消沈していた。

　瑠璃にどう謝るべきか悩み、メールを送るか悩み、その内容をどうするかで悩み、悩み続けているうちに丸一日が経過してしまった。

　七月二十九日の夜。ようやく謝罪文を完成させた藤とう紫し郎ろうのケータイに、一通のメールが着信した。

「る、瑠る璃り先輩からだ！」

　書き終えたメールの送信を止めて、藤紫郎は瑠璃のメールを開くと目で追った。その内容を確認するように、藤紫郎は声に出す。

「明日の午前十時に、駅前のロータリーで待ち合わせ!?　お買い物につきあってほしい……だって!?　お買い物……で、でででデートだこれ！」

　すっかり瑠璃に嫌われてしまったと思い込んでいた藤紫郎は、うれしさのあまり自室のベッドの上でエビのようにビチビチと跳ね回ってしまうのだった。



「お、おはようございます先輩！」

「おはよう富ふ士じ岡おか君」

　駅前のロータリーに藤紫郎がやってくると、瑠璃の方が先に到着して待ってくれていた。約束の時間まで、まだ十五分はある。

「瑠璃先輩早すぎですってば！」

「そういう富士岡君だって約束の時間よりずっと早いじゃない？」

　瑠璃のまぶしい笑顔がはじけた。その笑みに藤紫郎までつい、笑顔になってしまう。

「今日はどこに行くんですか？」

「電車に乗って、アウトレットモールっていうところに行ってみたいの」

　駅の数で言うなら八つほど。隣の県の湾岸沿いにある商業施設だった。

「市内じゃないんですか？」

「ええ。そうだけど……何か問題あるかしら？」

　思わず藤紫郎は周囲を確認してから、瑠璃に耳打ちした。

「おおありですよ大丈夫なんですか？　行き先を支配している悪魔に領地侵犯と見なされるかもしれないし」

「そこらへんは大丈夫だから、心配しないで」

　瑠璃は笑顔だった。そんな彼女の方から藤紫郎の手を握る。

「それとね、今日は先輩ってつけるのなし。瑠璃って呼んで」

「へっ？」

　間の抜けた声を出す藤紫郎に、瑠璃はぷくうっとほっぺたを膨らませた。

「今日の私は生徒会長でも悪魔でもない普通の女の子で、富士岡君も犬じゃなくて普通の男の子。だからね、藤紫郎って呼ぶわよ」

「は、はい先輩！」

「先輩は禁止ッ！」

「す、すいませんる、るるる、瑠る璃り……さま」

「だーめ。もっとあのね……こ、恋人みたいにしてちょうだい」

　瑠璃が頬ほおを赤らめた。

（――いったいどういう風の吹き回しなんだ？）

　普段とは立場が逆転して、藤とう紫し郎ろうの方が困り顔だ。

「いきなりこんなお願いしたら、富ふ士じ岡おかく……藤紫郎も困るよね？」

「瑠璃先輩もできてないじゃないですか！」

「意地悪！」

「ええーッ!?　今のは普通のツッコミですってば」

「敬語も禁止！　そうだ♪　胡桃くるみちゃんを相手にするみたいにして」

　胡桃の名前が出た瞬間、藤紫郎は周囲をぐるりと見渡して警戒した。

「まさか……な」

「どうしたの藤紫郎？」

「胡桃がストーキングしてるんじゃないかと思って。さすがに俺おれの気のせいでした」

「ストーキング……ハッ!?」

　今度は瑠璃が周囲と上空を確認する。

「どうしたんですか先輩？」

「こっちも大丈夫……だといいな」

「今日の先輩、なんかいつもと違うな」

「先輩はだーめ！」

　藤紫郎はぽりぽりと後頭部をかいた。なんとなく照れくさいのだが、妥協案を提出する。

「じゃあ、瑠璃……ちゃんでどうですか？」

「うーん、ぎりぎり……合格ね！　じゃあ行きましょ！」

　瑠璃が藤紫郎の腕に抱きついてきた。そのちょうどいいより少し大きめサイズな柔らかい胸が、少年の二の腕を刺激する。

「あ、暑くないですか密着なんて！」

「今日は恋人だからいいの」

「は、はぁ……」

　いきなり手を握る以上のくっつきっぷりに、藤紫郎は焦りすら覚えた。

　駅の構内に向かう藤紫郎と瑠璃の背中を、三人の少女が物陰からじっと見据えている。

　眼鏡の少女が不機嫌そうに呟つぶやいた。

「あれじゃあまるで恋人同士みたいです」

　小柄なツインテール少女がぱぁあっと明るい笑顔になる。

「あったり前じゃん瑠る璃りお姉ちゃんは未来の胡桃くるみのお姉ちゃんなんだしぃ♪」

　長身ポニーテール少女がぽつりと呟つぶやいた。

「じゃあ、僕は瑠璃さんの弟？」

　真ま森もり、胡桃、静しず流るの三人は藤とう紫し郎ろうたちを追って移動を始める。歩きながらさっそく口論になった。

「どうしてそうなるの？」

「僕と胡桃さんが結ばれるからさ」

「女同士じゃそういうことはあり得ないから！」

「僕は胡桃さんへの気持ちだけならそこらの男の子にも負けないよ」

　胡桃のツッコミにも静流は動じない。真森が肩を落としながら胡桃に視線を向けた。

「そもそも、あなただって藤紫郎くんとは赤の他人じゃないですか？」

「ちがうもん！　お兄ちゃんと胡桃は魂でつながった半身同士なんだから！」

「喧けん嘩かは良くないよ。追いかけないと見失うし」

　静流に促されて胡桃と真森はお互いに「ふん！」と顔を背けあう。気づかれない程度の距離を保ちつつ、三人は藤紫郎と瑠璃の足取りを追うのだった。



　目的地の駅の改札を出ると、瑠璃は小走りになっていた。駅構内から真夏のまぶしい日差しの下に飛び込み、振り返って藤紫郎を手招きする。

「藤紫郎こっちこっち！　ほらもう何やってるのよ！」

「瑠璃せんぱ……瑠璃ちゃん早いってば！」

　慌てて藤紫郎も駅の改札から出た。

「まずは何がいっかなぁ♪　どこに行こうかなぁ♪」

　瑠璃はうきうきと身体からだを左右にさせている。ようやく追いついて藤紫郎はその隣を歩く。

「瑠璃ちゃんご機嫌だな」

「藤紫郎もなかなか板についてきたよ。彼氏っぷり」

　再び藤紫郎の腕をとり、その胸を押しつけるようにして瑠璃は密着してくる。

「そんなにくっついたら歩きづらいって」

「藤紫郎は嫌？　私はこうしてたいんだけど」

「い、嫌なわけないって！」

　怖くて聞けない。今日の瑠璃の様子は明らかにおかしかった。どうして急にこんなにも……今日だけが特別なのだろうか？　藤紫郎は心の中で頭を抱えた。

（――もしかして今日が瑠璃先輩の誕生日だった……とか？）

　瑠璃と歩幅を合わせながらアウトレットモールの建物内に入る。まるで街が一つ、巨大な建物内に再現されているようだった。

　冷房も適度に効いていて、藤とう紫し郎ろうは一息つく。

「ねぇねぇ藤紫郎！　あれ！　あれ食べたい！」

　アミューズメント系牧場が出店しているアンテナショップを見つけると、瑠る璃りは藤紫郎を引っ張っていく。

「ソフトクリームか。いいね」

「一つを半分こしてたべよ？」

「え、えっと……お、おう！」

　さっそく瑠璃がソフトクリームを注文した。店員さんの手際に見とれている間に、背の高いソフトクリームタワーのできあがりだ。

　まずは瑠璃が一口ぺろり。

「甘いけどさっぱりしてて美お味いしい♪　はい、藤紫郎もあーんして」

「あ、あーん！」

　店員さんやほかのお客さんが見ている前だが瑠璃はお構いなしだ。藤紫郎は覚悟を決めた。瑠璃が食べた反対側をぺろりとなめる。

「そっちじゃなくて、こっちも食べて」

　瑠璃の方から間接キスを要求してくる。藤紫郎は混乱した。

（――普段は犬でペロペロしてるのに、なんでこんなに恥ずかしいんだ！）

　瑠璃がぷくっとふくれそうなのをみて、藤紫郎は瑠璃が一口食べたソフトクリームの山をぺろりと崩した。

「じゃあ今度は私の番ね」

　藤紫郎がなめたところを瑠璃が舌でなめとる。おそるおそる藤紫郎は口を開く。

「これってか、間接キスだよね瑠璃ちゃん」

「うん！　恋人同士だもの。それくらいするわよ！」

　お店から十メートルほど離れた地点で、オペラグラスを手に胡桃くるみが呼吸を荒くした。

「お兄ちゃんが瑠璃お姉ちゃんと同じソフトクリーム食べてる！　お姉ちゃんの口元に白いミルクがあああ！　そこはお兄ちゃんぺろっと行くとこだよ何スルーしてるの！　ほっぺたにぺろぺろだよぅ！」

　興奮する胡桃とは対照的に、真ま森もりの表情は暗い。

「どうして……あ、あの二人はいくら藤紫郎くんが片思いでも、瑠璃がなびかないって思ってたのに」

　これに静しず流るが静かにうなずく。

「変態お兄さんが恥ずかしがってるから、やっぱり生徒会長がリードしてるみたいだよ。これって両思いっていうのかな？」

　瑠璃たちがソフトクリームを食べ終えて、次のお店に向かう。三人は物陰を巧みに利用しながら尾行を続けるのだった。



　いくつかお店を見て回ったあと、瑠る璃りが藤とう紫し郎ろうを連れてきたのは、夏季限定ショップの水着専門店だった。

「試着してきちゃおっかなぁ。あ！　藤紫郎、今エッチなこと考えたでしょ？」

「なぜばれた!?」

「絶対に試着室をのぞいちゃ駄目よ。絶対に絶対だからね！」

　ピンクのセパレートタイプの水着を手にして、瑠璃は試着室に入る。一人取り残された藤紫郎だが、両手に瑠璃の買い物の荷物が早くもいっぱいなので、いかにも彼氏が彼女を待っているような体裁が取り繕われていた。

（――洋服だけで何軒回るんだ女の子って……それにしても、先輩どうしちゃったんだろう。まさか大だい淫いん魔まに洗脳されてるとか？　自制心の強い瑠璃先輩の欲望が解放された？）

　藤紫郎が一番不思議なのは、瑠璃が時々、素の彼女に戻ることだ。

　藤紫郎も「瑠璃ちゃん」と言い慣れていないので、会話が先ほどからずっとぎこちない。だが、瑠璃も「富ふ士じ岡おかく……藤紫郎♪」と言い直したりする。

　誰だれかに意識を操作されているなら、こんなことにはならないだろう。

（――やっぱり、瑠璃先輩には何か考えがあって、自分の意思でやってるんだよな）

　先ほど食べたソフトクリームの味が、不意に少年の口の中によみがえってくる。

（――いかんいかん！　そもそもどんな考えがあってこんなことを……もしかして、瑠璃先輩は淫魔としての自覚に目覚めて俺おれを……食べるつもりなのか？）

　そう思った瞬間、藤紫郎の背筋がぶるっと震えた。

　少年が人間の姿のまま瑠璃の粘ねん膜まくに触れることは、そのまま死に直結しかねない。瑠璃が手加減ないし遠慮しなければ、藤紫郎は一滴残らず命を吸い取られてしまうだろう。

　瑠璃が顔だけ更衣室のカーテンから出してきた。

「意外かも。富士岡く……藤紫郎のことだから、絶対にのぞき見すると思ってたのに」

「しないですってばせんぱ……瑠璃ちゃん。俺は紳士だし」

「じゃあ紳士さん。ど、どうかな……これ」

　瑠璃がカーテンをあける。ピンクの可愛かわいらしい水着は瑠璃の身体からだにぴったりフィットしていた。健康的な感じでエロエロしさは皆無だ。

　もし瑠璃が淫魔らしく生きようとしているなら、水着姿はもっと妖よう艶えんな感じだろう……と、少年は思う。

「と、ととととっても似合ってるよ！　すごく可愛い」

「ありがと。藤紫郎も気に入ってくれたし、これにするね」

　うれしそうに微笑ほほえむ瑠璃。その笑顔を藤紫郎は疑いたくなかった。



    

  
    
      



    

  
    
      （――なんか変だ。俺おれのリビドーを吸い尽くすって感じでもないし、でも、これまでの瑠る璃り先輩が俺との間に引いた一線は、確実に越えまくってるし）

　藤とう紫し郎ろうは思わずカーテンの中に頭を突っ込んだ。

「先輩！　俺に隠し事してま……まままま！」

「きゃあああああああああああああああああああああ！」

　瑠璃が胸を覆おおうように腕で隠す。下にはなにもつけていなかった。

「俺に隠し事してませんか!?」

「ば、バカぁ！」

　瑠璃が放った平手打ちが藤紫郎の顔面に炸さく裂れつする。慌てて更衣室から顔を引っこ抜いた藤紫郎だが、店員さんやほかのお客さんの視線が集まり、恥ずかしさでその場にいられなくなってしまった。



　大いに瑠璃を怒らせた……にもかかわらず、瑠璃は恥ずかしそうにしながらも「不意打ちは卑ひ怯きようよ」と呟つぶやくくらいで、のぞき魔な藤紫郎におとがめはなしだった。

　少年は両手に紙袋を持ちきれない状態で歩く。瑠璃のお買い物はとどまるところを知らない。

「やっぱり夏物バーゲンって噂うわさ通り……ううん、それ以上ね」

「なるほど、せんぱ……瑠る璃りちゃんって、バーゲンでお買い物なんてしたことなかったんだ。あ！　そうだ今度は黒くろ川かわ先輩も誘いましょう。胡桃くるみと静しず流るさんは誘わなくてもついてくるし、女の子同士のほうがあれこれ見て楽しいだろうし、俺おれは荷物持ちくらいしかできないから」

「そんなことないわよ。さっきだって水着、似合ってるって言ってくれたじゃない。そういうの、女の子はすごくうれしいのよ」

　最後にダイナミックのぞき魔になってしまったことが悔やまれる。

「つ、次はどこに？　そういえば、この建物の屋上にミニドッグランがあるみたいだし、ここは俺が得意の変身で、イケメンシェパードになってドッグランのレコードタイムをぶち上げるってどうですか？」

　瑠璃は小さく首を左右にさせた。

「藤とう紫し郎ろうは犬じゃなくて、恋人なの。恋人はそんなことしないの！」

　ご主人様っぽく「いけない」と言われたような気がして、藤紫郎はこれはこれで服従精神を刺激されてしまった。なぜかうれしそうな藤紫郎に瑠璃はため息混じりだ。

「そろそろご飯にしましょ？」

「わん！」

「こらぁ。犬にならないで。藤紫郎は恋人なんだから」

「あの……さっきはあんなことになっちゃったけど、なんで俺は急に恋人に昇格したんですか？　やっぱり、今日だけの限定？　日頃、犬としてがんばる俺へのご褒ほう美びみたいな？」

「えっと……ともかくご飯よ！　お腹なかぺっこぺこなんだから」

（――ともかくで流された!?）

「レストランもたくさんあって、どこがいいか迷っちゃうなぁ」

「あ、あんまり高いところは……」

「今日は私がごちそうしてあげるわ！　女の子におごられるのって、男の子的には微妙？」

「そりゃまぁ……ちょっとはそういう気持ちがあったりもしますけど」

「また敬語になってるよ。今日はいっぱいつきあってくれたでしょ？　荷物持ちもしてくれたし、これくらいはお礼させて」

「じゃあお言葉に甘えようかな」

「藤紫郎は何が食べたい？」

（――俺は先輩が食べたいです！　じゃねぇ！　何考えてるんだ俺は）

「決められないんなら……それじゃあ、焼き肉にしましょ？　ほら、男女で焼き肉を食べるのって、カップルの証あかしだっていうし」

　結局瑠璃の提案で、二人はアウトレットモールのレストラン街の中でも、高校生には背伸びしすぎな高級焼き肉店で遅めの昼食をとるのだった。

　ちなみに、尾行する三人はあんパンと牛乳である。二人が焼き肉店の店内に消えてから一時間が経過した。

「お兄ちゃんが瑠る璃りお姉ちゃんの肉汁を……ぶしゅって溢あふれて胡桃くるみもうたまらないよぉ」

「へ、変態……わたしは妄想なんてしてないんだから。ぶしゅって……あうぅ」

「僕の心のフランクフルトなら、いつでも焼きたてだよ胡桃さん」

「静しず流るは胡桃以上の変態だと思うよ。まじで」

　胡桃があんパンにかぶりつき、牛乳でお腹なかに流し込んだ。真ま森もりが呟つぶやく。

「これ以上、監視する必要あるんですか？」

「あれれぇ？　もしかして養豚場が恋しくなったの？　確かに、目の前で好きな男の子が親友の女の子といちゃついてたら、自殺したくなるとは思うけど」

「そ、そんなことないです。二人はお、おおお、お似合いですよ」

「そして、僕は胡桃さんとぴったりのでこぼこコンビだね」

「胡桃が小さくてフラットなのは妹キャラだからであって、独う活どの大木とコンビを組むためじゃないから！」

　真森がフンッと鼻で笑った。

「洗濯板と物干し竿ざおでちょうどいいんじゃないですか？」

「むっきー！　誰だれが洗濯板だぁ！」

「物干し竿……長い竿……ほめてくれてありがとう真森さん」

「べ、別にほめたんじゃないんですけど」

「お礼のハグだよ。受け取って」

　真森の身体からだを静流が背後から抱きしめる。

「それはハグじゃなくて羽は交がい締じめです……からッ……んあっ♪」

　背中に静流の巨乳をぐりぐり押しつけられたまま、真森は身動きがとれなくなっていた。胡桃の顔がニタリとゆがむ。

「ちゃーんす！　お兄ちゃんがもめない分、胡桃がめいっぱいもんでおくからね！」

　胡桃の魔の手が真森の胸に……触れる寸前で静流が真森を解放した。

「ちょっと！　なんで離しちゃうのよ？」

「二人が店内から出たみたいだけど、どこに行ったんだろうね」

　胡桃が真森の胸に気をとられている隙すきに、瑠璃と藤とう紫し郎ろうは食事を終えて、人ひと混ごみの中に消えていた。胡桃の顔が青ざめる。

「しまった！　今日は私服だから、お兄ちゃんのベルトの盗聴器が使えないよ！」

「そんなもの仕込んでいたんですか。本当に人間性を疑いますね」

　静流がそっと胡桃と真森の手をとった。

「じゃあ、今日は尾行はあきらめて、僕らは僕らで三人でデートを楽しもうよ」

「断る！」

「もしかして、わたしまでストライクゾーンに入ってないですよね？」

　おびえる真ま森もりに静しず流るは微笑をたたえた。

「身長は僕よりは小さいからね」

　胡桃くるみが突然走りだす。

「じゃあ胡桃はお兄ちゃんと瑠る璃りお姉ちゃんを探すから！　二人はしっぽりごゆっくり！」

　すぐに静流がその背中を追いかける。

「待って胡桃さん！　誤解だよ！　一番は胡桃さんに決まってるじゃないか！」

　真森一人が取り残される格かつ好こうだ。

「ちょっと二人とも……あぁ、行っちゃいました。ホッとしたような……べ、別に寂しくなんてないですけど」

　いきなりひとりぼっちになった真森は、ケータイを取り出してため息をつく。

　瑠璃に電話をかけて偶然を装って合流することもできたのだが、真森は小さく首を左右させると、肩を落として近場のベンチに座った。

「……デートの邪魔をするなんて、嫌な女の子ですよね……藤とう紫し郎ろうくんは、そういう女の子は……きっと、嫌いですよね」

　藤紫郎と瑠璃のことが、真森の頭の中でぱんぱんに膨れあがるのだった。



　藤紫郎と瑠璃は夕暮れの海を見ていた。アウトレットモールで買った品物は、配送サービスを利用して瑠璃の家に送ってもらうよう手配済みだ。おかげで藤紫郎も荷物から解放されて身軽になった。

　モールを出て夕涼みがてら散歩し、湾岸にある大きな公園に行き着く。

　巨大な客船が公園に隣接した港に停泊していた。

「でっかい船ですね。瑠璃ちゃん先輩」

「うー！　先輩は余計だよ？」

「瑠璃ちゃん」

「本当は瑠璃って呼び捨てでもいいんだけどなぁ」

「げ、限界だから！」

「しょうがないなぁ」

　瑠璃とベンチに座って、海風を感じながら藤紫郎はもう一度客船に視線を向け直した。

「デートの次は……船で世界一周とかどうかな瑠璃ちゃん？」

「意地悪だね藤紫郎は」

「世界中の悪魔に喧けん嘩かをふっかけていって、みんなやっつけて……瑠璃ちゃんと俺おれとで世界を征服するんです。そうしたら、瑠璃ちゃんは自由だし、どこに行っても問題なし！」

「私なんかのために、世界を敵に回すなんて……いけないわよ」

「なんか……だなんて言わないで。世界が駄目なら日本でも！　ほ、本州……いや、関東平野くらいは平定しましょう！」

　瑠る璃りがそっと藤とう紫し郎ろうの手の甲を包むように握った。

「どうしてそんなことを言い出すのよ？」

「なんだか、今日の先輩がちょっとだけ……遠くに感じちゃって。一緒にいるのにおかしいですよね？」

　真剣な藤紫郎のまなざしに、瑠璃はようやく普段のちょっぴりだけツンな彼女の顔に戻った。

「富ふ士じ岡おか君……そっか。そうよね。私らしくなかったわよね」

　瑠璃は少し名残惜しそうに感触を確かめるように、軽く握ってから藤紫郎の手をゆっくり離すと立ち上がった。振り返って夕日を背にしつつ藤紫郎を見つめる。

　藤紫郎からは逆光で瑠璃の表情に影が落ちる。

「あのね……さよならを言わなきゃいけないの」

「さよなら？　今日はもう解散ですか？」

　瑠璃の長い黒髪がひときわ大きく左右に揺れた。

「今日からずっと……ずっと」

「何を言ってるんですか？　やだなぁ先輩。今日はもう遅いけど、夏休みは始まったばっかりですよ。あと一ヶ月はあるじゃないですか？」

　少年は笑った。どこか張り付いたような笑みだ。嫌な予感が藤紫郎の全身を駆け巡る。瑠璃は澄んだ瞳をしていて、そのまなざしはまっすぐで、嘘うそなどみじんも感じられない。

　それが怖かった。怖い……けれど、もう一度確認するように尋たずねる。

「本気じゃ……ないですよね？」

「本気よ。本気も本気。大まじめなんだから」

　瑠璃の瞳がかすかに潤む。藤紫郎は歯を食いしばった。

　男なのに、涙があふれそうになったのだ。少しでも気を抜けば、かっこわるい顔を瑠璃にさらけ出すことになる。

（――耐えろ俺おれ。ここで泣いたりでもしたら、先輩に『情けない男』って思われる。そうしたら、そんなことになったりしたら、本当に瑠璃先輩は遠くに行っちまうかもしれないんだぞ！）

　瑠璃が目を細めた。

「そんな顔しないで。最後のデートなんだから、笑顔で終わりにしましょ？」

　恋人デートは藤紫郎へのご褒ほう美びだった。これまでの藤紫郎の忠誠に対する、瑠璃なりの報ほう酬しゆうだ。

　それで少年が納得できるわけもない。

「理由もわからないまま、いきなりさよならなんて、俺おれ……嫌ですよ！」

　リリスが現れたことと関係しているのは、事情を聞かなくても藤とう紫し郎ろうには察しがつく。

「どんな脅しをかけてきたんですか？　黒くろ川かわ先輩や胡桃くるみや静しず流るさんや、俺の家族や学校のみんなを人質にされてるんですか!?」

　瑠る璃りは首を小さく左右させた。彼女の表情はまるで薄氷のようだ。冷たくきれいだけれど、何かの拍子に亀き裂れつが入ったら、一瞬でひび割れ、砕けて崩れてしまう。

　そんな、美しくもはかなげな顔をしていた。

　藤紫郎が絶え絶えの声で訊く。

「じゃあ、どうして？」

　瑠璃も胸から絞り出すような声で返した。

「あのね……私のお父さんが見つかったのよ。ずっと悪魔界のどこかに隠れていたみたいなんだけど……お母さんがやっと居場所を突き止めて……」

　よかったじゃないですか。と、普段なら藤紫郎は祝福しているところだ。だが、それが瑠璃との別れとセットでは素直に喜べない。

「それで、瑠璃先輩とさよならになっちゃうんですか？」

　瑠璃はコクリとうなずいた。

「こっちの領地を引き払って、悪魔界で三人で暮らす。それがお母さんが出した条件なのよ。私が人間界で暮らしていけるのも、学校に行けるのも、お母さんのおかげだったのだし」

「先輩の気持ちはどうなんですかッ!?」

「私は……」

　瑠璃は言葉に詰まった。藤紫郎はたたみかける。

「こっちでの生活基盤が必要なら、俺の家に来てください！　ば、バイトします！　俺が瑠璃先輩を養いますから！　家はあんなお屋敷みたいに大きくないけど……そうだ！　俺が野獣で一つ屋根の下がやばいっていうなら、黒川先輩に頼み込みます！　それでも駄目なら胡桃にお願いします！　胡桃は先輩のことをお姉ちゃんって慕ってるし……それでも無理なら、静流さんの家の住み込み門下生っていう手もあると思うんです！」

　瑠璃はうつむいてしまった。

　夕日がだんだんと赤みをまして、空が燃え上がる。

　藤紫郎の訴えに瑠璃は小さな両肩を震えさせた。

　今にも嗚お咽えつが聞こえてきそうな、重苦しい空気だ。

　藤紫郎はただただ待つ。瑠璃が応こたえてくれることを信じるしか、少年にはできなかった。祈るような藤紫郎のまなざしに、ようやく少女は小さく口を開く。

「ありがとう富ふ士じ岡おか君」

　藤とう紫し郎ろうの表情が明るくなった。そんな藤紫郎に、瑠る璃りはもう一度首を左右にさせる。

「でも……」

「俺おれに迷惑かけるのが嫌とか言わないでください。先輩の力になれるのが俺はうれしいんですから！」

「その気持ちは……い、淫いん魔まの魅了のせいなのよ？」

　藤紫郎は立ち上がった。

　少年の頭の中は空っぽだ。体は勝手に動いていた。

　瑠璃の身体からだをぎゅっとぎゅっと、強く抱き寄せる。

「俺は先輩に魅了されてるんです。淫魔だのなんだのは関係ないんです！」

　瑠璃はそっと瞳を伏せた。

「富士岡君。貴方あなたに出会えて本当に……よかった」

「やめてくださいよ先輩。もう二度と会えないみたいな言い方して」

「あのね……私に関する記憶は……消えてしまうの」

「消えないはずでしょ？　だって、俺は先輩のこと……すごい思い入れがあるんです。特別なんです！」

「私の魔力では消せないけど、お母さんなら私の痕こん跡せきを全部消すことができるから。少し大がかりだから儀式に時間はかかるけど、新学期になったら学校で私のことを覚えている人は……この街からいなくなるわ」

「そ、そんなの俺……嫌だ！　俺だけじゃない！　黒くろ川かわ先輩も胡桃くるみも静しず流るさんだって、絶対、嫌に決まってる！」

「私だって忘れられてしまうのは……悲しい。けど、お母さんがね……富士岡君の記憶だけはそのままにしておいてもいいっていうの」

「先輩がいなくなって、俺だけ先輩のことを覚えてる世界なんて生き地獄だ」

「そうね。だから決めてちょうだい。みんなと一緒に忘れてしまえば、きっと苦しまなくてすむわ」

　藤紫郎のこたえは決まっていた。迷うことはなかった。

　忘れてしまうのだけは、最悪だ。どうしても避ける必要があった。

「苦しんでもいい。傷ついてもいい。俺は先輩のことを……絶対に忘れたくない」

「わかったわ。それじゃあ……」

　瑠璃が言い終えるのを遮って藤紫郎は吠ほえた。

「いつか必ず迎えに行きます。そのために俺は先輩のことを覚えていたいんです」

　少女の顔が赤らんだ。一度は閉じた瞳を開いて藤紫郎と見つめ合う。

「そんなの無理よ」

「俺おれは先輩を失いたくありません。必ず取り戻します。だって俺は先輩のことがす……」

　今度は藤とう紫し郎ろうが言い終える前に、瑠る璃りの唇が少年のそれに重なった。

　瞬間、藤紫郎の身体からだから力が抜け落ちる。瑠璃はゆっくりと藤紫郎をベンチに座らせた。

「最後のキス……だよ。富ふ士じ岡おか君」

「うう……せん……ぱい」

　意識が朦もう朧ろうとして、瑠璃の声が藤紫郎の頭のなかで、ゴーンゴーンと鐘の音のように響いた。指先の感覚がなくなり全身が麻ま痺ひしたように動かない。

　一瞬触れた瑠璃の唇の柔らかさだけが藤紫郎には残っていた。

「ほらね。やっぱり……普通の男の子とは触れ合えないの」

「俺……まだ……まだ……」

　だんだんと藤紫郎の視界がブラックアウトしていく。瑠璃は最後に微笑ほほえんだ。

「今までありがとう……一番、大好きな男の子だよ」

　藤紫郎は手を伸ばそうとした。だが、身体が言うことをきかない。

　瑠璃は最後にちょこんとお辞儀をしてから背を向けた。

「いか……ない……で」

「さようなら。富士岡君」

　夕日の中に歩き出す瑠璃のシルエットを藤紫郎の視線は追いかけ続ける。

　赤い光の中に瑠璃の姿が消えたところで、少年の記憶は途切れてしまうのだった。



　藤紫郎が意識を取り戻すと、あたりはすっかり真っ暗になっていた。

　ベンチの隣に眼鏡の少女がちょこんと座っている。

「こんなところでどうしたんですか藤紫郎くんは？」

「あ、あれ？　俺は……そうだ！　るるる瑠璃先輩は？」

「わたしがここにいることは、特に疑問に思わないんですか？」

「あ、あの瑠璃先輩が！　帰っちゃったんです！」

「振られたんですね。まったく……どうせエッチなことでもしようとしたんでしょう？」

「ち、違う！　振られた……んだと思うけど、帰ったっていうのはその……あの、まだ瑠璃先輩のことを覚えてるんですよね黒くろ川かわ先輩？」

「さっきから意味不明すぎです。落ち着いて話してください」

「落ち着いてられませんってば！　瑠璃先輩のお父さんが……あっ」

　首をかしげる真ま森もりに藤紫郎は言葉を飲み込んでしまった。

（――瑠璃先輩。お父さんと暮らせるんだよな。もしかして……さっきの告白って、俺のわがままを瑠璃先輩に押しつけてたんじゃないか？）

　家族の問題に口出しするのは、どうかと思う。そんな言葉を真森の顔をみて藤紫郎は思い出した。

　広いお屋敷にずっとひとりぼっちで生活していた瑠る璃りのことを思うと、家族で暮らせることは瑠璃にとって幸せなことなのだと、藤とう紫し郎ろうは気づく。

「どうしたんですか藤紫郎くん？」

「あ、いえあの……俺おれ、ふ、振られちゃったみたいです」

　瞬間、真ま森もりが目を丸くさせた。

「ほら、やっぱり。藤紫郎くんがセクハラ人間だからそういうことになるんです。だいたい、男の子なんてみんな野獣で飢えた狼なんですから。瑠璃じゃなくても怒ります。急せいては事をし損じるっていいますし……あれ？　藤紫郎くんらしくないですね。いつもならもっと元気で前向きに反論してくるのに」

　藤紫郎は胸一杯に息を吸い込んだ。お腹なかにも空気をいれて深呼吸する。

「どうしちゃったんですか？」

「黒くろ川かわ先輩の言う通りだなって思ったんです。前向きにならないと……」

　藤紫郎は力なく笑う。瑠璃のことを思えば、あきらめることが優しさかもしれない。

（――先輩が家族と幸せに暮らせるのを、俺に邪魔する権利はないんだ）

　藤紫郎はふらふらしながらベンチから立ち上がった。瞬間、がくんと膝ひざが折れて真森の胸に倒れ込む。

「ぬおあ……や、柔らかい」

「なにしてくれやがるんですか。死んでください！」

　真森が藤紫郎のこめかみを両手の拳こぶしで挟み込むと、ぐりぐりと万まん力りきのように締め上げる。悲鳴を上げながら藤紫郎は、瑠璃の幸せがなんなのか本気で考え始めた。



　藤紫郎が悩み迷っていたその頃、瑠璃は悪魔界のリリスの居城にいた。

　高い塔の頂上が瑠璃の部屋だ。瑠璃はそこに幽閉されてしまった。

　豪華な鏡台の三面鏡にリリスの姿が映り込む。まるでビデオチャットだ。

『あらん♪　藤紫郎クンを振って帰ってくるなんて予想外だったわよん♪』

「お母さん。なんで私をこんなところに閉じ込めるのよ？」

『だって、自由にさせたら藤紫郎クンにこっそりあいにいくでしょ？』

「そんなことしないわよ。ちゃんとお別れ……してきたんだから」

『契約破棄もしてないのに？』

「それはお母さんが儀式で一括でするんでしょ？　無む理り矢や理りにでも。だけど、約束……守ってちょうだい。富ふ士じ岡おか君や真森ちゃんや胡桃くるみさんや静しず流るさん……それに学校のみんなには手出ししないで」

『ええ。けど、あの領地を新しく支配する悪魔によっては、治安が悪くなったりするかもしれないわねぇ』

　瑠る璃りは下唇を噛かんだ。

『そうそう、言い忘れてたんだけどぉ……ごめんね瑠璃ちゃん。リリスちゃんね。一つ嘘うそをついてたの』

「嘘？」

『お父さんが見つかったって言ったけど、あれね……嘘なの』

「…………？」

　瑠璃は耳を疑った。リリスが何を言っているのか理解できない。

『それくらいの嘘でもつかないと、瑠璃ちゃん帰ってくるなんて言わないでしょ？　それに、家族よりも彼氏をとって人間界に残ることだってできたのに、そうしなかったってことは、やっぱり藤とう紫し郎ろうクンとの関係は本気じゃなかったってことなんじゃない？　本当に好きな男ならね、連れて逃げてって言えちゃうものよ？　女って♪』

「なにを……言ってるのよ？」

『リリスちゃんのこともお父さんのことも、全部捨てて彼氏の家に飛び込むかも……って、ちょっぴり期待してたのにぃ♪　少なくとも藤紫郎クンにはその覚悟があったわよん。でも、瑠璃ちゃんは違ったのよねぇ』

　鏡台の前の丸まる椅い子すに座ったまま、瑠璃はうつむいてしまった。藤紫郎と別れる時は、なんとかこらえることができた涙が、ぽろぽろとこぼれ落ちる。

「だ、だって……私は人間じゃないから……お父さんもみつかって、家族で暮らすって言ったから！」

『リリスちゃんはわるーい大だい淫いん魔まなのに、ころりと騙だまされちゃうなんて瑠璃ちゃんってば可愛かわいい♪　でっもー、リリスちゃん思うんだけど、そうやってリリスちゃんのせいにしてるようじゃ、どのみち遅かれ早かれ藤紫郎クンとは別れてたんじゃないかしらん♪』

　瑠璃は何も言い返せなかった。

　リリスの言葉に正面から立ち向かうことができない。騙されたショックに、ひとりぼっちの心細さ……そして、藤紫郎を信じることができなかった自分の弱さに、瑠璃の心はばらばらに砕けてしまいそうだった。



　鏡台からリリスの気配が消えて、数時間が経過した。

「お腹なか……空すいた」

　瑠璃の部屋には何でもそろっている。冷蔵庫には人間界で慣れ親しんだ冷凍食品が入っていた。レンジもお皿も一式ある。

「このままお母さんに……飼われちゃうのかな……私」

　部屋の中の温度は常に一定で快適だ。

　窓を開ければ風が吹き込んでくる。クローゼットにはドレスのかかった回転するハンガーがあって、回すたびに色とりどりのドレスが入れ替わった。

　食器棚も戸棚もクローゼットも別の空間につながっているらしい。そこから出られるかもと、瑠る璃りは魔力で干渉を試みたのだが、結局お腹なかが減るだけでなんの成果も得られなかった。

　クローゼットのそばの鏡台には宝石箱が置かれている。これにも魔力的な仕掛けがあって、開けるたびに中身が変わるのだ。お気に入りは別の箱に残すことができた。

　幾千のドレスも幾万の宝石も、瑠璃にとってはなんの価値もない。

　今日、藤とう紫し郎ろうと一緒に買った服はどこにも見当たらなかった。

「もしあっても……思い出すだけ……ね。富ふ士じ岡おか君のこと」

　呟つぶやいてから、独り言だということに気づいて瑠璃は余計に落ち込んだ。

　いつもすぐそばで「そうですね先輩！」やら「ちょっと待って先輩落ち着いて！　落ち着きついでに俺おれにペロペロさせてください！」とか、どんな時でも、どんなささいな事でも反応して、返事をしてくれる。そんな藤紫郎はもういない。

　ぐるりと部屋の中を見回して、瑠璃は改めて落胆した。

　この部屋には出入り口が存在しない。内壁はもちろん、クローゼットの空間のゆがみにもリリスによって結界が張られていた。窓から風は自由に行き来するのに、瑠璃が窓の外に手を伸ばしても、その手は窓枠のところでガラスよりも透明な、見えない壁に阻まれる。

　リリスとの力の差は歴然で、それこそ大人と子供の喧けん嘩かのようなものだ。今の瑠璃では逆立ちしても、この結界を打ち破って外に出ることはかなわない。

　窓の外には昼とも夜ともつかない、どんよりと雲に覆おおわれた空が広がっている。塔の頂上の部屋だけに眺望はよく、城の周辺を見渡すことができた。

　鬱うつ蒼そうとした森が絨じゆう毯たんのように足下に広がる。森はどことなく見慣れた雰囲気だ。人間界の屋敷も似たような環境にあった。

　瑠璃はぼんやりと考える。

（――この先、私……どうなっちゃうんだろう）

　ずっとずっと、死ぬまで閉じ込められてひとりぼっち。そんな想像に瑠璃の胸は締め付けられるように苦しくなった。

　膝ひざを抱えてしゃがみ込む。部屋の窓際で少女は小さく丸まった。

（――そうだ。良いいことを考えよう。もう、生徒会の仕事とか、生徒会長の責任はなくなったのよね。それに、領地にやってくる他の悪魔と戦わなくてもいいんだし、富士岡君に他の女の子をペロペロさせるなんて、恥ずかしい指示もしなくていいの。誰だれかを傷つけるかもしれないとか、巻き込んで悲しい思いをさせる心配もしなくていいし。みんなが私のことを忘れて……真ま森もりちゃんも胡桃くるみさんも静しず流るさんも、これからは悪魔界とは無関係な、普通の平穏な人生に戻れるのよ）

　瑠る璃りはいっそう強く膝ひざを抱え込んで、こぼれそうになる涙をぎゅっとこらえた。

（――富ふ士じ岡おか君だけは、私のことを覚えてるのよね。富士岡君……私のことを、きちんと過去にしてくれるかな。ちょっと心配だよ。あのとき、富士岡君に選択なんてさせないで、全部忘れてもらえばよかったのに、私……なんてことをしちゃったんだろう。富士岡君なら、どう答えるか決まってるじゃない。あれは私が……私が忘れてほしくなくて……）

　思えば思うほど瑠璃の胸が苦しくなる。

（――きっと、大丈夫だよね。富士岡君はエッチだけど、女の子には優しい人だから、ぴったりのかわいい彼女がみつかるよね。富士岡君もいつか私のことを忘れて、人間の女の子と恋をして……幸せになるの。だからここには……来ないで。会いに来るなんて言わないで……早くあきらめて……）

　瑠璃の体は小刻みに震え始めた。止めたくても止まらない。頭の中は藤とう紫し郎ろうと過ごした日々でいっぱいだ。

　握った手の感触が記憶と一緒によみがえってくる。大きくてがっちりとした、男の子の手だった。抱きしめられた時の力強さと、守られているという安心感が懐かしい。もう、二度とそうしてもらえないのだと思うと、瑠璃は心にぽっかり穴が空いたような飢餓感と喪失感で、死んでしまいたくなった。

　死ぬことすらも、この部屋の中にいてはかなわない。リリスの魔力によって閉じ込められるのと同時に、瑠璃はその力によって守られていた。

　空腹は感じても、ここにいるだけで瑠璃は永遠に生きていられてしまう。生かされてしまう。

（――やだよ。そんなのやだよ。本当は……本当はね……）

　藤紫郎と最後にふれあった時の、唇の感触に瑠璃の顔は赤くなった。

　最後のキス。

　それは藤紫郎からリビドーを吸収する手段ではなく、一人の女の子として、好きな人に捧げたのだ。

　口からぽつりと言葉がこぼれた。

「富士岡君……会いたいよ」

　別れて一日もたっていないのに、もう、ずっとずっと会っていないようにすら少女には思えてきた。

「私にはもう会う権利なんて……ないのかな。富士岡君の気持ちを受け止めるのが怖くて……逃げちゃったんだものね」

　バサリバサリという翼をはためかせるような音に、瑠璃は顔を上げた。

　窓の外に見た顔の悪魔の少女が空中浮遊している。

　影の悪魔――ルシエだった。

「何か用なの？」

　ゆっくりと立ち上がりながら、力なく呟つぶやく。ルシエが何をしにきたのか瑠る璃りには見当もつかない。

「瑠璃様……」

「助けてくれるわけないわよね。貴方あなたはお母さんの部下なんだし」

「残念ながら私の力ではお助けできないのです」

「じゃあ、話し相手になりにきてくれたの？」

　ルシエは首を左右に振った。

「私は瑠璃様につこうと思ったのです」

「え？」

「リリス様は悪魔使いが荒いのです。裏切ろうかと思いまして」

「そんなこと言われても……信じられないわよ」

「私にはその……富ふ士じ岡おか藤とう紫し郎ろうと、瑠璃様の……イチャイチャが必要なのです」

　ルシエは大まじめに告げた。

「な、なななななんで？　どうしてよ？」

「ずっと陰から監視していて、すごくやきもきして……興奮することも多くて……もう、それが見られないと思うとすっかり欲求不満になってしまったのです！」

「貴方、自分で何を言っているのかわかってるの!?　人の恋愛をふしだらなことに利用しないで！」

「それは人間的な感性なのです。悪魔なら喜んでハァハァされるべきなのです」

「嫌よ！　それに富士岡君には私の方からさよならを言っちゃったのよ」

「本当に良いのですか？　このまま閉じ込められっぱなしで」

「……それも……嫌よ……嫌！　このままなんて……けど……」

「では、私が彼を説得してくるのです」

　ルシエは窓の外でひゅんっと宙返りをしてみせた。

「ちょ、ちょっと待って！　もう富士岡君を悪魔のごたごたに巻き込みたくないの！」

「瑠璃様は自分の欲望にもっと素直になるべきなのです。これが最後のチャンスなのです」

　瑠璃はうつむいてしまった。

「どうするのですか？」

「あ、会いたいなんて思ってないけど……貴方が勝手にやろうとしても、私には止めようがないの！」

「では契約なのです。報ほう酬しゆうは富士岡藤紫郎とのよりが戻ったら、こっそり監視させてもらう権利なのです」

「うう……仕方ないわね。でも無む理り矢や理り、富ふ士じ岡おか君を説得するようなまねはしないで」

「それは杞き憂ゆうというものでは？　ともあれ契約成立。では、行ってまいります瑠る璃り様」

　一度敬礼すると、ルシエは翼を羽ばたかせて塔から離れていった。

　窓際に立って瑠璃はため息をつく。

「これでよかったのかな。も、もし富士岡君が悪魔界に来ちゃったら……ああもう、なんで私、こんなに流されっぱなしなのよ」

　瑠璃は膝ひざを抱え込んで床にぺたりと座る。

　ぐうううう。と、瑠璃のお腹なかの虫は自己主張した。

「こんな時に……こんな時でも……変なの」

　誰だれも居ないとはいえ、お腹が鳴った恥ずかしさで瑠璃は顔を赤らめた。先ほどまではなんとも思っていなかったのだが、人間らしい空腹を感じるのが、今の少女には少しだけうれしく思えるのだった。



    

  
    
      

４．会いに行けないなら他に方法はありませんか？



　翌朝、まだ日が上る前の薄暗い街を、藤とう紫し郎ろうは自転車で颯さつ爽そうと駆け抜けた。

　目指すは瑠璃のお屋敷だ。住宅街を抜けて、のどかな田園地帯を通り、森を抜ける私道に出る。だんだんと周囲が明るくなってくる中、藤紫郎は必死にペダルをこいだ。

　どうしていいのかわからなかった。

　一晩中、瑠璃のことを考えて、考えて考えて考え抜いて……それでも明確な答えは出ない。瑠璃が家族と暮らせること自体は、むしろ喜ばしい事なのだ。

　それでも藤紫郎はあきらめきれない。

　舗装された林道を自転車で走る。日の出とともに蝉たちの合唱が始まった。

　ぼたぼたと額から大粒の汗がこぼれ落ちる。それをぬぐうこともせず、藤紫郎はペダルを蹴けるように力を込めて加速した。

　すっかり空が明るくなった。以前、夜の闇やみの中を走った時とは、まるで別の森のようだ。森の中を全力で走って走って……洋館の敷地にたどり着くと、自転車をきちんと止めず、放ほうり出すようにして藤紫郎は玄関めがけて駆けていった。

　そして、唖あ然ぜんとなる。

（――こんなのっていくらなんでも……ない……だろ？）

　洋館そのものは健在だ。

　だが、窓にカーテンがかかっていない。外からでも建物の中が丸見えで、藤とう紫し郎ろうは余計にへこむことになった。

　家具の類たぐいが一切合切、屋敷の中から消えている。

　夜逃げをするにしても痕こん跡せきくらいは残りそうなものだが、まるで新築の家のように綺き麗れいさっぱり、モノがなくなっていた。

「……先輩……本当に……行っちまったんだ」

　正面玄関をノックしてみる。何度も何度も……蝉せみ時雨しぐれに負けないように少年は獅子の彫刻がされた叩たたき金を打ち鳴らした。

　屋敷の中からはなんの反応もない。藤紫郎はたまらずドアを開けようとした。

　扉はずしんと重く、鍵はしっかりとかかっている。

　びくともしない。

「誰だれかいませんか！」

　先輩でなくても、不動産管理会社の人が偶然いれば、この屋敷を誰がどう引き払って、次にどこに行ったのかもわかるかもしれない。

「誰か！　誰でもいいんで返事をして……くれよ」

　こんな朝っぱらに管理会社の人間がいるわけなどない。ましてや瑠る璃りの引っ越し先は、こちらの世界ではなく悪魔界なのだ。行き先を知っている人間なんて、いるわけがないのに……。

　わかっていても、藤紫郎はそんな奇跡的なゼロに限りなく近い可能性にすがるしかない。

「頼むから……誰か……」

　重い扉は沈黙を保ち、ついに開くことはなかった。

「表がだめなら裏があるさ！」

　自分を鼓舞するように藤紫郎は吠ほえた。

　その足で玄関から裏手に回ると、藤紫郎は庭をぐるりと見渡した。よく手入れがされていたバラ園のバラも、もとからそこには何もなかったかのように消えている。

　庭園までもが無かったことにされていた。

　風が吹き抜けていく。

　何もない、草原のような庭を。

　そこは少年の心の中と同じように空っぽだ。

「はははは……最初から何も無かったみたいじゃないか」

　藤紫郎は庭の芝生に寝そべった。洋館も芝生も綺麗なものだ。

　独り言とわかっていながら、声に出さずにはいられない。

「先輩とは、最初から出会ってなかったのか？　瑠る璃り先輩なんてすてきな人は、元々この世界に存在しなかったんだ。俺おれの妄想だったんだ！　そうだそうに違いない！　でなきゃあんまりだ！　俺の考えた最強の彼女だったんだよ！」

　雲一つ無い青空が視界に広がっている。少年は笑いながら泣いていた。

　瑠璃はもういない。

　まるで、最初から存在していなかったように。

「夏休みが終われば、みんな瑠璃先輩なんていなかったって思うようになるのか。俺だけしか覚えていない。俺しか知らない……。あぁ、妄想よりもたちが悪いっつーの……」

　鼻をひくつかせてみると、ほんのかすかにだけ瑠璃の残り香がした……ような気がした。それも夏の湿った風がかき消してしまう。

「情けねぇ。情けねぇよ俺……先輩がいないって現実を目まの当あたりにしたら、こんなに辛つらくなるなんて」

　少年は瑠璃との出会いを思い出す。折れてしまいそうな心に添え木をするように、瑠璃との絆きずなをもう一度、自分に言い聞かせるために、藤とう紫し郎ろうは記憶をさかのぼる。

　春に出会ったばかりで、短いながらも濃厚な毎日がよみがえる。

　入学式がすべての始まりだ。

　生徒会長として新入生に挨拶をした凛り々りしい姿が、藤紫郎にはまぶしかった。

　いきなり告白して、玉ぎよく砕さいして、それでもあきらめきれなくて……学校の図書室で藤紫郎は悪魔召喚マニュアルを見つけてしまったのだ。

　悪魔の力を借りてでも瑠璃に振り向いてもらいたい。

「その悪魔が瑠璃先輩だったんだよな。これは運命だ」

　運命という言葉が少年には実にしっくりくる。

　藤紫郎には瑠璃しかいないのだ。

　瑠璃は藤紫郎が「淫いん魔まの力に魅了されている」という。だが、他の男子たちには瑠璃の魅了の影響は出ていない。藤紫郎にだけ影響が出ているというのなら、藤紫郎は瑠璃にとって特別なのだ。

「俺には瑠璃先輩が必要で、瑠璃先輩には俺が必要なんだ。これまでずっとそうだった。これからだって、ずっとずっとそうなんだ！」

　瑠璃と一緒に悪魔を探したり、旅行に行ったりデートをしたり、一緒に過ごした時間は藤紫郎にとってかけがえのない宝物だ。

　それも時間とともに、輝きを失って過去へと流されていく。

「過去になんてさせない。させてたまるかよ！　先輩を振り向かせて、手をつないで引き寄せて抱きしめて……まだまだその先だってあるんだからな！」

　恥ずかしい独り言を空に向かって吠ほえながら、少年は腕で涙をぬぐう。

「俺おれは欲深いんだ。自分の欲望に忠実なんだ。だから……ごめん先輩。俺は……」

　瑠る璃りの幸せを……家族で暮らせるようになったという状況を……たとえぶちこわしてでも、瑠璃に会いたい。会ってちゃんと伝えたいことがある。

　藤とう紫し郎ろうはゆっくりと体を起こした。

「今ので全部、俺の弱さは出し切った。あとは強い自分が残ってるだけだ。先輩を迎えに行くんだ……でも、どうやって？」

　思わず自分の独り言に少年はツッコミを入れてしまった。

　瑠璃への思いの再確認と気持ちの整理はできたのだが、肝心の実行計画については白紙も同然だ。

　少年は瑠璃が自分の部屋にやってきた時のことを、もう一度念入りに反はん芻すうする。

　一度振られて絶望したけれど、あきらめずに会いたいと念じた藤紫郎の想おもいが、瑠璃ともう一度、出会いをやり直させてくれた。

　今の状況と、どこか通じるものを少年は感じる。

「あの夜……瑠璃先輩が淫いん魔まとして俺の家に召喚されたんだ。淫魔な先輩の姿ときたら、なんともエッチでけしからん！　って、それも重要だけど、そこじゃない。先輩がうちにやってきたきっかけは……やっぱりあの黒い本なんだよッ!!」

　生徒会長の瑠璃と出会ったきっかけが入学式なら、淫魔の瑠璃との出会いのきっかけは、図書室で見つけた悪魔召喚マニュアルだ。

「もう一度……探してみるか！」

　他に手段は思い浮かばない。少年は立ち上がると、いてもたってもいられず、屋敷の玄関先に放ほうり出した自転車向けて走りだした。



　市内にはいくつか図書館がある。藤紫郎がまず最初に目をつけたのは中央図書館だった。蔵書数の多さから、自然とそちらに足が向いたのだ。

　悪魔や呪じゆ術じゆつ、魔術、オカルトに超自然現象などの本が並ぶ、いかがわしいコーナーに藤紫郎はやってくる。

　じっと目をこらして、棚を順番に探す藤紫郎……から五メートルほどの物陰に、三人の少女の姿があった。

「お兄ちゃん、何を探してるんだろ？」

　藤紫郎が夜も明けきらないうちから行動を開始したため、追跡に一度は失敗したのだが……なんとか粘着捜査網の力を駆使して、胡桃くるみは藤紫郎の居場所を探し当てた。

　目的はもちろん、藤紫郎への闇やみ討ち（性的な意味を含む）だ。

　だが、そんなハンターである胡桃自身も、相変わらず狙ねらわれていた。

　藤紫郎を探す胡桃を追跡し、胡桃に有無も言わせず合流してきた最強ハンター――静しず流るが小さくうなずく。

「そういえば、僕が最初に変態お兄さんに会ったのは、学校の図書室だったんだよね」

「え？　な、なんで!?　胡桃くるみとお兄ちゃんが運命の絆きずなで結ばれたのも図書室だよ？」

　少し声のトーンが強くなった胡桃に、真ま森もりがしーっと人指し指を口元に当ててみせた。ちなみに「仲間はずれはかわいそうだから」と、真森をこの場に呼んだのは静しず流るである。

「声が大きいです。けど……振られた翌日に一人で図書館なんて、怪しいです」

　胡桃が素すっ頓とん狂きような声をあげた。

「ええッ!?　振られたって、誰だれが誰に？　もしかして豚がお兄ちゃんに身分不相応な告白をしたの？　雌めす豚ぶたとして飼って欲しいとか言ったんでしょ？」

「そんなこと言った覚えないです」

　反論しながら真森は失敗した！　と、気づいた。胡桃は藤とう紫し郎ろうと瑠る璃りがどうなっているのか、知らないのだ。

　静流が尋たずねる。

「もしかして、変態お兄さんが瑠璃さんに告白して、振られたのかい？」

「確定情報じゃないです。ただ……そんな雰囲気を、昨日の夜に藤紫郎くんが醸かもし出してたんです」

　胡桃が首をぶんぶんとオーバーアクション気味に左右させる。

「そんなわけないもん！　お兄ちゃんが瑠璃お姉ちゃんに振られるわけないもん！」

　すっかりヒートアップする三人の前に、藤紫郎はぬぼーっと立っていた。真森が気まずそうにうつむき、視線をそらす。

「なにやってんだ三人集まって」

　尾行がばれて悪びれるでもなく、胡桃が藤紫郎に泣きついた。

「嘘うそって言ってよお兄ちゃん！　瑠璃お姉ちゃんとお兄ちゃんが別れたら、胡桃は全然興奮の絶頂に至れないよ！」

　藤紫郎は肩を落とした。

「そりゃ残念だったな」

「お兄ちゃん酷ひどい！　おざなりすぎだよ！　普段ならもっと胡桃をぐいぐい奥までツッコミまくって、かたい蕾つぼみがほぐれてお兄ちゃんの形に調教されちゃうのに！」

「……ハァ」

　やる気のない藤紫郎に胡桃はその場にへたり込んだ。

「嘘……だよね？　お兄ちゃん、凹へこみすぎだよ」

　胡桃の元気がなくなると、静流もどこか辛つらそうな表情になった。

「胡桃さんがこんなにハッスルしているのに、変態お兄さんが変態じゃなくてどうするんだい？　胡桃さんが可哀かわい想そうだ」

　藤とう紫し郎ろうは首を横に振る。

「胡桃くるみはおとなしい方がいいだろ」

　真ま森もりがそっと顔を上げた。

「確かに胡桃さんの件に関してはその通りですけど、どうしちゃったんですか藤紫郎くん？　もしかして……もう一度告白するために、恋愛ハウツー自己啓発本でも探してるんですか？」

　藤紫郎は再び、力なく首を振る。

「俺おれは瑠る璃り先輩に一度、振られてるんだ。けど、振られたくらいじゃへこたれない……へこたれてる場合じゃないって、気づいたんだ」

「じゃあもう一度瑠璃にアタックするんですか？」

「もちろんだ。けど……」

　藤紫郎は次の言葉が出せずにいた。

　夏休み明けから瑠璃がいなくなって、自分以外の誰だれもが瑠璃の事を忘れてしまう。それは大だい淫いん魔まリリスによって実行されるため、瑠璃ですら止めようがない。

　悪魔が記憶を改かい竄ざんする場面に、藤紫郎は何度か立ち会っている。瑠璃の完全上位互換的な存在である大淫魔なら、瑠璃に関かかわった藤紫郎以外のすべての人たちから、その存在の記憶を痕こん跡せきも残さず、綺き麗れいさっぱり消してしまうだろう。

　この街に残っている瑠璃の足跡も、生徒会長としてがんばってきた実績も、思い出も、何もかも。

　胡桃ががばっと立ち上がると、藤紫郎の脇の下に顔を埋うずめてきた。

「くんくん……この臭におい、隠し事をしてる臭いだ」

「なん……だと」

　看かん破ぱされてうろたえる藤紫郎から、ぴょいっと離れて胡桃がぺろりと舌を出す。

「鎌かま掛けたらひっかかったぁ♪　お兄ちゃんってば単純なんだから」

　静しず流るが半歩、にじり寄る。

「隠し事をするのはよくないことだよ。変態なだけならまだしも、嘘うそつきなんて人としてどうかと思うんだ」

　胡桃が無表情になって呟つぶやいた。

「お前が言うな巨人族。昨日だってホテルに連れ込まれそうになって危なかったし」

「違うよ胡桃さん。一泊じゃなくて休憩だよ。追いかけっこをして疲れたし、それに汗もかいたからね。ちょうどシャワーを浴びることができる施設があっただけのことさ」

　真森が不機嫌そうに藤紫郎を見据えた。

「この二人はともかく……唯一まともなわたしにも、ちゃんと事情を話してくれないんですか？」

　ペロペロをおねだりしてしまうことがあるのだが、真ま森もりは自称「まとも」だ。

　藤とう紫し郎ろうは観念した。

「瑠る璃り先輩……家族の都合で悪魔界で暮らすことになったんだ」

　瞬間、三人の少女が目を見開いた。胡桃くるみが一番に反応する。

「じゃあお姉ちゃんはどうなるの？　悪魔界って遠いの？　学校にはちゃんとくるんでしょ？」

「もう、戻ってこないんだ。昨日は先輩の方から俺おれをデートに誘ってくれて……でも、あれはさよならを言いに来た……そういうデートだったんだ」

　真森が目尻をつり上げた。

「なんで引き留めなかったんですか!?」

「瑠璃先輩のお父さんが見つかったらしいんです黒くろ川かわ先輩。バラバラだった家族がもう一度一緒に暮らせるって……邪魔しちゃいけないって……あの時……思っちゃって。俺がバカでした。無む理り矢や理りにでも引き留めるべきでした」

　瑠璃にリビドーを吸われて足腰立たなくさせられた。だから仕方なかった……とは、藤紫郎は思わない。それでも止めるべきだった。「行くな！」という声の一つも絞り出せない自分が少年には情けない。

　一方で、真森も考え込んでいた。

「藤紫郎くんを責められませんね。家族のことに口だししないほうがいいって、言ったのわたしなんですから」

　瑠璃が家族と暮らすことを、自分で選んだというのなら……真森も文句は言えなかった。

　藤紫郎と真森が沈黙したところで、静しず流るが尋たずねる。

「それで、変態お兄さんは図書館で何をしてたんだい？」

「俺が先輩の犬になるって契約したのも、そもそもきっかけは、ある本を見つけたからなんだ。学校の図書室にあったんだけど……」

　道の都合で中央図書館が先になったのだが、図書室ももちろん探す予定だった。一刻も早く会いたいと思いながらも、藤紫郎は図書室に行くのが怖い。

　そこに悪魔召喚マニュアルがなければ、八方ふさがりだ。

　静流が確認するように聞き直す。

「見つかったのかい？」

「ま、まだ……それらしい本は無いんだ。いや、きっとある！　必ず見つけ出す！」

　静流は顎あご先さきを指でつまむようにしながら呟つぶやいた。

「もしかして……あの時のエア読書が……いや……でも」

　胡桃が目を輝かせた。

「どうしたの静流？　みんながいる前でダイナミック独り言？　ついに壊れたの？　壊れたおかげでロリコン病治った？」

「僕の気のせいかもしれないけれど、その本はきっと……目に見えない本なんだろうね」

　藤とう紫し郎ろうは一度首を傾かしげてから、ふと気づいた。

「そういえば、瑠る璃り先輩を召喚したあと……なくなっちまったんだ」

「きっと変態お兄さんが瑠璃さんの力と相性がぴったりだったから、その本は存在したんじゃないかな？　僕と胡桃くるみさんのようにね」

「うううう！　ないから！　絶対ないから相性いいとか！　むしろ胡桃の場合、お兄ちゃんとの身体からだの相性はばっちりだと思うよ♪」

　藤紫郎は苦笑いだ。自分のことでいっぱいいっぱいすぎて、ツッコミに行く気力がない。

「あっちゃー。お兄ちゃんってば相当重症。かくいう胡桃も瑠璃お姉ちゃんの不在はショックすぎるよ」

　真ま森もりが眼鏡のフレームを中指で軽く押し上げた。

「もう一度、瑠璃を淫いん魔まとして召喚するつもりだったんですね」

「他に方法が思い浮かばなくて……」

　胡桃がぴょんっと跳ねた。

「じゃあ胡桃とエロエロなことしようお兄ちゃん！　二人で泥沼のエロスにはまり込めば、リビドーがふくれあがって瑠璃お姉ちゃんも出てくるよ！」

　静しず流るが珍しくため息をつく。

「欲求不満が解消されたらリビドーも消えるんじゃないかな？　僕はおあずけをされすぎていて、すっかり心のスティックが鉄よりも硬く、溶岩よりも熱くなってるよ」

　胡桃は静流を無視して藤紫郎に抱きついた。

「お兄ちゃん！　胡桃を滅め茶ちや苦く茶ちやにして！」

　真森が胡桃を羽は交がい締じめにして、藤紫郎から引っぺがす。

「図書館でなにやってるんですか。もう手遅れですけど少しは自重してください。あの……藤紫郎くんは……本気なんですよね？　瑠璃のこと」

「俺おれの力じゃ瑠璃先輩を連れ戻すことはできないかもしれない。けど、もう一度だけでいいから……会って言わなきゃならないことがあるんだ」

　藤紫郎は真剣だった。

　真森は困ったように眉まゆを八の字にさせる。

「決意は固いんですね」

　藤紫郎は黙ってうなずいた。真森は軽く肩をすくめさせる。

「じゃあ、わたしも本探し……手伝います。瑠璃と仲直り……まだ、ちゃんと納得いくまではできてないですから。それに藤紫郎くんにだけさよならを言うなんて、瑠璃は勝手です。きちんとクレームをつけてやりますから」

　友達として、瑠る璃りに言いたいことがある。そんな雰囲気だ。

「でも、もしかしたら危険かもしれないんですよ？」

「何が危険なんですか？　藤とう紫し郎ろうくんの存在以上に危険なことなんてあるんですか？」

「俺おれの存在そのものを危険扱いせんでください！　実際、どうなるかわからないんです。悪魔召喚マニュアルを見つけられたとしても、もしかしたら瑠璃先輩じゃない悪魔を召喚しちゃうかもしれませんし……」

「その時は藤紫郎くんが責任を持って倒してください」

「そんなむちゃくちゃな……」

「ともかくわたしも手伝います！　藤紫郎くんに拒否権はありません。先輩命令です」

　これ以上は藤紫郎がどう説得しようとも、真ま森もりはてこでも動きそうにない。

　トントンと、藤紫郎の肩が指でつつくようにたたかれた。呼ばれて藤紫郎が向き直ると、静しず流るが笑顔になる。

「僕にも手伝わせてほしいな」

「え？　でも、静流さんは……」

　真森の場合は瑠璃とは中学時代からのつきあいもあるのだが、どちらかといえば静流と瑠璃は顔見知り以上友達未満か、ぎりぎり友達といった距離感だ。

　そんな静流は笑顔のまま藤紫郎に告げた。

「瑠璃さんと変態お兄さんが一緒にいないと、胡桃くるみさんが悲しむからね」

　静流は愛する胡桃のために、一肌脱ごうというのだ。さらに静流は付け加えた。

「それに、僕は美少女が好きだから……せっかくハーレムな環境なのに、それを壊させるわけにはいかないよ。男として」

「いや静流さん女の子でしょ！　それに、一見ハーレム風味な環境にひゃっほうしてるのはむしろ俺っていうか……」

「いいんだよ。変態お兄さんは僕のハーレムでは子犬ポジションなんだから」

（――組み込まれてる！　むしろ俺が攻略対象になってたのか!?）

　末恐ろしい静流の思考に藤紫郎は圧倒された。棒立ちになった藤紫郎のシャツの裾を、小さな手がくいくいと引っ張る。

　胡桃だった。

「胡桃も探すから！　粘着ストーカーネットワークが全勢力をもって探すから！」

　涙目だ。

「まあ、胡桃はそういうだろうな。いや、理由は言わなくていいぞ」

「やっぱりお兄ちゃんとは以心伝心だね！　抱いて！」

「抱くかッ！」

　スパン！　と、藤紫郎が胡桃の後頭部をはたいた瞬間、まるでタイミングを計っていたかのように、オカルト系書籍の本棚の向こうから少女が姿を現した。

　見覚えのある顔に、藤とう紫し郎ろうはすかさず身構えて首輪に指を添える。

「待ってほしいのです。戦いに来たのではありません」

　それが、影の悪魔ルシエの第一声だった。



　藤紫郎たちは図書館の休憩所に場所を移した。飲食可能なスペースで、テーブルがいくつか用意されている。その一つを占拠して藤紫郎が確認した。

「瑠る璃り先輩に会わせてくれるのか？」

　お誕生日席に座ったルシエはぽつりと呟つぶやく。

「会えるかどうかは、貴方あなた次第なのです」

「俺おれ次第？」

「はい。瑠璃様の現状は先ほどお話しした通り。大だい淫いん魔まにとらわれの身なのです。父君が見つかったと嘘うそをつかれていたのです」

　藤紫郎の瞳はまだ警戒の色が濃厚だ。

「俺と瑠璃先輩に襲いかかっておいて、お前の話を信じろっていうのか？」

「信じるかどうかも貴方次第なのです」

　真ま森もりも胡桃くるみも静しず流るも、黙って二人のやりとりを聞いていた。

　改めて、藤紫郎はじっとルシエを見据える。

「確かに俺はもうこれ以上失うものはないんだ。瑠璃先輩に会える可能性があるなら、どんなに分ぶの悪い賭けにだって出る。けど、ルシエはなんで俺に協力しようと思ったんだ？」

　ルシエの頬ほおが紅潮した。

「そ、そそそそれは私が……」

「お前が……なんだ？」

「私が貴方に……瑠璃様を助けて欲しいとおもっているのです。二人はお似合いのカップルさんなのです」

　言われた藤紫郎のほうが赤面した。

「あ、あ……ありがとう」

　思わず出た言葉がこれである。藤紫郎は言ってから恥ずかしくなって頭を抱えた。

　胡桃が我慢仕切れずに吠ほえる。

「そんなのおかしいよ！　いくらお似合いだって思っても、自分に得がないのに、自分の立場を危うくするような危険な行動ってできるの？」

　真森もうなずいた。

「瑠璃のお母さんってすごい悪魔なんですよね？　裏切るデメリットを上回るメリットを正直に話してください」

　ルシエは立ち上がった。そのまま胡桃くるみの横に移動すると、そっと耳元でささやく。胡桃は最初驚いたのだが、次第にうんうんとうなずき、最後にはルシエと固く熱い握手をかわした。

「お兄ちゃん！　この悪魔は信用できるよ！」

「余計に怪しく感じるんだが」

「だって、瑠る璃りお姉ちゃんとお兄ちゃんのことをストーキングして、いろいろ妄想して興奮を覚えるタイプなんだよ！」

「お前と同じなのか!?」

「違うよぉ。胡桃はさらに参加するところまで込みだからね。ルシエはそっと見守りながら興奮するタイプのストーカーみたい♪　胡桃が動のストーカーなら、さしずめ静のストーカーだね」

　耳打ちしたのに暴露されて、ルシエの顔が真っ赤にゆであがった。

　真ま森もりがため息とともに肩をすくめる。沈黙を守っていた静しず流るはというと……。

「自分の欲望に素直なんだね」

　ルシエが大だい淫いん魔まを裏切った理由に、妙に肯定的だ。

　藤とう紫し郎ろうが座ったまま腕組みする。

「俺おれと瑠璃先輩を……そういう風に見てたんだな？」

「最初は仕事だったのです。だけど、二人の関係を見ていると体の芯がほてってきて……瑠璃様の洋館でのあの夜のぺろぺろは、未いまだに……はうぅ」

　ルシエは妄想に浸りながら、軽く全身を痙けい攣れんさせた。ビクビクンっとなってから、妙に満ち足りた表情で続ける。

「たまらないのです」

　すかさず胡桃が声をあげた。

「妄想だけでいっちゃったんだね？　お兄ちゃん！　ルシエはかなりの使い手だよ！」

「なんの使い手だ！　いや、説明はいらん。ともかく、俺に協力するのは、俺と瑠璃先輩の関係をもっと見守っていたいから……でいいんだな？」

　ルシエはコクコクと首を縦に振った。藤紫郎も立ち上がる。

「よし。俺はお前を信じる。というか、罠わなだったとしても、他にどうすることもできん。信じるしかないんだ。だからその……よく俺の前に姿を現してくれたな。感謝するぜ」

「では一緒に来てくださるのですか？」

「当然だ。まず、何をすればいい？」

「準備は不要なのです。人間にできる準備といえば、せいぜい心の準備だけなのです」

「そうか。ならもうばっちりだ」

　胡桃と静流が同時に立ち上がった。

「お兄ちゃん、瑠る璃りお姉ちゃんに会いにいくんだね？　じゃあ胡桃くるみも行くよ！」

「僕も参加するよ。胡桃さんを守ってあげないとね」

　藤とう紫し郎ろうは首を横に振った。

「悪魔界がどんな危険なところかわからないんだぞ？　行くのは俺おれだけでいい」

　真ま森もりもゆっくり立ち上がる。

「本気ですか藤紫郎くん？」

「本探しなら手伝ってもらえますけど、さすがに悪魔界にまでつきあわせるわけにはいきません。俺一人で行きます。だから黒くろ川かわ先輩は俺と瑠璃先輩が戻るのを待って……」

　真森がびしっと藤紫郎の顔を指さした。

「瑠璃に会いたいのは藤紫郎くんだけじゃありません。わたしも行きます」

　藤紫郎は困ったようにルシエを見つめた。

「定員オーバーはないのです。それに、普通の人間なら悪魔界ではすぐに悪魔にやられてしまうのですが……」

　ルシエが三人の少女を見回した。

「この三人なら……きっと……」

「きっとなんなんだ？」

「ともかく、大丈夫だと思うのです。では善は急げなのです。もし行くつもりがあるなら、この手を握ってほしいのです」

　ルシエがそっと藤紫郎に手をさしのべた。

「ちなみに、大だい淫いん魔まを倒せなければ片道切符なのです」

「かまわない。俺は……瑠璃先輩に会いたい！」

　藤紫郎がルシエの手を握った。すると、藤紫郎の反対側の手を胡桃が握る。

「お兄ちゃんと胡桃は一いち蓮れん托たく生しようだよ！」

「じゃあ僕も……胡桃さんと……ね？」

　胡桃の手を静しず流るが握る。胡桃がぶんぶん腕をふりまわしても、静流の手は外れなかった。

「わ、わたしも行きます！」

　静流の空いている手を真森が握った。そして、残った真森の手とルシエの手が触れあう。全員がひとつなぎになったところで、ルシエがうなずいた。

「では、悪魔界に行くのです」

　瞬間、藤紫郎たちの姿は忽こつ然ぜんとその場から消失する。

　周囲にいた図書館の利用者たちは、人が消えたことになんの疑問も抱いだいていない。藤紫郎たちが消えるのと同時に、そこに藤紫郎たちがいたという記憶もルシエの力によって消されてしまっていた。



　灰色の雲が空に蓋ふたをして、どこまでも重くのしかかっている。

　藤とう紫し郎ろうの目の前には門があった。両開きの鉄扉だ。そしてどこまでも続くのではないかと錯覚するほど長大な、背の高い石壁が鉄扉の左右に連なっていた。

　藤紫郎はぼんやりつぶやく。

「ここが……悪魔界なのか？」

　つないだ手を離してルシエはうなずいた。

「そうなのです」

「みんな無事か？」

　真ま森もりも胡桃くるみも静しず流るも、それぞれが周囲を見回したり空を見上げたりしていた。

　軽く深呼吸をして胡桃がほほえむ。

「なんだか空気がおいしいよお兄ちゃん！　すごくすがすがしい気分かも♪」

　藤紫郎も鼻をひくつかせた。

「そういえば……悪魔界っていうから、てっきり濃い瘴しよう気きに閉ざされてるとか、人間が五分もせずに意識を保てなくなる……みたいなものを想像してたんだけどな」

　ルシエはうなずいた。

「そういう地域もあるのですが、門の先は大だい淫いん魔まの居城なのです。この周辺一帯がリリスちゃんの勢力圏なので、普通の人間ならその……五分とたたずに発情しているところなのです」

　真森が首をかしげた。その表情が焦り気味だ。

「ふ、普通のわたしが影響を受けないなんて、お、おおおお、おかしいです。ああ、なんだか言われてみればそこはかとなく、体がほてって熱っぽいような……」

　藤紫郎にもたれかかろうとした真森を、胡桃が素早くブロックした。

「はいはい雌めす豚ぶた根性丸出しだね。それにお兄ちゃん！　胡桃は万年発情期だから悪魔界じゃなくても、路上でもトイレの個室の中でも、いつでもどこでも何度でもオッケーだよ！」

　静流がうなずいた。

「大自然の息吹を感じながら、生まれたままの姿で愛し合おう胡桃さん」

「お断りだから！　巨女退散！」

　胡桃が手を組んで祈るようなポーズをした瞬間、抱きつこうとした静流の足が止まった。驚いたような表情で静流が口を開く。

「すごいね胡桃さん。いつの間にそんな力に開かい眼げんしたんだい？」

　腕力では男の藤紫郎ですらねじ伏せる静流が、足を踏ん張っているにもかかわらず胡桃には近づけないでいる。藤紫郎は唸うなった。

「どういうことなんだルシエ？」

「悪魔界ではリビドーの強さが力として発現するのです。リリスちゃんが悪魔界でも実力者なのは、そのリビドーが強力だからなのです」

　胡桃くるみのツインテールがゆっさりと揺れた。

「じゃあ、今なら静しず流るをやっつけられるんだね！」

　静流のポニーテールが風もないのにふわりと浮き上がる。

「つまり、僕にも力があるってことだよね」

（――即座に覚かく醒せいし返した！）

　二人の「抱きたい」「抱かれたくない」という相反するリビドーがぶつかり合った。一瞬の突風が渦を巻いて二人を包み込み、近くに立っていた藤とう紫し郎ろうを吹き飛ばす。

「うおわああ！　二人とも落ち着いて！　今は仲間同士で争ってる場合じゃないんだ」

　真ま森もりもそれに同調した。

「そうです。そういうことは瑠る璃りを見つけてから、人に迷惑がかからないところで勝手にやってください」

　静流はあっさり引き下がった。

「そうだったね。胡桃さんに、僕の中にそびえ立つ『心の男の子タワー』を突き立てるのは、ここでなくてもできることだし」

「フー！　フシャアアアアアアアア！」

　胡桃が威い嚇かくする猫のように牙きばをむいた。

　悪魔界では二人のパワーバランスは釣り合いがとれているが、人間界に戻れば捕食者と獲物の関係に逆戻りだ。静流からすれば無理に今、仕掛ける必要はなかった。

　藤紫郎の視線が真森に向いた。真森が恥ずかしそうに顔を赤らめる。

「わたしにはそんな力なんてないですから。期待しないでください！」

「いや、俺おれは黒くろ川かわ先輩が一番爆発力があるような気がするんだが」

「そんなことないです絶対ないです！　ほら、早く瑠璃を助けに行きましょう！」

　藤紫郎はうなずいた。

「ルシエ。案内を頼む」

「道案内は簡単なのですが……」

　ルシエが鉄扉に触れると、それは雪が溶けるように消えてしまった。

　門の向こう側には鬱うつ蒼そうと木々が生い茂っている。そして、門からはまっすぐ森を貫くように道が続いた。視線のずっと先が暗い森の陰に飲まれて消える。

　森の中につづく道。それは瑠璃の屋敷までの道と、どことなく似ていた。

　ルシエがじっと道の向こうを見据えて告げる。

「左右の森に迷い込めば、二度と戻ってはこられないのです。この道をひたすら直進するのです」

　藤紫郎がほっと息を吐く。

「なんだ、案外簡単じゃないか」

「そうはいかないのです。この先には門番として雇われた悪魔が待ち受けているのです」

「そいつらを倒せばいいんだな？」

　藤とう紫し郎ろうは走り出した。体が軽く、まるで体重が消えたように感じられる。あまりに簡単に、しかも自転車よりも速く走れるため、不安になって後ろを振り返った。

「おっとっと、ごめん。なんか体が軽くてダッシュしちまっ……うおわ！」

　藤紫郎を軽くぶっちぎる速さで、胡桃くるみと静しず流るが追い抜いていく。真ま森もりも口では「普通」と言っておきながら、大きな胸を上下させつつも人間離れしたスピードで走っていた。

「早く来ないとおいていきますよ藤紫郎くん？」

「お、おう！」

　藤紫郎も再び駆け足になった。四人に先んじるようにルシエが低空を飛ぶ。

　ただただまっすぐな道だ。どこかで曲がったり迷うことのない直線をひた走る。左右の森の景色が流れていった。

　数分で藤紫郎たちは森の第一エリアの終点にたどり着く。そこは野球場ほどの広場になっていた。マウンドのあるあたりに人影がたっている。

　カメレオン男だ。は虫類の顔に緑色の硬そうな皮膚をしていた。両目がそれぞれ独立して動く様は異様そのものだ。

　ルシエがカメレオン男を指さす。

「あれが第一の門番。幻惑のリジョンなのです」

　さっそく藤紫郎が首輪に指をかけた。

「男の悪魔にやるのは非常に不本意だが……やっつけるぞ！」

　変身しようとした藤紫郎のシャツの裾を、胡桃がくいっと引っ張った。

「お兄ちゃんストップ」

「なんだ胡桃。今の止め方、まるで瑠る璃り先輩みたいだったぞ」

「お姉ちゃんに似てるだなんて、最高の賛辞だよお兄ちゃん。ここは胡桃に任せて」

「いや、だけど……戦うなら全員で一斉にいった方がいいんじゃないか？　俺おれたちは正義の味方でもなんでもないんだし、卑ひ怯きようと言われようとも勝たなきゃならん」

　反論しようとした藤紫郎を説得したのはルシエだった。

「彼女の言うとおりなのです。一対一で戦う方が有利なのです」

「どうしてなんだ？　わかるように言ってくれ」

「よっぽど同調していないと、お互いのリビドーで消し合うことになるのです。先ほどのように」

　藤紫郎は思い出した。胡桃と静流のリビドーはぶつかり合ってしまうのだ。そうなると力は倍どころか半減してしまう。

　カメレオン男――リジョンが一歩前に出た。

「俺おれ様の幻想に酔いたいというのは誰だれかね？　さっさとしてくれないか？　全員倒せば晴れて自由の身だ」

　悪魔の雇用形態にもいくつかバリエーションがあるようだが、この悪魔は侵入者を倒せばリリスに解放してもらえる……ということらしい。

（――自分の自由のために戦う……か。こりゃあ手加減してもらえそうにないな）

　藤とう紫し郎ろうの顔が苦虫をかみつぶしたようになった。だが、胡桃くるみは余裕の表情だ。

「じゃあ胡桃が相手してあげるよ。行ってくるねお兄ちゃん」

「お、お前、自分の力をコントロールできるのか？　つうか、リビドーの使い方とか自分の能力とか把握してないだろ？」

　胡桃が強力な武器を持っていることは間違いないのだが、それがどれだけ強力だろうと使い方を知らなければ無いも同然だ。

「こういうのは本能に従えばいいんだよ」

　胡桃が広場に向かって飛び出した。

「おい待て！　相手は悪魔なんだぞ！」

「お兄ちゃんについていくって決めたのは胡桃自身の意思だし、危険は承知してるよ」

　言われた藤紫郎は複雑な心境だ。もし胡桃に何かあれば、胡桃本人がどう言おうと、責任は「悪魔界に行く」と決めた藤紫郎自身にある。

　危ないと思ったらいつでも飛び出せるよう、藤紫郎は身構えた。

　真ま森もりも普段は喧けん嘩かばかりだが、胡桃の背中を心配そうに見つめている。

「だ、大丈夫……ですよね」

　静しず流るはといえば、どっしりと構えていた。相手からすれば憎たらしいくらいに、誰よりも落ち着き払っている。

「胡桃さんは負けないよ」

　合図もなく、すでに戦闘は開始されていた。胡桃が仕掛ける。いきなりジャンピングドロップキックだ。相手の出方など最初から考えてすらいない。

「あちょおおおおおおおおおおお！」

　甲高い声とともに、胡桃の蹴けりがリジョンの顔面にめり込んだ……かに見えた。だが、リジョンの姿は蜃しん気き楼ろうのようにゆらりと消える。

「ど、どこいった!?　逃げるなカメレオン野郎！」

　地面に着地してから胡桃はすぐさま立ち上がった。その目の前に藤紫郎がたっている。

「お、おおおおお兄ちゃん!?」

　胡桃が後方に視線を向けると、そこにあったのは……部屋の扉だった。ぐるりと胡桃の視線が一周する。悪魔界ではなく……そこは六畳間の洋室に早変わりしていた。

「あれ？　お兄ちゃんの部屋だ。どうして？　でもいっか。いつも外からしか見られなかった部屋なのに、ついに胡桃くるみはお兄ちゃんの聖域を侵したんだね！」

　そこは、普段から胡桃が望遠鏡でのぞき込んでいる藤とう紫し郎ろうの部屋だった。藤紫郎の秘密の本がどこに隠されているかも胡桃は知っている。

　目の前に立つ藤紫郎は胡桃の両肩にそっと手を置いた。

「胡桃……実は俺おれ……ずっとお前のことをこうしたかったんだ」

「お、おおおおお兄ちゃん！」

　藤紫郎に抱き寄せられるよりも早く、胡桃は藤紫郎にタックル気味に抱きついた。藤紫郎はベッドに背中から倒れ込む。ぼよんとマットレスのスプリングがしなった。

「お兄ちゃんの匂においがするベッドで、お兄ちゃんと一緒にいられるなんて胡桃幸せだよ！」

「ああ。俺もだよ胡桃。もう俺……我慢できないんだ」

　藤紫郎が胡桃の上着のボタンを外そうと手を伸ばした……時にはすでに胡桃は自分でボタンを外し始めていた。

「家族の人はいないの？」

「今日は俺一人だ」

「そっか。じゃあ胡桃がお兄ちゃんを独り占めできるんだね？」

「ああ。むしろ俺がお前を独り占めだ」

　胡桃の目尻がとろんと落ちた。口が半開きになり、じゅるりとよだれがしたたり落ちそうになる。胡桃はハァハァと呼吸を荒らげ、頬ほおを朱に染めた。

「お兄ちゃんに捧げられるなんて、胡桃は幸せすぎる妹だよ。初めてはお兄ちゃんに奪ってもらうのが、全妹の幸せだよね？」

「そうだな。胡桃の言う通りだ」

「お兄ちゃんお兄ちゃん大好き好き好きしゅきぃ……もう、我慢できない止まらないよ胡桃もう止められないんだから！　抑えきれないッ！　全部全部胡桃のぜーんぶお兄ちゃんのものにして！　お兄ちゃんの匂いを覚えさせて！　お兄ちゃんの形にはめこんでぇ！」

「あ、ああ……」

「お兄ちゃんといっしょなら胡桃堕おちちゃう！　堕ちちゃうぅぅ！」

　藤紫郎は反応できずに黙り込む。

　ブラのホックを外しかけていた胡桃の手が……ぴたりと止まった。その視線が急激に冷めていく。

「違う……こんなのお兄ちゃんじゃない」

「何を言ってるんだ胡桃？」

「こんなのお兄ちゃんじゃないって言ってるの！　こんなお兄ちゃん普通すぎるよ？」

「普通……だと？」

「幻惑でも幻想でも幻覚でもなんでもいいけど、見せてくれるんならもっと胡桃くるみが理想とするお兄ちゃん像を見せてよ！　そんなマグロっぷりじゃ、胡桃はぜんっぜん満足できないんだから！　むしろ躍り食いしたいんだから！　ぴちぴち跳ねてよお兄ちゃん！」

「いや、俺おれは幻想じゃない。本物の富ふ士じ岡おか藤とう紫し郎ろうだ」

「そういうのいいから！　黙って聞きなさい。まず、お兄ちゃんの匂においなんだけど、こんなコロンっぽいいいにおいはしないの。もっと汗とか発はつ酵こうしたチーズ感とか、しょっぱさとか酒のつまみっぽい匂いにして！　かすかに栗の花とイカをミックスしたような感じにするの！」

「それは不快じゃないか？」

「汚い方が興奮することだってあるんだから！　ほんとーに乙女心をわかってないね。だいたい妄想で二人きりっていうのも胡桃の興奮ポイントを外してるし。瑠る璃りお姉ちゃんがそばにいてくれなきゃだめなの！　基本三人で組んずほぐれつにしてくれないと、胡桃の初体験にはふさわしくないんだから！　こんなチープなシチュエーションで幻惑できてるとか……もうね、笑っちゃう。全然理想と違うし。胡桃は野外ＯＫ中で出すのもＯＫなんだよ？」

「……それが理想……だと？」

「馬鹿なの？　死ぬの？　そもそもお兄ちゃんの服装がだめ！　アウト！　そういうのお兄ちゃんに似合ってないから」



    

  
    
      



    

  
    
      　藤とう紫し郎ろうは制服の夏服姿だった。

「これが普通ではないのか？」

「お兄ちゃんに普通なんて似合わない！　まずお兄ちゃんは女の子のおぱんつを頭にかぶってるの。それでね、ブラをして、女の子おぱんつを穿はいてるんだよ？」

「そうとは知らなかった」

「それでおしりには常に栓がしてあるの。男の子の子宮とも言える部分を内部から刺激してるんだよ。だから時々、すごく興奮しちゃってその場でビクンビクンってなるの。それから乳首の感度はマックスで、衣きぬ擦ずれしただけで感じちゃうんだから」

　藤紫郎の姿は……胡桃くるみが理想とする姿に改変されていった。

「や、やめ……ろ」

「あとねー……欲を言えば、口にはボールギャグかな？」

「もごごご」

「わぁ、ようやく理想型のスタートラインって感じだね。さっきよりだいぶよくなったかも。このコーディネイトのチャームポイントは、口からはダラダラとよだれが垂れるんだけど、ギャグを噛かんでるから自分じゃ唾液の分泌を止められないとこなんだよ。そうだ！　鼻フックもしようね」

　藤紫郎の鼻が豚っ鼻になった瞬間、胡桃は軽い絶頂感を覚えた。

「ど、どうしよう。すごくかわいい！　こんなにかわいいお兄ちゃん初めてだよ。そんな姿をお姉ちゃんに見られたら恥ずかしいよねぇ」

「もがもがッ！　もごおおお！」

「うーん、外してって言ってくれたら外してあげてもいいんだけどなぁ」

「もげげー！」

「豚の言葉はわかんないよお兄ちゃん♪　やっと胡桃も本格的に興奮してきたかも。お兄ちゃんの泣きそうな顔……ゾクゾクする！　はぅううううう！」



　藤紫郎たちは広場の真ん中で、向かい合ったまま棒立ちの胡桃と悪魔リジョンの姿を、じっと見守っていた。

　ルシエの表情が軽く引きつっている。

「おいルシエ!?　あの二人はなにをやってるんだ？」

「精神世界の攻防を……いえ、これは一方的な虐殺なのです」

「胡桃がやばいのか！」

「やばすぎます！」

「今助けるぞ胡桃！」

　飛びだそうとした藤とう紫し郎ろうをルシエが制止した。

「いけません。もうちょっとで……ハァハァ……い、いきそうなのです」

　ルシエはじっと、藤紫郎たちには見えない世界を垣かい間ま見みていた。

　ばたり……と、リジョンが倒れる。まるで荒野で早撃ちの決闘をして、敗北を喫したガンマンのようだ。

「胡桃くるみが……やったのか？」

「はい。圧倒的すぎました。なぜ彼女は悪魔ではないのですか？」

　ルシエが何を見たのか藤紫郎にはわからない。ただ、とんでもないことが起こったのだけは間違いなさそうだ。

「第一の関門は突破したのです。あんなにされては、リジョンもしばらく動くことはできないのです」

「そ、そうか……ともかく胡桃が無事でよかった」

　藤紫郎が胸をなで下ろした瞬間、胡桃の体からふっと力が抜けた。それを野性的な直感で察知して、静しず流るが走り込み小さなツインテール少女の体を受け止める。

「胡桃さんしっかりして」

　胡桃は目を閉じたまま、半分口を開いてよだれを垂らしていた。

「むにゃむにゃ……お兄ちゃん、キュウリやズッキーニは甘えだよ。大根いけるよ大根……それとも米べい茄な子す？」

　駆け寄った藤紫郎の顔が青くなる。

「なんかわからんが、すごいことを言ってる気がするぞ」

　真ま森もりは首をかしげた。

「料理の夢でも見てるんですか？」

「そ、そうだ！　そうに決まってる！　間違いない！　ほら胡桃起きてくれ」

　藤紫郎が胡桃の体を揺すったが、胡桃は目覚めなかった。ルシエが小さくうなずく。

「どうやら、悪魔を倒し足りないようで……リジョンの精神をギチギチにしばりつけて攻撃を続行中のようなのです」

「つまり、どうなるんだ？」

「小お野の寺でら胡桃は彼女が満足するまで目覚めないのです。ここはわたしにお任せしてほしいのです」

「先に行けっていうのか？」

「道なりに進むだけなのです。もちろん、その先にも門番はいるのですが……」

　胡桃が帰ってくるまで、ルシエですらも予測が付かない。そんな雰囲気だ。

「わかった。胡桃のことを頼む」

「はい。じっくりと鑑賞させて……もとい、彼女の身の安全を確保し、意識が戻り次第追いかけるのです」

　ルシエと約束を交わすと藤とう紫し郎ろうは前を向いた。

「行こう、黒くろ川かわ先輩。静しず流るさん」

「胡桃くるみさんのことが心配だけど……そうだね、僕も行かないと。戦力なんだし」

「わたしは戦力じゃないです。けど、行きます」

　二人の少女を引き連れて、藤紫郎は次の門へと向かい、走り出すのだった。



　木々の向こうに高い塔が見えてきた。その根本には石造りの外観をした、ヨーロッパの城のような建物がどっしりと、山脈のようにそびえている。

　そこが目的地なのだ。藤紫郎と併走している真ま森もりが尋たずねる。

「藤紫郎くん、胡桃さんを置いて来ちゃったけど……大丈夫ですよね？」

「ルシエもついているし、大丈夫ですよ。むしろあいつの方が悪魔界に混こん沌とんを生むかもしれんっつーか、胡桃は悪魔以上の存在ですから」

　二人の前を先行していた静流が急に足を止めた。森が再び途切れたのだ。

「どうやら次の門番の登場みたいだね」

　森の中にぽっかりあいた広場の中心に、小さな齧げつ歯し類がちょこんと座っていた。ぱっと見たところ、ネズミではない。カワウソやオコジョに近い感じだ。

　その生き物はスッと後ろ足で立つと、両腕を広げた。それでなんの生き物なのかが判明する。真森がじっと見据えて呟つぶやいた。

「ムササビ……でしょうか？」

　ムササビはコクコク頷うなずいた。

「おれっちはムッサー！　この先に行きたければ、おれっちを捕まえてみるんだな！」

　ふわりと風もないのにムササビ悪魔――ムッサーは宙に浮かび上がった。

「さあ、誰だれがおれっちと勝負する？」

　空中を舞う木の葉のようにアトランダムな動きをしながら、羽ばたく動作もなく急に浮かび上がったり沈み込んだりするムッサーに、真森がぽつりと呟く。

「あなたと戦わずに無視して先に進みます」

「それは無理だぜ？」

　突然、広場の奥にあった城へと続く道が、茨の蔓つるで封鎖された。藤紫郎が息を吐く。

「なるほど。じゃあ今度こそ俺おれの出番だな」

　犬モードになり野性の勘を駆使すれば、捕まえるくらい余裕……と、藤紫郎が一歩前に出たところで、その身体からだが引っ張り戻された。

「うわ！　いきなり何するんですか静流さん……あの、静流さん？」

　先ほどから静流はムッサーに熱いまなざしを送り続けている。

「か、可愛かわいい。ここは僕に任せてくれないかい？」

「いや、でも俺おれが猟犬に変身すれば……」

　反論した藤とう紫し郎ろうに静しず流るの冷たい眼まな差ざしが突き刺さった。

「変態お兄さん。適材適所ってわかるかい？」

「すいません。先生お願いします」

　まるで時代劇の用心棒よろしく、静流がムッサーに向かってゆったりとした足取りで近づき始めた。

　ムッサーは空中遊泳をしている。相手の手が届かない高さにはいかずに、あくまで「捕まえてごらん」といった風な動きだ。

「おれっちはこうやって、空中を自由自在に動くことができるんだぜ？　どんなかすかな風でもこのムササビウイングが受け止めて、おれっち自身ですら予測不能な動きをする。おれっちを捕まえようとおもったら、風を起こさずにシャボン玉を割らないでそっとキャッチできないと話にならないんだぜ？」

　ぺらぺらしゃべりながら空中をぺらんぺらんと舞うムッサー。近づいた静流がそっと手を伸ばすと、ムッサーの身体からだは水から油が分離するように、するりと遠くに行ってしまった。

「ほらほら、早くしないとお姫様がどうなることやら。大だい淫いん魔まの話じゃ、あんまり聞き分けないようなら、あのお姫様の記憶を消すとかいってるし」

　藤紫郎の顔が蒼あおくなった。

「な、なんだと！」

「すごんでみてもだめなんだぜ。おれっちを捕まえることは人間には不可能だぜ？　こっちは時間稼ぎすればご褒ほう美びがもらえるんで、気が楽なんだぜ」

　静流が再びトライした。

　落ちてくる木の葉を掴つかむような俊しゆん敏びんさで、スッとムッサーの捕獲を試みる。だが、スピードをあげてもするりと逃げられてしまう。

　こらえきれずに藤紫郎が吠ほえた。

「静流さん！　やっぱりここは俺と代わってくれ！」

　静流はゆっくりと藤紫郎たちに振り返ると微笑ほほえんだ。

「大丈夫だよ。もう、見切ったから」

　たった二度ほど、手を伸ばしてみただけで静流は勝利宣言をしてみせた。余裕の表情だったムッサーが、強がるように口を開く。

「お、おもしろいんだぜ？　このムッサーの動きを見切っただなんて、冗談は休み休みに言うべきなんだぜ！」

　静流はムッサーに向き直ると、超小声で呟つぶやいた。離れている藤紫郎と真ま森もりには静流が何を言ったのかわからないのだが、次の瞬間、小さくて可愛かわいい外見の悪魔が……空を舞いながらも小刻みに震えだす。

「……一緒にお風呂に入ろう」

　静しず流るの最後の言葉だけ、かろうじて藤とう紫し郎ろうは聞き取ることができた。ムッサーは怯おびえながらも空中を舞い続けている。

　静流がそっと右手をのばした。瞬間、ムッサーの身体からだが避よけるように静流の右手から逃れる。

　静流は呟つぶやいた。

「恐怖心が透けて見えるよ」

　左手で、逃げてきたムッサーを静流は見事にキャッチした。

「ば、ばかな!?　ありえないんだぜ！」

　赤ちゃんのように抱っこされたムッサーに、静流が聖母の笑みで告げる。

「僕から逃げようとした時点で、すでに勝負はついていたのさ。それじゃあ……もふらせてもらうね」

　ムッサーのお腹なかに静流の指がからみつく。まるで触手のように蠢うごめき、這はい回り、敏感な部分をいたぶり、なで回した。

「――ッ!?」

　ムッサーが声にならない悲鳴をあげる。

　約束通りムッサーが捕獲されたことで、茨に閉ざされた道が再び進めるようになった。

（――恐ろしい。静流さんは悪魔を手玉にとるんだ。あんな恐ろしい人を相手に、胡桃くるみは毎日逃亡劇を繰り返していたなんて……胡桃よ。恐ろしい人をけしかけて、正直すまなかった）

　藤紫郎はおもわず、胡桃に対して心の中で謝罪してしまった。

「ほら藤紫郎くん。先に進みましょう！」

「そ、そうだった！　静流さんも行きましょう！」

　藤紫郎と真ま森もりが奥の道へと向かおうとしたのだが、静流は首を左右に振った。

「もうちょっと……もうちょっとだけもふらせて。すぐに追いつくから」

　静流にもみくちゃにされて、ムッサーはプルプルと痙けい攣れんが止まらない。

　真森が吐息混じりに呟く。

「こうなると、てこでも動きそうにないですね」

「俺おれもそうおもいます」

　ずっと犬モードの藤紫郎をもふることもできず、胡桃にも逃げられ続けている静流は、よっぽどたまっていたに違いない。

「今ここで、ある程度リビドーをはき出しておかないと、リビドーをためこみすぎて爆発しちまいかねんし……静しず流るさんのガス抜きにはちょうど良いいのかも……」

　動きたくないという静流を無む理り矢や理り引っ張っていく時間もない……と、藤とう紫し郎ろうには思えてしまった。

「じゃあ先に行ってるんで、必ず追いついてきてくださいね！」

「うん。胡桃くるみさんたちと一緒に追いかけるよ」

　走り出した藤紫郎と真ま森もりを静流はぼんやりとした視線で見送った。

　小刻みに震えていたムッサーが、藤紫郎たちがいなくなったのを確認すると、両腕を開いて飛膜を見せつけた。そこに、先ほどはなかった、蝶の羽にあるような目の形の紋様が浮かび上がる。

　その紋様を見つめながら、静流はゆっくりその場に膝ひざをつくと、頭をふらふらとさせて……ぱたりと地面に倒れ伏してしまうのだった。



　二人は瑠る璃りの待つ大だい淫いん魔まの居城を目指し走り続けた。段々と建物が近づいてきている。

「いつの間にか、ふ、ふたりきりになっちゃいましたね？」

　真森がぽつりと呟つぶやいた。

「そういえば……そうですね」

「二人三脚の特訓を思い出します」

「二人で並んで走ったのって、あれ以来か……」

　足をお互いにくくりつけているわけではないのに、二人の足並みはぴったりと揃そろっていた。

「瑠璃……大丈夫ですよね？」

「必ず助けましょう黒くろ川かわ先輩！　せっかく仲直りできてきてるんだし」

「は、はい」

　真森は恥ずかしそうな、それでいて困ったような表情をしていた。心細そうに呟く。

「でも藤紫郎くん、次にまた門番がいた時は……」

「今度こそ俺おれが倒しますから安心してください。黒川先輩が戦うような展開にはなりません！」

「ごめんなさい。凶暴洗濯板や静流さんと違って、わたしはリビドーとか、そんなに高くなくて……」

（――ご謙遜なさらずとも！）

　自分が変態だということを大プッシュしてくる胡桃や、変態であることを受け入れている自然体な静流と違って、真森は自分自身を「まとも」と定義しているのだが……藤紫郎にしてみれば、彼女は前述の二人にも負けない潜在能力の持ち主だ。

（――とはいっても、黒川先輩が戦えないっていうなら、やっぱり次こそは俺の出番だ）

　やっと自分に番が回ってきたと意気込みながら藤とう紫し郎ろうが進むと、ついに森の終着点にたどりついた。

　最初にこの森に入った時のような、巨大な鉄扉の城門が藤紫郎と真ま森もりの前に立ちふさがる。そして、門の前に人影が一つ、二人を待ち受けていた。

　筋肉質な細マッチョの……ウサギ男だ。瞬間、真森が目を丸くさせた。

「なんで……うーたんが？」

「うーたんって、そのヘアピンのウサギですか？」

　藤紫郎は目を疑った。ファンシーなグッズとマッチョなウサギ男がまるで結びつかない。

　うーたんも真森をじっと見つめてから、口を開いた。

「やっと来てくれたね。ずっと待っていたよ真森」

「うーたんが門番なんですか？」

「そうだよ。悪魔界に送り返されてから、ボクはこうして復讐の機会をうかがっていたのさ。キミにはがっかりだよ真森」

　藤紫郎は身構えた。このウサギ悪魔は、かつて真森と契約して瑠る璃りを陥れた因縁の相手だ。

　その時は藤紫郎と瑠璃の力で悪魔界に送還したのである。

「うーたんはわたしの願いを叶かなえてくれるんですよね。だったら、ここを通してください」

「そうはいかないよ。もうボクとの契約は切れてしまったんだから。それに、ここは悪魔界なんだ。人間の力を借りなくても、ボクは自分の力で戦うことができるんだよ？」

　藤紫郎が吠ほえた。

「じゃあもう一度ぶっ倒してやる！　そうすれば先に進めるんだよな？」

「おっと、人間風情がボクを倒せると本気で思ってるのかい？」

　藤紫郎は首輪に触れた。

「変身！」

　三度目の正直で、藤紫郎は犬になる。その姿は猟犬のそれだ。

「ウサギ狩りは犬の特技だ！」

　藤紫郎はまっすぐにうーたんめがけて走っていった。

「藤紫郎くん！　いきなりつっこむなんて危ないです！」

　真森の制止も聞かずに、藤紫郎は牙きばを剥むく。ウサギマッチョ獣人の喉のど笛ぶえを狙ねらった。

「あの時負けたのは、パートナーの性能差だったってことを教えてあげるよ」

　うーたんはその場でくるりと回転すると、藤紫郎が飛びかかるタイミングに合わせて裏拳を放った。空中で横っ腹を拳こぶし一つでなぎ払われて、藤紫郎は城壁に吹っ飛ばされる。その威力に藤紫郎は砲弾のように城壁に激突した。藤紫郎を中心に、壁にクレーターができあがり藤紫郎の体が埋没する。

「――ッ!?」

　衝撃で声にならない悲鳴を藤とう紫し郎ろうは上げた。

「ほらね。ボクって強いでしょ？　女の子をいじめるのはポリシーに反するんだけど、真ま森もりにもお仕置きが必要だよね？」

　手を組んで指をポキポキ鳴らしながら、うーたんは真森に一歩ずつ近づいていった。

「と、藤紫郎くん！」

「他人の心配してる場合じゃないんじゃないかな？」

　藤紫郎に駆け寄ろうにも、真森の目の前には悪魔が立ちふさがっている。

「黒くろ川かわ先輩……に、逃げて」

　藤紫郎はなんとか壁から抜け出した。人間の姿に戻ってしまっている。かろうじて死ななかったのは犬モードに変身していたから……と、これまでの戦いの経験から藤紫郎は直感した。再び首輪に指を添える。

「変身ッ！」

　真森を威圧するように、ゆっくりと迫るうーたんの背後めがけて、藤紫郎は今度は豆柴になりながら駆け込んだ。

「馬鹿だね。そんなに大きな足音を立てていちゃ奇襲にならないよ？」

　うーたんがゆっくりと藤紫郎のいる背後に向き直った。藤紫郎はそんなうーたんの股またの下をすり抜けると、あろうことか真森に飛びかかる。

「黒川先輩！　わんわんわん！」

「ちょ、ちょっとじゃれている場合じゃないです！」

「はっ！　犬になって興奮しすぎてました。けど、そんな俺おれには……考えがあります」

　今の真森ではうーたんの餌え食じきになってしまうのは明白だった。瑠る璃りがいない単独の藤紫郎は、犬としての戦闘力しか持ち合わせていない。

「考えって……なんですか？」

「先輩に足りないのは……これです！」

　藤紫郎はあろうことか、真森を押し倒すと上着の中に鼻先をつっこんだ。

「ハスハス！　やっぱりここがいいんですね！」

「や、やめて！　非常時に非常識すぎです……あん♪」

　仲間割れでもしたのかと、首をかしげたうーたんだが、藤紫郎の意図に気づいて顔色が変わった。

「まさか……真森の力をそうやって高めるつもりかい？」

「そのまさかさペロペロペロペロ！」

　藤紫郎は一心不乱に真森のおへそ付近を責め立てた。真森の顔が一気に上気する。

「ざ、ざらざらでぬるぬるであったかいのが、おへその中まで入ってきて……ら、らめぇ！　気持ちよくなっちゃいけないのに、き、気持ち……いいですぅ」

　とろんと真ま森もりの目尻が落っこちた。瞬間、真森の体に変化が起こる。

　かつてうーたんと契約したことで、ウサギの力を得た魔法少女モードに変身したことがある真森が、藤とう紫し郎ろうのペロペロでリビドーを高め、リビドーの強さが力になる悪魔界という環境によって……覚かく醒せいする。

　真森の頭にぴょこんと犬耳が生えた。ふさふさの尻尾しつぽもおしりから飛び出す。衣服が一度、粒子のように分解されて形状を変えながら再構築されていった。

　その姿は犬耳魔法少女だ。手には犬の肉球がモチーフになったハンマーを握っている。

「な、なんてことするんですか藤紫郎くん」

「魔法少女の変身シーンって、限りなく全裸に近い感じになるんですね」

「もう！　あとでお仕置きです」

　ハンマーを構えると真森はうーたんと対たい峙じした。

「決着をつけます。自分の過去の過ちにも！」

「変身したくらいでボクに勝てると思って……」

　うーたんが言い終えるよりも早く、真森はハンマーを振りかぶって突撃していた。

「いっけええええええええ！」

（――俺おれにはつっこむなって言ったのに、いきなり行ったーッ!?）



    

  
    
      



    

  
    
      　ハンマーをスイングさせて真ま森もりは打球を芯でとらえるように、会心の速度、バランス、タイミングでうーたんにぶちかました。

　マッチョウサギは弾丸のように水平発射されると、藤とう紫し郎ろうたちの行く手を阻む鉄扉に激突する。鉄扉は衝撃で吹き飛んだ。

「今です！　先に行ってください藤紫郎くん！」

「え？　俺おれだけですか？」

「うーたんはこれくらいで倒せる相手じゃないです」

「黒くろ川かわ先輩をおいていくなんて……」

「いいから行って！　瑠る璃りを……たのみます」

　真剣なまなざしで、吹っ飛ばしたうーたんを警戒するように見据えながら真森は告げた。藤紫郎は覚悟を決める。

「わかりました。俺……行きます！」

　犬モードで鉄扉の向こうを目指す藤紫郎。それに反応してうーたんが立ち上がる。

「行かせないよ！」

「あなたの相手はわたしです」

　藤紫郎を止めようとしたうーたんめがけて、上空からハンマーを大上段に構えた真森がジャンプ＆押しつぶそうとする。すれすれのところでうーたんは身を翻して回避した。真森がハンマーで地面を打ち据えた瞬間、衝撃波が巻き起こり地面がひび割れる。

「どこまでもボクの邪魔をするっていうんだね？」

「あのままうーたんに流されて、瑠璃や藤紫郎くんに止めてもらえなかったら……わたしはきっと一生後悔することになってました。わたしが弱かったのがいけなかったんです。うーたんを倒して、弱い自分を越えてみせます」

　犬耳魔法少女とマッチョウサギの戦闘は、まだ始まったばかりだった。



    

  
    
      

５．貴方あなたを呼ぶ声はきちんと心に届きましたか？



　瑠る璃りはいつのまにか眠ってしまっていた。

　夢の中で、誰だれかの呼ぶ声が聞こえて……ゆっくりと目を開けるとそこは塔の部屋ではなかった。大きな大きな鳥かごの中だ。

　聖堂のような天井の高い城の玉ぎよく座ざの間まに、瑠璃を閉じ込めた鳥かごは下がっていた。

　瑠璃が鉄格子のような柵から頭を出して下をのぞき込むと、玉座にリリスの姿があった。リリスが瑠璃を見上げてほほえむ。

「あら、ちょうどお目覚めみたいね」

「今度はなんなの？」

「お客さんよ。瑠璃ちゃんに♪」

　玉座の間の扉が独りでに開いた。扉の向こうから招き入れられたのは……一匹の豆柴だ。

「先輩！　瑠璃先輩！　助けに来ました！」

「富ふ士じ岡おか君……なの!?」

　瑠璃は鉄柵から身を乗り出そうとした。だが、頭がぎりぎり通るくらいの隙すき間ましかない。腕を伸ばしても藤とう紫し郎ろうの姿は遠く小さく、どうあがいても届かない距離だった。

　玉座にかけたままリリスが足を組み直す。

「感動のご対面には早いわよん♪」

　藤紫郎は視線を瑠璃からリリスに向け直した。

「瑠璃先輩を返してもらいにきました」

「あらん♪　もともと瑠璃ちゃんは悪魔っ子なのに、返してもらうなんてどうかと思うわよん。悪魔界が瑠璃ちゃんのホームだもの」

「瑠璃先輩は……人間だ！　だいたい、お父さんが見つかったなんて嘘うそで瑠璃先輩をおびき寄せて閉じ込めるなんて……」

「閉じ込めるなんて……どうなのかしら？　人でなしとでも言いたげだけど、リリスちゃんは悪魔なのよぉ？」

「閉じ込めるのは……ず、ずるい！」

　ほかに言葉が浮かばずに藤紫郎は吠ほえることしかできなかった。

　瑠璃は悲しげに、鳥かごの中から藤紫郎を見つめている。

「富士岡君……なんで来ちゃったの？」

「俺おれだけじゃありません！　胡桃くるみも静しず流るさんも、黒くろ川かわ先輩も……みんなで迎えにきたんです。俺だけ先についちゃいましたけど」

「みんなは無事なの!?」

「きっと……いや、絶対大丈夫です！」

　門番の悪魔たちと互角かそれ以上の戦いをしてきた三人より、自分の方がよっぽど役立たずだと藤とう紫し郎ろうは思う。だが、ここまで戦いをほとんど避けてこられたおかげで、藤紫郎のリビドーは温存されていた。

「というわけで、瑠る璃り先輩を解放してください！」

「あらん♪　じゃあリリスちゃんのこと、お母さんって呼んでちょうだい」

「えっ？　な、ななななんですとぉ？」

「だって瑠璃ちゃんとおつきあいするっていうことは、行く行くはそういうことになるんでしょう？　ここはきちんと、娘さんを俺おれにくださいお母さん！　と、言うのが筋なんじゃないかしらん♪」

「お、おおお、俺は……」

「あら？　なんで口ごもるのかしら？」

　瑠璃が首を小さく左右にさせた。

「いいのよ富ふ士じ岡おか君。ここまで会いに来てくれただけでもうれしいわ」

「瑠璃先輩……」

「ありがとう。でも、私のことはもう忘れてちょうだい」

「先輩はそれでいいんですか？」

「もともと、人間と悪魔なんだもの……好きになっても、触れることが怖くて……きっとつらいよ？　お互いに」

　藤紫郎は口ごもった数秒前の自分を殴り倒したくなった。なんのためにここまで来たのかを思い出す。

「瑠璃先輩！　俺は……先輩が……」

　藤紫郎は犬の姿のまま遠とお吠ぼえするように天に向かって咆ほう吼こうする。

「大好きだあああああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　瑠璃の頬ほおにしずくが流れおちた。

「そんなにストレートに言われたら、恥ずかしいじゃない」

「先輩にリビドーを吸われ尽くしてもかまわない！」

「それはね……そういう気持ちになっちゃうのは、私が淫いん魔まだからなのよ？」

「そんなの関係ない！　俺は先輩無しじゃいられないんだ！　瑠璃先輩が好きなんだ！　好きで好きでどうしようもなくて、会いたくて伝えたくて……」

「もうやめて……つらいよ」

「触りたいしペロペロももっとしたいし！」

「あうぅ……途中までかっこよかったのに富士岡君のばかぁ」

「恥ずかしがる先輩もかわいくて大好きだ！」

　瑠る璃りの頬ほおが真っ赤になった。そのおしりのあたりがもぞもぞし始める。

「だから、そんな檻おりなんてつきやぶって出てきてください！」

　尻尾しつぽだけでなく、背中に翼が広がった。瑠璃は小さくうなずく。

「こんな姿なんだよ？　人間じゃないんだよ？　普通の女の子じゃ……ないんだよ」

「先輩は俺おれにとって特別なんです！　普通じゃないのが普通なんです」

「普通じゃないのが……普通？」

「そうです！　いいじゃないですか！　普通じゃなくたって！　俺は先輩の全部が大好きなんです！」

　瑠璃は今にも自分の中の気持ちが爆発してしまいそうだった。抑えきれない想おもいが勝手に言葉になって口からこぼれ出る。

「私も……富ふ士じ岡おか君のそばに……いたいよ」

　瑠璃が鳥かごの格子に触れた瞬間、空中で鉄柵がばらばらにほどけていった。リリスが目を細める。

「あらやだ♪　リリスちゃんが魔力で作った檻を壊しちゃうなんて、なかなかの魔力じゃない？　瑠璃ちゃんもいつのまにか、大だい淫いん魔まの娘らしく悪魔として大人の階段上りまくってたのねぇ」

　急に足下が崩壊して瑠璃は驚きのあまり、羽ばたくことすら忘れていた。藤とう紫し郎ろうは瑠璃の落下点に走り込むと変身を解除する。

「きゃッ!?」

　瑠璃が声を出したのと同時に、藤紫郎はその体をお姫様抱っこでキャッチした。

「瑠璃先輩！　大丈夫ですか？　お帰りなさい！」

　瑠璃はうなずきながら呟つぶやいた。

「富士岡君、すごく力持ちなのね？」

「悪魔界補正のおかげだと思います」

　藤紫郎は腕の中の瑠璃をじっと見つめた。瑠璃も頬を赤らめたまま藤紫郎と見つめ合う。吐息がお互いにかかる距離だった。

「ほらそこよ！　瑠璃ちゃんキスしちゃいなさい！」

　瑠璃は現実に引き戻された。リリスを見据えてほっぺたを膨らませる。

「お、お母さんは黙ってて！　だいたい人間の富士岡君にキスなんてしたら、た、たたた大変なことになるでしょ！」

　瑠璃は藤紫郎に視線で「下ろして」とお願いした。藤紫郎はちょっぴり未練を残しつつ、瑠璃を解放する。

　藤紫郎と瑠璃は二人並び立った。目の前には今回の誘拐拉ら致ち監禁事件の首謀者が、相変わらず玉ぎよく座ざにゆったりとかけたまま微笑を浮かべている。

「それで瑠る璃りちゃんはどうするのかしら？」

「わ、わたしは……」

「んふ♪　人間界に戻れると思ってるの？　リリスちゃんがこのまますんなり帰してあげるわけないでしょ？」

　突然、藤とう紫し郎ろうたちの背後の扉がバタンと閉じた。

「この城はリリスちゃんの結界そのものよん？　扉を壊して出ようなんて甘い考えは無しにしてちょうだいねぇ」

　瑠璃は悪魔の尻尾しつぽをゆらりとさせた。

「お母さんはいったい……何が望みなのよ？」

「そうねぇ。藤紫郎クンも来てくれたし、瑠璃ちゃんの旦だん那なさんとして迎えいれつつ、時々つまみ食いさせてもらおうかしら♪　美人の母親とかわいい娘の親子丼よん？　男冥みよう利りにつきるでしょ」

　藤紫郎は一瞬妄想してしまった。瑠璃が藤紫郎のほっぺたをぎゅーっとつねる。

「妄想しない！」

「す、すいません先輩。でもこのままじゃ俺おれたち……」

　瑠璃はリリスをびしっと指さした。

「外に出るためにはお母さんを……倒せばいいってことね？」

「うふふ♪　娘がどこまで成長しているのか楽しみだけど、リリスちゃんとドンパチしようなんて早すぎるわよん♪」

　リリスがパチンと指を鳴らした。すると、玉ぎよく座ざに続く赤絨じゆう毯たんの真ん中に転送の魔法陣が生まれる。地面からせり上がるように人影が浮かんだ。

　瑠璃が息をのむ。

「そんな……どうして？」

　藤紫郎も目を疑った。

「し、静しず流るさん？」

　頭の上に帽子よろしく、ムササビ悪魔のムッサーが乗っかっていた。ぴったりと静流に張り付いている。

「この女はおれっちが支配したんだぜ！　おれっちをただ飛び回るだけの、愛らしい小動物と思ったら大間違いなんだぜ！」

　藤紫郎は鼻をひくひくとさせた。その匂においに覚えがある。

「瑠璃先輩！　静流さん、あの悪魔と契約状態みたいです！」

「しかも意識を乗っ取られてるわね。ここが悪魔界じゃなければ、こんなことにはならなかったのに……」

　瑠璃は明らかにショックを受けていた。瑠璃を助けようとしたばっかりに、静流が悪魔の手に落ちたのだ。

　静しず流るがゆっくりと藤とう紫し郎ろうたちに向き直ると、武術の構えをとった。その瞳はぼんやりとしていて光が消えている。

「レイプ目です先輩！　静流さんの貴重なレイプ目！」

「落ち着いて富ふ士じ岡おか君……でも、どうしよう。ともかく私が静流さんを引きつけるわ！」

　瑠る璃りが身構えた瞬間、静流が一瞬で距離を詰めてハイキックを瑠璃に放った。よけきれず瑠璃はクロスアームブロックで受けるのだが、蹴けりの威力におされて吹っ飛ばされる。赤い絨じゆう毯たんの上を転がりながら、瑠璃は受け身をとりつつ立ち上がった。

「つ、強いッ！」

　静流の頭の上のムッサーの目がキラリと光る。

「当然なんだぜ！　この女のリビドーは悪魔がどん引きするほどだ。もちろん、お姫様も悪魔界のルールは知ってるよな？」

　リビドーの強さが力になる。人間の静流でも瑠璃と対等か、下へ手たをすればそれ以上の力をもっていた。

　ムッサーは勝ち誇る。

「そっちは下手に攻撃できない！　それにおれっちの操縦するこの女自身からは、殺気やらなんやらは出てないからな。ある意味無心状態だもんで、攻撃の気配を読むこともできないって寸法なんだぜ！」

　立ち上がった瑠璃に対して、静流はボクシングのフットワークのように、リズミカルな足あし捌さばきで距離を詰め始めた。直線的ではない分、カウンターも狙ねらえない。それにリズムが変則的なので、瑠璃は静流の動きを目で追うのもやっとだった。

「おねがい静流さん！　目を覚まして！」

　静流が左右のステップで瑠璃を翻ほん弄ろうしながら、フック軌道のパンチを放つ。瑠璃は背中の羽で自分の体を包むようにガードした。

　ムッサーが吠ほえる。

「守ってばかりじゃ勝てないんだぜ！」

「そんなこと……ないわよ！」

　瑠璃は静流の打撃に耐えた。耐え続けた。拳こぶしにも蹴りにもリビドーの力が破壊力として乗っかっている。かなりの衝撃だが、瑠璃は足を止めて反撃もしない。

　藤紫郎が静流の背後に飛びかかる、その瞬間まで。

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　藤紫郎はチワワに変身していた。静流の肩にジャンプして乗っかる。頭の上にはムササビが張り付いたままだが、藤紫郎はおかまいなしだ。

　ムッサーの目がつり上がった。

「なにをするんだぜ！　この女は一人乗りなんだぜ！」

「うるせぇ！　静しず流るさんを利用して瑠る璃り先輩と戦わせるなんて、絶対に許せん！　俺おれは正義のために力を行使する！」

　静流の首筋をピンクの舌がぺろりんと舐なめあげた。瞬間、静流の攻撃の手が止まる。

「あっ……ああ……いい」

　静流の口から熱い吐息が漏れた。ムッサーが両手両足をばたつかせる。

「おいどうした！　なぜ動かないんだぜ!?」

　藤とう紫し郎ろうは一心不乱に静流の首筋の柔やわ肌はだをなめ回した。その威力に静流の足腰から力が抜けていく。

「くんかくんかはすは……ここだ！」

　静流のうなじに鼻先をつっこむと、藤紫郎は弱点をロックオンした。

「奥おう義ぎ……倍速ペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロ!!」

　通常のペロペロの二倍のスピードで藤紫郎は舌を動かす。舌を動かす筋肉が躍動する。

　藤紫郎が舐めるほど、静流の瞳が潤んで光を取り戻していく。静流は温泉にでも浸つかったような和らいだ表情になっていた。

「なんて気持ちいいんだろう。僕の中でいきり立ち、たぎっていた熱い欲望の塊かたまりが、一舐めごとに氷ひよう解かいしていく。幸せだ。僕はこんな幸せを求めていたんだ。さあ、もっと舐めて！　僕をとろけふやかして！」

　静流はその場で四つん這ばいになった。身を翻してチワワは静流の背中側に移動する。

「バックスタイルからの四倍速ッ！　ペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロ!!」

　藤紫郎はさらに舐めるスピードをあげた。静流は腕を折りおしりを高く掲げるような姿勢になる。藤紫郎は食らいつくようにふんばって、静流の首や耳裏を舐めに舐めた。

　ついに、静流の体から力が抜けきり、ポニーテール少女はうつぶせで床に倒れ込むと、ぐるんと身を翻して仰あお向むけになった。服従の意思を表した犬か猫のようにおなかをさらけ出す。頬ほおは上気し全身がほんのり汗ばんでいた。右手の小指を噛かんでまどろむような表情をみせる静流は、なんとも艶なまめかしい。

　瑠璃がじっと静流を見据えた。

「どこにも契約書が浮かんでこないわね」

　ムッサーが小刻みに震えながらつぶやいた。

「こ、この女と契約したままなんだぜ。契約を破棄しない限りはこの女の命は……な、なにするんだぜ―――――――ッ!?」

　瑠璃は静流の頭にはりついたままのムッサーをぐいっと引っ張った。

　ぺりぺりぺり。と、音を立てて悪魔契約書がはがれ落ちる。

「貴方あなたがおなかの下に契約書を隠してたってわけね？」

「ぐぬぬぬ！　やりやがるんだぜ！」

　瑠る璃りはムッサーをぽいっと投げ捨てた。

「なんだ？　おれっちにとどめはささないのか？」

「余計な戦いはしたくないの。貴方は私と富ふ士じ岡おか君に負けた。それを認めて立ち去るならよし……そうじゃないっていうなら、相手をしてあげてもいいけど？」

「う、うう……」

「誰だれかと協力するんじゃなくて、他人を利用することでしか力を出せないんでしょ？」

　図星を突かれたのかムッサーの顔が怒りで真っ赤になった。

「おれっちが負けても、リリスさまがいるんだぜ！」

　玉ぎよく座ざに深く腰掛けたリリスが、軽く足を組み直す。

「あらん♪　リリスちゃんは負け犬は好きじゃないのよねぇ。瑠璃ちゃんに殺される前に消えた方がいいんじゃないかしら？　でないとリリスちゃんがしてあげることになるわよん♪」

　冷たいリリスのまなざしに、ムッサーはガチガチと奥歯を鳴らすと浮かび上がった。

「お、おぼえてやがれなんだぜ！」

　空中を滑るようにムッサーは玉ぎよく座ざの間まの天井付近にある小窓から、どこかへと飛び去っていった。逃げ方も含めて、いかにも三さん下したといった小物臭を残して。

「富士岡君。静しず流るさんは？」

「何回か全身を痙けい攣れんさせて、それっきりです」

　人間の姿に戻った藤とう紫し郎ろうが、静流を背負うと部屋の隅っこに避難させた。

　瑠璃とリリスの視線が火花を散らす。

「あらん♪　瑠璃ちゃんってば冷静なふりして、興奮してるじゃない？」

「し、してないわよ！」

「お友達が藤紫郎クンにペロペロされてるのを見て、実は自分もしてほしいって思ってたんでしょ？　素直におねだりできないなんて、きゃわいい♪」

　瑠璃は顔を真っ赤にさせた。藤紫郎がリリスを見つめる。

「先輩のお母さん！　先輩をいじめないでください！」

「いやぁん♪　藤紫郎クンの義は母はになるかもしれないのに、そんな他人行儀な言い方しないで？」

「でも……他人ですから今のところは！」

「じゃあリリスちゃんって呼んで♪　お・ね・が・い☆」

「リリスちゃん！　瑠璃先輩を自由にしてください！」

「自由って……どういう意味でかしら？」

「先輩の望む通りにさせてあげてください！」

「そうしたわよ？　おかげで瑠る璃りちゃんってば実家に帰ってきちゃったんだし」

「それは、リリスちゃんが先輩のお父さんがみつかったって言ったからだ！」

「言わなくてもどうだったかなぁ？　瑠璃ちゃんのことだから、きっとほかのいいわけをしてたと思うの」

　瑠璃はうつむいてしまった。だが、藤とう紫し郎ろうはあきらめずに食い下がる。

「じゃ、じゃあ、こっちばっかり一方的にお願いしてもなんだから、リリスちゃんの希望要望願望欲望を俺おれにぶつけてみてください！」

　リリスが驚いたように目を見開いた。

「あらあら、そうくるとは予想外ね」

「どうなんですかリリスちゃん！」

「えーと、まず瑠璃ちゃんはこれから悪魔界で育てるわん♪　大だい淫いん魔まの娘にふさわしい教育もしていかないとねぇ。それで藤紫郎クンには、瑠璃ちゃんの旦だん那なさんになってもらうの♪　悪いんだけど、人間界での藤紫郎クンの痕こん跡せきは全部消させてもらうわ」

「それって、クラスメートや俺の家族の記憶を消すってことか？」

「そうよん♪　あと、これは寛大な処置なんだけど、この大淫魔の領地に土足で踏み込んできた人間の女の子たちについては……不問にしておいてあげる。もちろん、三人とも記憶は消させてもらうわよん♪」

「それだけですか!?」

「瑠璃ちゃんの旦那様になる藤紫郎クンを、たまにつまみ食いしちゃおうかしら♪」

　藤紫郎は深呼吸してから、一歩前に踏み出した。

「じゃあ今度はこっちの要望を出します」

「あら？　リリスちゃんの言うことを聞いてくれるんじゃなかったの？」

「こっちの要望とリリスちゃんの要望を比較検討しようっていう寸法です。俺の要望は瑠璃先輩を人間界に戻すこと。先輩の体一つあれば十分です！」

　瞬間、瑠璃の顔が真っ赤になった。

「ちょ、ちょっと富ふ士じ岡おか君なんてことをいうの！」

「誤解しないでください！　俺の家は先輩のお屋敷みたいに広くないけど、俺の部屋を使ってください。俺は居間で寝ます！」

「そんなの……私が重荷になっちゃうよ」

「先輩の重さなら心地よいんです」

　リリスが口元を緩ませた。

「つまり、瑠璃ちゃんの生活のすべてをどうにかするっていうのかしら？」

「うちの母さんは娘がほしかったって言ってたし、俺おれがバイトします。あ！　先輩も一緒にバイトするのってどうですか？」

「う、うん！　お世話になるなら当然よ！」

　お世話になりっぱなしになるよりも、その方がいい。瑠る璃りは熱いまなざしで藤とう紫し郎ろうの案を承伏した。リリスがゆっくりと玉ぎよく座ざから立ち上がる。

「それだけかしら？」

「もう一つ……瑠璃先輩を悪魔の戦いから切り離してください！」

「切り離すって、たとえばどういうことなの？」

「領地の争いとか、そういうのはそっち持ちにしてほしいってことです。もちろん、瑠璃先輩は大だい淫いん魔まの娘だから、ほかの悪魔が狙ねらってくると思います。その時は俺が全力で守ります」

「あらあら、ずいぶんと都合のいいことばかり言うのねぇ。じゃあ、当然見せてくれるんでしょうね」

　大淫魔の翼が広がった。尻尾しつぽが大蛇のように鎌かま首くびをもたげる。それだけで藤紫郎は吹き飛ばされてしまいそうな圧迫感を覚えた。

「証明してごらんなさい。リリスちゃんを納得させるだけの力があるかどうか。もしできたなら考えてあげてもいいわよん♪」

　瑠璃と藤紫郎の足下に魔法陣が発生した。

「ここで暴れると大変だから、ちょっと外に出ましょうねぇ」

　二人の姿が虚こ空くうに消えると、リリスも同じように魔法陣の中に消えるのだった。



　城の中庭はそこかしこに花々が咲き乱れていた。手入れの行き届いた美しい庭園だ。瑠璃の屋敷にある薔ば薇ら園よりも広大で、園内に小川が流れ、噴水が水をたたえ、美しい彫像が立ち並んでいた。

「それじゃあ始めましょ♪」

　リリスはフフッと笑う。その手に魔力を集めると剣のようにまとめあげた。

「お母さんと戦うなんて……私、自信ないかも」

　藤紫郎は瑠璃をぎゅっと抱きしめると、その頭をなでなでする。

「大丈夫。先輩ならできますよ！」

「ちょ、ちょっと恥ずかしいでしょ！」

　藤紫郎はぱっと瑠璃の体を離した。瑠璃は軽く咳せき払ばらいしてから、右手に魔力を集める。

「先輩、それって……」

「お母さんの真ま似ねよ」

　即席で瑠璃も魔力の剣を生み出した。藤紫郎は首輪にそっと触れる。

「じゃあ、俺おれもいきなり全力モードだ。変身！」

　少年の体が黒い炎に包まれると、一瞬でその姿を変えた。

　白い一匹の和犬の姿だ。

「あれ？　なんか全力で変身したのに、意外と普通の犬かも。もっと地獄の番犬ケルベロス！　みたいなのになるかと思ったんだが」

　ケータイ電話会社の看板犬のような姿になりながらも、藤とう紫し郎ろうは身構えた。

「こっちから行くわよん♪」

　リリスが剣を構えてやってくる。だが、それは予想に反して遅かった。大きすぎる胸を上下させながら、走る姿はすごく「がんばっている」感じだ。

　瑠る璃りめがけて振り上げた剣で「よいしょ♪」と、切りつける。瑠璃は自分が生み出した剣ではじき返そうと試みた。

　ゆっくり振り下ろされたリリスの一撃に、瑠璃の剣が触れた瞬間……瑠璃の体はバラの生け垣に吹き飛ばされる。

「――ッ!?」

　声にならない悲鳴をあげる瑠璃に、藤紫郎は迷う。

（――瑠璃先輩を助けなきゃ！　いや、むしろここは俺がリリスちゃんをペロペロして、魔力を削るべきか!?）

　藤紫郎はリリスに飛びかかった。まるで飼い主にじゃれつく犬のようだ。ゆったりとした動きでリリスは剣を振るう。水平になぐような剣先を藤紫郎はジャンプでかわして、鼻先をリリスの開き気味な胸元に突き入れた。

「ペロペロペロ」

「やぁん♪　いたずらっこね」

　剣で追い払おうとするリリスの動きは緩慢だが、藤紫郎は飛とび退のいた。

（――ゆっくりだけど、あれを食らうのはまずい）

　一発でリビドーが削られて変身できなくなるかもしれない。藤紫郎はヒット＆アウェイに徹することにした。その間に瑠璃が茨の茂みから体を起こす。リリスの剣による一撃の衝撃波と、茨の棘とげで瑠璃の悪魔装しよう束ぞくは早くもぼろぼろだ。

「こんなに力の差があるなんて……」

「瑠璃先輩あきらめないで！」

　藤紫郎の言葉に瑠璃はうなずき返すと、今度は翼をはためかせて地上すれすれを飛んだ。リリスに向かって飛翔し、交差の瞬間に一撃を加えようとする。

　目にもとまらぬスピードだが、リリスはゆらりとよけた。

　というか、立ちくらみにあったようにその場に膝ひざをついて、瑠璃の攻撃の軌道から逃れたのだ。

「いやぁん♪　さっきのペロペロでちょっぴり魔力が減っちゃったみたい♪」

　藤とう紫し郎ろうは愕がく然ぜんとした。

（――ちょっぴり……か。確かに手て応ごたえ……もとい、舌応えがなさ過ぎだ）

　巨大なプールに塩をひとつまみいれたところで、しょっぱくはならない。藤紫郎のペロペロで魔力を削りきれるような、生半可な相手ではないのだ。

　リリスはひょいっと立ち上がると、振り返りざまに剣で虚こ空くうを払った。そこに、ちょうど空中でＵターンしてきた瑠る璃りの切っ先がぶつかり合う。青い火花を散らした瞬間、またしても吹っ飛んだのは瑠璃だった。並んだ彫像をボーリングのピンのように粉砕して瑠璃は地面に仰あお向むけになる。

「瑠璃先輩！　しっかりして！」

「ごめん富ふ士じ岡おか君。本当にごめんね……私、お母さんには勝てないよ」

　瑠璃の視界に広がった空が涙でゆがんだ。

　力の差は歴然だ。隙すきだらけにみえてリリスにはまったくつけいる隙がない。ゆるやかな動きから放たれる一撃の重さも、大人と子供以上の差だ。

（――このままじゃ……勝てない）

　藤紫郎はそれでもリリスに向かっていった。今度は足下から潜もぐり込こんで内うち股またをペロペロする。

「はぁん♪　こんなワンちゃんなら大歓迎よん♪」

（――先輩が復帰するまでなんとか時間を稼がないと！）

　内ももを舐なめ抜けると藤紫郎はおしりをペロペロ。さらにジャンプして背中をペロリ。さらに回り込んでおへそをペロペロ。そして再び胸元をペロロン。

　一連の動作を藤紫郎は高速で続けた。白い犬が次第に何匹にも分身して見えるようになる。全身をなめ回す攻撃に、リリスはうっとりとした表情だ。

「もっと！　もっと舐めてちょうだい♪」

（――なんか、舐めてるのは俺おれだけど完全に嘗なめられてる！）

　藤紫郎は飛とび退のいて再びリリスと距離をとった。鼻を利かせて変化を探る。だが、どこが一番効果的なのかはわからない。

「リリスちゃんをイカせたかったら、もっとダイレクトなところをペロペロしなきゃだめよん♪」

　ゆったりとした足取りで、リリスは倒れたままの瑠璃の元へと歩き始めた。

「先輩逃げて！」

　藤紫郎の声に反応して瑠璃は立ち上がろうとする。だが、体が思ったように動かないのか、その動作はナメクジのようにゆっくりだった。

　藤紫郎は走った。リリスと瑠璃の間に回り込む。

「そうねぇ♪　ワンちゃんはかわいいんだけど、あんまり邪魔するなら……しつけが必要よね。犬なんだもの♪」

　先ほどまでの緩慢な動きから一転して、リリスの動きが速すぎて藤とう紫し郎ろうには見えなかった。少年は自分の身に何が起こったのかもわからず呆ぼう然ぜんとする。

　次の瞬間、藤紫郎の体に十字の傷が刻まれていた。リリスが剣を振るったことにすら藤紫郎は気づかない。気づくことができなかった。

「富ふ士じ岡おか君ッ!?」

「うわああああああああああああああああああああああ！」

　藤紫郎の姿が一瞬で、元の人間に戻ってしまった。リリスが口元を緩ませる。

「安心なさい。峰打ちよ。だけど、人間の姿で次に一撃を受けたらどうなっちゃうかしら？」

「させない……富士岡君はこれ以上傷つけさせない！」

　瑠る璃りが立ち上がり藤紫郎をかばうように前に立つ。息は絶え絶えでとても戦えるようには見えなかった。数度切り結んだだけで、瑠璃はリリスに力を消耗させられてしまったのだ。

　藤紫郎はルシエとの戦いを思い出した。今の瑠璃の力を急速充電させる方法が一つだけ……存在する。

　それは藤紫郎にとっても、最大限の願望だった。欲望をぶつけるかのような行為だった。

「先輩。俺おれ……先輩が好きです」

「ありがとう富士岡君。そう言ってくれる貴方あなただから、私は貴方を失いたくないの。なんとしてでも守りたいの」

　藤紫郎は瑠璃を背中から包むように抱きしめた。

「先輩。こっち向いてください」

「え……で、でも」

　藤紫郎の手がそっと瑠璃のあご先を包むようにして誘導する。瑠璃が振り返った先には……藤紫郎の顔があった。

「だめ……富士岡君。そんなことしたら……富士岡君が……」

「俺はしたいんです。したいから……するんです！　リビドーがそうさせるんです！」

　今度は藤紫郎からだった。

　リリスが見ていることなどおかまいなしだ。すでに藤紫郎の視界には瑠璃しか入っていない。

　吐息が混じり合い、唇の粘ねん膜まく同士がそっとふれあう。

　瑠璃は藤紫郎に身を寄せた。藤紫郎は瑠璃の体を強く抱き寄せた。

（――瑠璃先輩……柔らかくて気持ちいい）

「……んふ……あん」

　瑠る璃りが吐息を漏らす。

　今回は藤とう紫し郎ろうの方から瑠璃を奪ったのだ。少年は瑠璃にいいわけをさせる口をふさいでしまった。

　瑠璃はふれあうと傷つけてしまうと恐れている。だが、今の藤紫郎は自分から瑠璃を迎えにいったのだ。

　少女の舌が藤紫郎の中にそっと入ってきた。一瞬驚いた藤紫郎だが、拒むことなく受け入れる。

（――あれ？　不思議だ。なんでだろう……キスしてるのに……意識がはっきりしてるぞ？）

　一方で、瑠璃の体の傷は見る間に癒いえていった。力なく垂れ下がっていた尻尾しつぽも張りと艶つやを取り戻し、翼もむくむくと、さらに大きくなっていく。瑠璃はそっと唇を離すと叫んだ。

「も、もう我慢れきない!!」

「お、おわあああ！」

　瑠璃が翼を広げた瞬間、藤紫郎は軽く吹き飛ばされた。

「……はぁ……はぁ……べ、べろちゅー……しちゃった……」

　顔を真っ赤にさせたまま、瑠璃は両手でほっぺたを包むようにして身をくねらせた。藤紫郎はというと、体に変調はなく、それどころか藤とう紫し郎ろう自身にも力がみなぎっている。



    

  
    
      



    

  
    
      　キスをしたいという欲求が、吸収される以上のリビドーを生んでいた。

「瑠る璃り先輩、俺おれ……なんか力があふれてきます」

「私も……抑えきれないくらいに……あふれちゃってる」

　二人の姿にリリスが瞳を輝かせた。

「昔を思い出しちゃうわん♪　我が娘ながら妬やけちゃうわね！」

　リリスが瑠璃に斬きりかかった。瑠璃はその刃やいばを魔力の剣で受け止める。今度は吹き飛ばされることなく、リリスの一撃をしっかりと受け止め、それを押し返した。

「お母さんに……負けてない!?」

　受けきった本人が一番驚いていた。藤紫郎はというと……。

「先輩のお母さん相手に心苦しいですが！」

　吠ほえながら、瑠璃が激突して砕けた石像の頭を持ち上げると、それをリリスめがけて藤紫郎は投げつけた。石像は頭だけでも何十キロという重さだが、それが弾丸のようにリリスに飛んでいく。

「あらん♪　なかなか筋がいいじゃない？」

　着弾寸前でリリスは石像の頭を切り刻んだ。

「犬として瑠璃ちゃんに奉仕するリビドーじゃなくて、人間の男の子としてのリビドーで戦うっていうのねぇ♪」

　何を言われているのか藤紫郎にはいまいちピンとこないのだが、足下にはまだいくつも石像、彫像の頭が転がっていた。

　今は考えずに藤紫郎は彫像の破片を投げつける。リリスは難なく切り払いで迎撃するのだが、それこそが藤紫郎の狙ねらいだった。

「てええええええええええええええええええええい！」

　瑠璃が気合いの声をあげて切り込み、リリスの羽に一撃を食らわせる。

「やぁん♪　リリスちゃんに攻撃を成功させるなんて、すごいじゃない♪」

　うれしそうにリリスはほほえむ。先ほどから、娘の成長を喜ぶ親の顔をしている……と、藤紫郎は思った。

（――なんであんなにうれしそうなんだ？　親子で戦ってるのに……。悪魔ってそういうものなのか？）

　瑠璃は必死に剣を振るい続ける。リリスと直接対たい峙じしている瑠璃には、相手の表情を細かく観察している余裕はない。

（――瑠璃先輩、気づいてないんだ）

　藤紫郎は彫像の頭を持ったまま狙いを定められずにいた。瑠璃がリリスと切り結んでいる間は、下へ手たをすれば瑠璃に攻撃してしまいかねない。

「こんのおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　瑠る璃りが渾こん身しんの一撃を放った。それをリリスは弾はじき返す。瑠璃はバックステップで後方に跳ぶと距離をとった。すかさず藤とう紫し郎ろうが投とう擲てき体勢に入ったその時、リリスが胸元の布地をずらした。

　ぽよん！　と、二つの大ぶりな果実があふれ、こぼれ落ちる。

　胸の先端の突起までもあらわになった。それは淡いサーモンピンク色だ。つんと上向きな形のよいおっぱいが揺れる。

「あっ……いってええ！」

　投擲の姿勢のまま固まってしまった藤紫郎の足の甲を、投げられることなく重力によって落下した彫像の頭が押しつぶす。身体能力が上がっていても、痛いものは痛いのだ。

　そして藤紫郎の右の鼻の穴からは、赤いしずくがつーっとたれ流れていた。

「うふふ♪　リリスちゃんの乳首券を発行されて、これまで無事だった男の子はいないわよん♪」

「きゃあああああああああああああああああああ！　お母さんやめて！　いろんな意味で恥ずかしいから！」

　取り乱し気味に瑠璃がリリスに斬きりかかる。リリスは薄布一枚……紙一重の曲芸的な身のこなしで瑠璃の斬ざん撃げきをすべて……くらっていた。

「いやぁああん♪　服が切り裂かれちゃう♪」

　はらりはらりと、リリスが身にまとっていた薄うす衣ぎぬが脱皮するようにはがれていった。藤紫郎が顔を押さえて前屈みになる。

「いくらなんでもこれは無理ですってば！」

　淫いん魔まの魅了に耐性がある藤紫郎にも、刺激が強すぎる光景だった。一方で、自分の母親が好きな男の子の前でだいたい全裸というシチュエーションに、瑠璃も顔が真っ赤になる。しかも、リリスのストリップ劇場の片棒まで担がされたのだ。

　リリスが自分の生み出した魔力の剣を股またにはさみこみながら、ポールダンスのように腰をくねらせた。

「ひんやりして気持ちいいわぁ♪」

　リリスの精神攻撃に瑠璃も力が抜けていた。藤紫郎は目をつぶってしゃがみ込むのだが、まぶたの裏にリリスの姿が張り付いて離れない。

「ほらぁもっと見てちょうだい藤紫郎クン？　リリスちゃんの全部をさらけ出しちゃうんだから」

「うおおおおおおお！　瑠璃先輩早く攻撃してください！」

「私も力が入らないの！　富ふ士じ岡おか君にお母さんの恥ずかしい姿を見られてるって思うと……」

「見てません！　見てませんから！」

　リリスが藤とう紫し郎ろうにウィンクしてみせた。

「じゃあリリスちゃんのつんっとしてるここは、何色かしら？　見てないならわからないわよねぇ？」

「さ、サーモンピンク！　ハッ!?」

　つい藤紫郎は反射的に答えてしまった。

「せいかい♪　藤紫郎クンのエッチ！」

「うわああああああああああああああああああああああああ！」

　藤紫郎は頭を抱えた。

「それじゃあ確認してみましょうねぇ？　こちらが正解のおっぱいよん♪」

　ポールダンス気味に全身をくねらせるリリスの白い肢体を、藤紫郎はつい、うっかりと見てしまった。

「確認した俺おれのばかあああああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　藤紫郎の口から魂が抜けかけた。大人の魅力に今にもリビドーがはじけてしまいそうだ。瑠る璃りの悲鳴が藤紫郎をつなぎ止めようと、悪魔界の空をつんざく。

「富ふ士じ岡おか君！　もう一度……犬になって！」

「わ……わん！」

　最後の理性を振り絞り、藤紫郎はぎゅっと目をつぶると変身した。

　その姿がかわいらしいチワワになる。もっとも消耗が少ない形態を、自然と藤紫郎は本能的に選んでいた。

　目を閉じて、藤紫郎は鼻に意識を集中する。

「ハスハス……クンカクンカ……」

　いとおしい人の匂においと、それに近い……けれど違う匂い。目を閉じていても、藤紫郎はその位置関係をイメージすることができた。視覚を自ら封じ、嗅きゆう覚かくにすべてをかける。

「瑠璃先輩。俺……先輩の匂いは絶対に忘れません」

「富士岡……君？」

「相手の守備力がゼロになった今が最大のチャンスです先輩！」

　藤紫郎は走った。一心不乱に走ると弾丸となってリリスに飛びかかる。目をつぶったまま、藤紫郎は弱点の匂いに向かって飛んでいった。

「ペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロッ!!」

　自分がどこをペロペロしているのかは、藤とう紫し郎ろうにはわからない。だが、目を開けば犬モードであっても、リリスの艶なまめかしい肉体に魂を奪われてしまいそうだった。

　だから藤紫郎は、目を閉じてひたすら嘗なめた。どこなのか。なんなのか。わからないまま嘗めまくった。だが、先ほどの四倍速で藤紫郎の舌は、思ったように動かない。

　リリスの声が響く。

「いくらがんばっても、そんなにぬるいペロペロじゃリリスちゃん満足できないわよん♪」

　藤紫郎はうなずいた。濡ぬれた鼻先が上下する。舌の動きと連動するように、藤紫郎は首を上下左右に動かしながら、さらに突いたり引いたりというピストン運動も加えた。

「うおおおおおおおお！　新必殺ペロペロ３Ｄ！」

　単調な動きではなく、首をひねったり左右に振ったり、縦横無尽にチワワの首がぐるんぐるんと動きまくる。その首の動きはあまりにも速すぎて、まるで首が三つあるようにすら見えていた。

　チワワは今、ケルベロスへと進化したのだ。

「ペロペロペロペロペログルン！　ペロペロクルクルペロペロ！　ペロペロドシュドシュ！　ペロペロペロペロペロフルンフルン！　ペロペロペロペロアグアグ！　ペロペロペロペロペロフシュフシュ！　ペロペロペロペロヌンローン！　ペロペロペロペロペロペロペロペロペロ休憩。ペロペロペロペロ（倍速）からの、ペロペロペロペロペロペロペロペロペロスクリュー！　ペロペロペロペロチワワ特有の震え！　ペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロペロンッ!!」

「あ、ああ！　そこに、そんなとこまでもぐりこんじゃうなんて……突いちゃだめよん♪　いけない子！」

　瞬間――藤紫郎の鼻がリリスの力が抜けていくのを嗅かぎ付けた。

「離れて！　富ふ士じ岡おか君！」

　瑠る璃りの声に応じて藤紫郎は逃げる。目をつぶったままなので、どこに逃げていいのかわからず、そのまま藤紫郎は噴水へとまっしぐら。

　ばしゃん！　と、水面にダイブした。

　水浸しになりながら藤紫郎はうっすらと瞳を開ける。

　瑠璃が手にしていたのは剣……ではなく、魔力で生み出したハリセンだった。

「いいかげんにしてお母さん！」

　スパーン！　と、乾いた音が鳴り響く。

「あん♪　リリスちゃん、久しぶりにいっちゃったかも。先にいかされちゃうなんて、淫いん魔まとしては負けたも同然ね♪」

　大淫魔はぺろっと舌を出して、小悪魔チックにほほえんでみせるのだった。



    

  
    
      
エピローグ



　藤とう紫し郎ろうはベンチに座っていた。先ほどまで、親子が剣を交えていた城の中庭で……今は瑠る璃りと二人っきりだ。

「なんだかラスボスを倒したって感じがしないですね、先輩」

「うちのお母さんのことだから、たぶん懲りてないかも」

「それは困ります。マジで」

「わ、私だって困るわよ！」

　隣に座った瑠璃がそっと藤紫郎の手の甲に、手のひらを重ねてきた。

「ありがとう。助けに来てくれて」

「俺おれだけじゃここまでこられませんでした」

　犬モードでリリスの一撃を受けても、まだ戦えるだけ力を残していられたのは、胡桃くるみたちのおかげだ。

「そういえば、胡桃さんは大丈夫なのかしら？」

「ルシエが一緒だから心配ないとは思うんですけど」

　リリスが敗北を宣言したことで、最後の門を守っていたうーたんも戦闘を停止している……とはリリスの弁だが、中庭に彼女たちは姿を現さない。

　藤紫郎はベンチから立ち上がった。鼻を利かせつつ、周囲をぐるりと見渡し確認する。

「うーん、鼻があんまり利かなくなったのかな」

　先ほどリリスの強力な魔力にさらされすぎて、藤紫郎の鼻はすっかり馬鹿になっていた。

「大丈夫？　富ふ士じ岡おか君？」

「昔に戻っただけですよ。それに、近くにいる先輩の匂においはちゃんとわかります」

「ははは恥ずかしいんだけど」

　藤紫郎はそっと瑠璃に手をさしのべた。

「先輩。大切な話があります」

「な、なにかしら？」

　藤紫郎の手を取って瑠璃は立ち上がった。向かい合い見つめ合う。

　藤紫郎にも瑠璃にも、ずいぶんと久しぶりのように思えた。落ち着いて、こうしてお互いの顔を見ることが。

　藤紫郎はそっと自分の首に巻き付いたベルトの先端をつまんだ。

「俺、先輩の犬をやめます」

「え……ど、どうして？」

「犬のままじゃいけないって思ったんです」

「首輪は契約の証あかしなのよ？」

「だったら、先輩との契約も破棄します」

「私が認めなかったら、契約破棄も成立しないのよ？」

　瑠る璃りは寂しげに、困ったように眉まゆを八の字にさせた。

「先輩は了承してくれますよ。俺おれのことを心配したから、俺から離れようとしたんでしょ？」

「……そ、そんなこと……ないんだから」

　ぷいっと瑠璃はそっぽを向いてしまった。そのまま少女は続ける。

「けど、やっぱりそうするべきなのよね。富ふ士じ岡おか君にこんなに迷惑かけて」

「ええ。大迷惑です。何も言わないでいなくなるなんて、迷惑すぎます」

　まっすぐな藤とう紫し郎ろうのまなざしに、瑠璃は余計に落ち込んでしまった。

「ごめんなさい」

「素直に謝ってくれたので、特別に許しちゃいますよ先輩」

　藤紫郎の手が瑠璃の頭をなでなでした。

「こ、これじゃあどっちが飼い主だかわかんないわよ！」

「俺はもう先輩の犬はやめるって言ったはずです」

　藤紫郎は再び首輪のベルトを指でつまんだ。するりと留め具からベルトを外す。瑠璃と藤紫郎の契約の証は、簡単にとれてしまった。

「これで俺は普通の男の子ですね」

「ま、まだ背中の契約書が残ってるわよ」

「そっちはいいんです。無くなったら困るから」

　瑠璃が顔をあげた。不思議そうに藤紫郎の顔をのぞき込んでくる。

「これからも先輩を守るために、リビドーの力は必要でしょ？」

「じゃあ、契約は……えっと、あの……私……」

　困惑を通り越して瑠璃は混乱していた。藤紫郎は瑠璃の体をぎゅっと抱きしめる。

「犬じゃなくて、一人の男の子として……瑠璃先輩。俺の彼女になってください！　どんな反論も認めません！　イエス以外の答えは受け付けませんから！」

「それってひどいわよ！　悪魔に対して、なんて悪魔的で一方的な契約なの？」

　瑠璃は藤紫郎の胸に顔を埋うずめた。瑠璃と一緒にいるためなら、悪魔界にだってやってきてしまう。もう瑠璃には少年を止めるすべがない。

　意外にたくましい藤紫郎の胸の中で、少女は小さくうなずいた。次の瞬間、手入れされた庭園の茂みから四人の少女が一斉にあふれ出す。

「ちょ！　押すな雌めす豚ぶた！　せっかくいいシーンなのに！　ああ！　お兄ちゃんおめでとう！　ついに両思いなんだね♪　これで胡桃くるみは約束された興奮の権利の永久パスポートをゲットだよ！」

　芝生にスライディングするようにして、ツインテール少女がほほえんだ。その後ろに巨乳の眼鏡ッ子がおりかさなる。

「べ、別にのぞき見なんてしてないです。それに二人とも、不純異性交遊はいけないんです！　元風紀委員長として、そこらへんはしっかり取り締まっていきますから！」

　その上にポニーテール少女が折り重なった。

「おめでとう変態お兄さん。今度は僕が胡桃くるみさんと結ばれるために、協力してくれるかな？」

　最後に影の悪魔がふわりと浮かんで転ぶのを回避しつつ、顔を真っ赤にさせていた。

「四人分の気配の隠いん蔽ぺいは骨が折れたのです。ハッ!?　そろそろおいとまするのです。リリスちゃんに見つかったらお仕置きされ……」

　空中に浮かんでいるルシエの腕が、不意にがっちり掴つかまれた。

「みんなおそろいみたいねぇ♪　それにしてもルシエちゃんったら、リリスちゃんを裏切ってどういうつもりなのかしら♪」

　気配を消して様子を見守っていたのはルシエたちだけではなかったらしい。ルシエにも気づかれずに、リリスも隠れて藤とう紫し郎ろうと瑠る璃りを観察していたのだ。

「りりりりりリリスちゃん！　こ、これは違うのです裏切りではなく……」

「しょうがないわねぇ。許してあげるわ。大だい淫いん魔まは自分の欲望に忠実な者には寛容なのよん♪」

　リリスはルシエを地面に引っ張りおろすと後ろから抱きしめた。

「だってルシエちゃんって、瑠璃ちゃんと藤紫郎くんのことをこっそりのぞき見して、二人のラブラブな姿に欲情する変態悪魔なんだものねぇ♪」

「それを言わないでほしいのです……はわわわ」

「瑠璃ちゃん。ルシエちゃんが妙に協力的だったのも、この子が自分の欲望に素直だったからなのよん♪」

　瑠璃がルシエを半眼視した。

「じゃあ、閉じ込められた時に富ふ士じ岡おか君を呼びに行ってくれたのって……善意とか哀れみとか同情心とかじゃなかったの？」

　ルシエは気まずそうにうなずいた。

「もっとお二人のことを……み、見守りたかったのです！」

　相変わらず倒れて一番下にしかれたままの胡桃がため息をついた。

「でもやっぱり、見守る程度じゃストーカーとしては二流だよね。時代は参加型ストーキングなのに」

　藤紫郎はどこから突っ込むべきかわからない。

「ええと、全員この場にいたってこと……だよな」

　静しず流るがうなずいた。

「かっこよかったよ。『俺おれの彼女になってください！　どんな反論も認めません！　イエス以外の答えは受け付けませんから！』って」

　藤とう紫し郎ろうは頭を抱えてその場にひれ伏した。瑠る璃りも顔だけでなく、耳の先まで真っ赤になっている。

「このまま……消えちゃいたいくらいはずかしいよぉ」

　これまで藤紫郎に恥ずかしいことをされまくった瑠璃だが、今がその絶頂期だった。



　人間界に戻った藤紫郎たちに、大だい淫いん魔まはいくつかの約束をしてくれた。

　屋敷は引き払ってしまったので、瑠璃は富ふ士じ岡おか家のお世話になることになったのだ。学費や生活費については、贅沢ができない程度にリリスが仕送りをしてくれることになった。自動車での送迎はなくなったのだが、これからは藤紫郎と一緒に瑠璃は通学できるようになった。

　領地の相続については、再びリリスが人間界に拠点を移して直接管理……という形がとられたのである。

　こうなると、ほかの悪魔が攻めてくる可能性はほぼゼロだ。大淫魔の直轄地に攻め込むのは、他の悪魔からすればリスクしかない。

　ここまでは藤紫郎と瑠璃にとって、喜ばしいことばかりなのだが……。

　夏休みが過ぎ去り、二学期が始まるとすぐに藤紫郎は唖あ然ぜんとさせられた。

　担任の先生が……リリスのままなのだ。

「うふん♪　新学期早々だけど、転校生を紹介するわよ！」

　ホームルームでリリスが教室に、ショートカットの美少女を招き入れる。

「影かげ野のルシエちゃんよ。みんな仲良くしてあげてね」

　ルシエが制服姿でぺこりとお辞儀をした。瞬間、藤紫郎は立ち上がる。

「なんでルシエが転入!?　いや待てリリスちゃん先生！　なんで先生のままなんだ!?」

「だってこっちにいても暇だしぃ♪」

　ガラッ！　と、教室の後ろの扉が開いた。瑠璃が飛び込んでくる。

「お母さんなんでまだ先生なのよ！」

「うふふ♪　娘の成長見守りたいじゃない♪」

「ばかばかばか！　もう放ほうっておいてよ！」

　瑠璃に続けて胡桃くるみと真ま森もりが教室に乱入し、それにつられて静流までやってくる。

「盗聴器って便利だよねお兄ちゃん！」

「なんでわたしまでつれてくるんですか……っていうか、わたしは別に藤紫郎くんと瑠璃のことなんて、ぜんぜん気にならないですから」

「胡桃くるみさんのあるところに、僕の影あり」

　藤とう紫し郎ろうはぽつりとつぶやいた。

「やっぱ気楽な犬に……戻ろうかな」

　瑠る璃りが藤紫郎の手を握る。

「だめよ！　ちゃんと……男の子として守ってちょうだいね」

「は、はい！　瑠璃先輩を守ります！」

　藤紫郎の賑にぎやかな高校生活は、まだまだ続くようだ。



　とある日曜日。

　藤紫郎は瑠璃と二人で、市内の緑地公園にやってきた。

　お昼には少し早いのだが、芝生の広場でレジャーシートを敷いて、お弁当を開く。

　瑠璃ははにかんだように笑った。

「今日は自信あるんだよ？」

「最近お料理がんばってますよね」

　一緒に暮らしているだけに、瑠璃も隠したりはしなかった。料理特訓と銘打ったわけでもないのだが、普段から富ふ士じ岡おか家の台所で、瑠璃は藤紫郎の母親の手伝いをするようになったのだ。

　二段重ねの重箱には、瑠璃の手作り料理がいっぱいに詰まっていた。

　おにぎりは鮭とたらこ。おかずは卵焼きに唐揚げと、アスパラとチーズの豚肉巻き。トマトをくりぬいて器にしたミニサラダに、和あえ物ものや煮物などなど……ともかく盛りだくさんだ。

　瑠璃が唐揚げを箸はしでつまむと、藤紫郎の口元にもっていった。

「はい、あーんして」

　白昼堂々、いちゃいちゃっぷりを周囲にまき散らすような瑠璃だが……藤紫郎は口を開ける。

「い、いただきます！」

　唐揚げをぱくつくと、それは富士岡家秘伝の味がした。藤紫郎は幸せとともにかみしめる。瑠璃は緊張の面持ちだ。

「どう……かな？」

　ごくんと飲み込んで藤紫郎はサムズアップで応こたえた。

「ばっちりおいしいです！」

「よかったぁ」

　瑠璃の表情が緩む。

「あの……本当に、こういうデートでよかったんですか？」

　藤とう紫し郎ろうは少しだけ心配気味だ。今日はお買い物も外食もなしで、公園でのんびりするだけという、なんともお金のかからないデートプランだった。

　瑠る璃りは笑顔でうなずいた。

「うん！　こういうデートがしてみたかったの！」

「庶民的ですね先輩ってば」

「うー！　二人っきりのときは、先輩禁止！」

「は、はい、瑠璃ちゃん」

「よくできました藤紫郎♪」

　藤紫郎はすでに警戒することをあきらめていた。どこかで誰だれかに見られているのが前提で行動しつつある。

　ぐるりと見回すと、サングラスにマスクをした女子の一団と視線があった。その中の小柄でツインテールな少女が、カンペのようにスケッチブックで藤紫郎にメッセージを送ってくる。



　女子会中につきお構いなく。



（――なんかいるー!?　つうか、どう見ても女子会には見えない！　やっぱり、俺おれと瑠璃先輩って二人きりにはなれん運命なのか！）

　藤紫郎はそれでも見なかったことにして、瑠璃に向き直る。瑠璃はハッと気づいた。

「あっ！　でも……」

　藤紫郎は肩をびくつかせる。瑠璃がサングラスにマスクの一団に気づいた……のかとおもいきや、彼女は時折だす天然っぷりを発揮してみせた。

「こうやって、いつも一緒にいられるのはうれしいけど、デートの時に待ち合わせができなくなっちゃったのだけは、ちょっぴり残念かな」

「残念？」

「うん。先についたら藤紫郎が来るのを、どきどきしながら待てるでしょ？」

　少し恥ずかしそうな瑠璃が、藤紫郎にはいとおしくて仕方ない。

「い、いただきます！」

　藤紫郎自身も恥ずかしくなってきて、照れ隠しでもするようにお弁当のおにぎりをぱくついた。

「あ！　藤紫郎ほっぺにごはん粒がついてるわよ？」

　瑠璃が彼女から見て右側のほっぺたを指さしている。

「えっと……こっちですか？」

　つい敬語になりながら、藤とう紫し郎ろうは自分の右側の頬ほおに触れてみた。

「そっちじゃなくて、こっちよ♪」

　瑠る璃りがぐいっと前のめりになると、藤紫郎の左頬に唇をそっと触れさせる。

　ぺろん♪

　瞬間、藤紫郎の頭の中が真っ白になった。瑠璃が再びハッとなって慌てる。

「あ、あああああああああああああああああああああああ！　ど、どどどどうしよう！」

　藤紫郎はひっくりかえるように、首をゆっくりと後ろにそらして……ぎりぎりのところで踏みとどまった。

「――っぷはああああああああああああああああ！　瑠璃ちゃんいきなりすぎですってば！」

「よかった！　藤紫郎死なないで！」

　ばふっと瑠璃が抱きついてくる。

「死にませんから！」

　そのまま藤紫郎は仰あお向むけに押し倒されてしまった。サングラスとマスクの女子会が立ち上がる。

　藤紫郎の顔を瑠璃は上からのぞき込んでいた。

　秋の高い青空を背景に、瑠璃の笑顔はまぶしい。



    

  
    
      



    

  
    
      「何があっても、ずっと……ずっと……一緒です」

　瑠る璃りはコクリとうなずく。

「ありがとう藤とう紫し郎ろう。これからも……よろしくね♪」

　二人はお互いの手の指を絡めて、ぎゅっとぎゅっと握りあった。



〈おわり〉



    

  
    
      
あとがき



　今回でひとまず藤紫郎と瑠璃のお話は一段落です。

　二人が無事に結ばれてほっとしつつも、これからも真ま森もりたちや、リリスの存在で藤紫郎は振り回されっぱなしになりそうな……まだまだ妄想もつきません。

　いろいろなお話を書かせていただいておりますが、本作で最も勝手に動いたキャラは……胡桃くるみでした。歴代の妄想系、変態系女子の中でもトップクラスのリビドーを誇る、なんともすごいキャラになった感があります。彼女を書いている時は、ほとんどキーボードの打鍵速度が落ちませんでした。もしかしてあれが自分の素なのかと思うと……。

　はい、では最後にスペシャルサンクス。

　蜜みつ桃ももまむさま。毎回、表紙をめくったあとの口絵が楽しみむふふ♪　女の子キャラみんなかわいくてお気に入りです。

　担当Ｋさま。プ○キュアは青派かぁ。俺おれはもちろん黄色！

　そして、最後までおつきあいいただいた皆様に感謝を!!



２０１２年３月

淺あさ沼ぬま広こう太た
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